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■
＊
印
は
価
格
改
訂
で
す
　
　
　
　
■
ｌｏ
月
１
日
か
ら
送
料
が
値
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。

（
入
問
向
き
）
桜
沢
如

一
著

＊
魔
法
の
メ
ガ

ネヽ

無
双
原
理
の
物
の
考
え
方

一、
ｏ
ｏ
ｏ
円

　

一丁
五́
ｏ

永
遠
の
少
年

（上
）
少
年
よ
、大
志
を
い
だ
け
／
吾
ｏ
円

　

一丁
一〓

食
養
人
生
読
本

食
養
で
開
く
自
由
の
人
生

一、こ
〇
円

＊
生
命
現
象
と
環
境
　
や
さ
し
い
エ
コ
甲
ン
ー

四
吾
円

新
食
養
療
法
　
正
食
身
心
改
生ヽ垣
法
　
　
　
一、二
〓
円

東
洋
医
学
の
哲
学
　
軽
装
並日及
版
　
　
　
二
、
〇
〓
円

（資
料
）
米
上
院
栄
養
委

米
国
の
食
事
改
善
目
標
　
　
　
　
　
　
　
二
８
円

桜
沢
里
真
苦

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理
家
庭
料
理
全
書
三
、五
８
円

＊
食
養
料
理
法
（旧
版
一　
　
　
　
　
　
　
　
一、五
８
円

（研
究
向
き
）

桜
沢
如

一
苦

＊
無
双
原
理

・
易

宇
宙
法
則
、
実
用
弁
証
法

一、
あ
〇
円

宇
宙
の
秩
序
　
最
重
大
Ｐ
Ｕ
書
　
　
　
　
一、
０
８
円

病
気
を
治
す
術

・
病
人
を
治
す
法
人
生
論

五
己
円

健
康
の
七
大
条
件
　
正
義
に
つ
い
て
　
　
　
五吾
円

千
三
百
年
前
の

一
自
由
人
　
　
　
　
　
　
九
８
円

桜
沢
如

一
ア
ル
バ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
五
８
円

ク
ラ
ラ

・
シ
ュ
ー
マ
ン
人
生
論
　
　
　
　
　
七
三
〇
円

人
間
―

こ
の
未
知
な
る
も
の
ア
レ
Ｌ

一一、
０
８
円

自
然
医
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一一、三
８
円

原
典

コ
ピ

ー
版

石
塚
左
玄
著

『食
物
養
生
法
』

桜
沢
如

一
著

人
間
革
命
の
書

健
康
戦
線
の
第

一
線
に
立
ち
て

人
間
の
秩
序

最
後
に
そ
し
て
永
遠
に
勝

つ
者

兵
法
七
書
の
新
研
究

一
つ
の
報
告

日
本
精
神
の
生
理
学

自
然
科
学
の
最
後

う
さ
ぎ
の
ピ
ピ

ウ
ナ
ギ
の
無
双
原
理

我
が
生
命
線
爆
破
さ
る

中
央
ア
フ
リ
カ
横
断
記

コ
ン
パ
文
庫
４

コ
ン
パ
文
庫
５

コ
ン
パ
文
庫
６

不
思
議
な
世
界

Ｐ
∪
中
国
四
千
年
史

『新
し
き
世
界

へ
』
三
ｏ
上
夏
号

Ｐ
Ｕ
経
済
原
論

Ｐ
Ｕ
歌
集

事‐
二
五
〇

事‐
二
〇
〇

一丁
一三
ｏ

〓‐
二
五
〇

〓―
　
四
ｏ

〓―
二
〇
〇

一丁
一三
〇

一Ｔ
一三
〇

年―
二
〇
〇

キ‐
二
〇
〇

キ‐
二
〇
〇

事‐
二
〇
〇

キ‐
二
〇
〇

事‐
二
〇
〇

〓―
三
〇
〇

一丁
一三
〇

三
、
〇
〓
円
　
一Ｉ
一己

二
、
〇
〓
円
　
一Ｉ
一日

一、
三
８
円
　
一Ｔ
一８

一、二
８
円
　
一丁
一８

一、二
〓
円
　
一Ｉ
一〓

二
、〇
〓
円
　
一Ｉ
一〓

一、三
〓
円
　
一Ｉ
一８

二
、
〇
〓
円
　
一Ｉ
一〓

三
、六
８
円
　
一Ｉ
一己

八
８
円
　
一Ｉ
一８

〈
８
円
　
一Ｉ
一〓

八
日
円
　
一Ｔ
一８

一、
０８
円
　
一丁
一〓

二
、五
８
円
　
一丁
一吾

一、七
〓
円
　
一丁
．畠

二
、
八
８
円
　
一Ｔ
』́

八
８
円
　
一丁
一８

一、
０
８
円
　
一丁
一〓

天
、ｏ
８
円
　
一丁
曰
ｏ

三
、五
〓
円
　
一Ｉ
一轟

二
〓
円
　
一Ｔ
一８

Ｇ
Ｏ
式
外
国
語
（英

・
仏
）
自
習
法
　
　
　
一一一吾
円
　
一Ｉ
一８

米
の
知
識
と
炊
き
方

。
た
べ
方
　
　
　
　
一、
二
８
円
　
一Ｉ
一８

『
世
界
恒
久
平
和
案
Ｌ
意
志
」教
育
五
十
年
の
実
験
報
告
」

一、
０
８
円
　
一Ｉ
一日

桜
沢
如

一
　

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

Ｔ
Ｅ
Ｓ
第

一
回
　
特
別
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

６０
分
×
２
本
　
一一一、０
８
円
　
一Ｉ
一８

判
断
力
の
話
　
七
〇
歳
、
新
春
講
義

６０
分
×
２
本
　
一三
（８
円
　
一工
一８

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
講
演

　

一巻
～
二
巻

６０
分
ｘ
１０
本

一三
、
８
０円

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
講
演
　
一
一巻
～
冥
巻

６０
分
×
日
本

一六
、吾
〇
円

大
森
英
桜
　
カ
セ
ッ
ト
テ
‥
プ

健
康
法
総
批
判

原
理
の
な
い
健
康
法
９０
分
×
２
本

主
食
の
徹
底
研
究
　
　
　
　
　
　
　
口
時
間
で
三
本

人
間
は
ど
こ
か
ら
来
た
か
　
　
　
　
６０
分
×
２
本

体
質
別
正
食
法
　
　
　
　
　
　
　
　
９０
分
×
２
本

食
養
手
当
法
　
正
食
医
学
秘
伝
　
　
９０
分
×
２
本

久

司

御

知

夫

　

カ

セ

ッ
ト
テ

ー
プ

世
界
平
和
と
健
康
　
　
　
　
　
　
　
９０
分
ｘ
３
本

四
、五
８
円
　
一Ｉ
一８

●
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
発
行
の
図
書

・
テ
ー
プ
は
、　
一
般
書
店
で
は
扱

っ
て
い
ま
せ
ん
。
本
部
へ
直
接
申
し
込
む
か
、
全
国
日
本
Ｃ
Ｉ
協

会
友
の
店
の
自
然
食
品
店
や
各
セ
ン
タ
ー
で
お
願
い
し
ま
す
。
コ

ピ
ー
版
、
テ
ー
プ
を
の
ぞ
く
主
な
本
は
、
紀
伊
国
屋
書
店
で
扱
っ

て
い
ま
す
。

●
本
部
へ
の
注
文
は
、
①
現
金
書
留
、
ま
た
は
②
振
替
東
京
？
死

里
三
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
へ
、
代
金
と
送
料
を
注
文
品
を
明
示
し
て
送

金
し
て
く
だ
さ
い
。
０
の
場
合
は
２
週
間
、
②
の
場
合
は
、
３
週

間
み
て
く
だ
さ
い
。

円 円 円 円 円

T T T T T

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

〒
‐５‐
　
東
京
都
渋
谷
区
大
山
町

一
一
―
五

電
話

　

（〇
三
）
四
六
九

・
七
六
三

一
代

■
２
冊
以
上
の
場
合
の
送
料
は
、
定
価
合
計
が

三
千
円
未
満
　
一二
百
円

六
千
円
未
満
　
四
百
円

一
万
円
未
満
　
五
百
円

一
万
円
以
上
　
上ハ
百
円



■伝統に輝 く日本C:協会で学び、活動しようとする研
究生 (幹部候補)募集 .′
男女・年齢・学歴不間。ただし、あらゆるものを学び、

実務を行ない、行動してゆくファイ トあり、誠実な人。

または、そうなりたいと努力する人。

堕
落
か
？
　
平則
進
か
？
／
菊
池
富
美
雄
…
…
４

ブ
ラ
ジ
ル
よ
り
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
進
路
を
憂
え
て

●

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｓ

●

新
し
き
世
界

ヘ

５

２

７

号

桜
沢
如

一
先
生
誕
生
日
記
念
の
集
い
…
…
６

世
界
と
日
本
／
橋
本
政
憲
…
…
７

一０
イ
ラ
ン
問
題
、
，
一
″生
き
残
り
″
産
業
、
０

″塾
″
を
追
放
す
る
韓
国
、

一０

「天
皇
は
何
党
か
？
」

盛
会
／
　
夏
の
健
康
学
園
…
…
１２

会
長
は
じ
め
百
九
十
五
名
参
加
／

石
塚
左
玄

『食
物
養
生
法
』
解
説
／
橋
本
政
憲
…
…
１４

八
〇
年
前
の
古
典
を
解
説
、
現
代
語
訳

箸
の
上
げ
下
げ
十
三
カ
条
…
…
２７

ハ
シ
な
ま
り
、
移
リ
バ
シ
、
に
ぎ
り
こ
バ
シ
、
も
ぎ
食
い
、
こ
じ
バ
シ
等
々
、

ハ
シ
の
マ
ナ
ー
十
三
カ
条

悪
い
脂
肪
太
り
／
大
森
英
桜
…
…
２８

正
食
医
学
シ
リ
ー
ス

天
然
海
塩
配
布
、
認
知
／
…
…
３２

各
マ
ス
コ
ミ
、
ぞ
く
ぞ
く
報
道

神
無
月
の
食
養
普
茶
料
理
／
桜
沢
里
真
…
…
３７

コ
ー
ヤ
昆
布
巻
き
、
冬
瓜
ふ
ろ
ふ
き
、
蓮
根
い
ん
ろ
う
、
厚
揚
げ
は
さ
み

揚
げ
等

■
本
誌
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
／
　
今
号

一
部
四
五
〇
円

（送
料
共
）

会
員
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

年
間

一
万
三
千
円
の
会
員
（正
会
員
）
に
な
っ
て
下
さ
い

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
は
、
桜
沢
如

一
先
生
が
創
立
さ
れ
た
、

無
双
原
理
と
正
食
の
国
際
運
動
団
体
で
す
。
今
日
、
桜
沢

里
真
先
生
を
会
長
と
し
て
、
各
種
行
事
、
講
演
会
、
料
理

教
室
、
講
習
会
、
書
籍
、
雑
誌
の
発
行
な
ど
、
皆
様
の
ご

支
持
に
よ
り
、
す
べ
て
順
調
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

機
関
誌
の

『新
し
き
世
界
へ
』
も
、
す
で
に
五
百
二
十

号
以
上
を
重
ね
、
十
年
前
に
比
べ
て
会
員
数
は
４
倍
以
上
、

四
年
前
に
比
べ
て
２
倍
以
上
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

一
九
七
六
年
二
月
に
、
現
在
の
東
北
沢
の
会
館
を
開

い

て
以
来
、
多
額
の
家
賃
支
払

い
、
そ
の
他
の
事
情
で
、
苦

し
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
幸

い
、
会
員
の
皆
様
の
熱

心
な
ご
支
持
で
、
切
り
抜
け
て
参
り
ま
し
た
。

日
本
と
世
界
の
、　
一
人

一
人
、
社
会
の
状
況
が
、
ま
す

ま
す
困
難
な
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
る
今
日
、

マ
ク
ロ
ビ
オ

テ
イ
ッ
ク
が
、
い
よ
い
よ
必
要
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
石
油
価
格
の
高
騰
、
そ
の
他
諸
物
価
の

値
上
が
り
に
よ

っ
て
、
雑
誌
の
発
行
、
そ
の
他
、
会
の
財

政
に
、
次
第
に
重
荷
が
か
か

っ
て
き
て
い
ま
す
。
用
紙
、

製
版

フ
ィ
ル
ム
、
製
本
、
電
力
、
そ
の
他
諸
経
費
な
ど
の

製
造

コ
ス
ト
が
、
ど
ん
ど
ん
上
が

っ
て
き
て
い
ま
す
。
各

種
の
雑
誌
は
、
ベ
ー
ジ
を
少
な
く
し
、
紙
質
を
お
と
し
、

定
価
を
上
げ
て
、
こ
れ
に
対
抗
し
て
い
ま
す
。

年
間
購
読
者

（誌
友
）
は
、
四
千
円
と
し
て
据
え
置
き
ま

す
が

（初
め
て
の
人
の
た
め
の
窓
口
）、　
″日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

は
私
が
盛
り
立
て
よ
う
″
と
考
え
る
、
熱
心
な
方
は
毎
月

千
円
、
つ
ま
り
年
間

一
万
三
千
円
の

″正
会
員
ン
に
な

っ

て
下
さ
る
こ
と
を
切
望
し
ま
す
。

■本誌および日オCI協会のすべての刊行物、桜沢如一、桜沢里真の著作物の内容の全部または一部の、あらゆる形式による

複製は、当協会の文書による承認を必要とします。

-3-



堕落か ? 前進か ?

菊 池 富 美 雄
(フ ラジル サンバウロ)

1980.8.30

桜
沢
里
真
先
生
を
団
長
と
す
る
日
本
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク
訪
伯
団
を
お
迎
え
し
て
か
ら
、
ま
た
た
く
間
に

一
年
が

過
ぎ
去
り
、
今
年
も
冬
休
み

〔南
米
は
夏
冬
が
北
半
球
と
逆

に
な
る
〕
を
利
用
し
て
、
無
双
学
園
で
、
七
月
十
二
日
か
ら

二
十
日
ま
で
、
南
米

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
冬
期
セ
ミ
ナ
リ

ー
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
セ
ミ
ナ
リ
ー
の
主
要
テ
ー
マ
は
、

「人
類
の
行
く

方
と
そ
の
生
存
」
で
、
そ
の
内
容
は
、

「人
類
の
危
機
の
具
体
的
徴
候
」

「現
代
文
明
世
界
の
病
状
診
断
」

「絶
対
不
可
避
の
第
二
次
大
戦
」

「戦
争
と
平
和
の
相
関
性
」

「原
子
力
戦
の
様
相
と
文
明
の
壊
滅
」

「原
子
力
戦
に
よ
る
地
球
表
面
の
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
〔破
局
〕

と
地
軸
の
変
動
」

「放
射
能
と
生
命
現
象
」

「人
類
生
存
の
基
本
的
三
大
条
件
」

「原
子
力
戦
に
生
き
残
る
世
界
観
」
等
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
テ
ー

マ
に
呼
応
し
て
、
生
存

へ
の
自
然
農
法
の

原
理
と
そ
の
実
地
講
習
、
農
産
加
工
貯
蔵
食
品
の
種
類
と
そ

の
製
法
、
生
存

へ
の
団
結
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
基
本
条

件
等
々
の
具
体
的
な
対
策
準
備
に
つ
い
て
も
、
洩
れ
の
な
い

よ
う
に
活
発
な
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
生
存
の

た
め
に
心
身
を
鍛
え
て
お
く
こ
と
の
必
須
条
件
か
ら
、
自
己

鍛
練
法
の
リ
ズ
ム

・
プ
ラ
ク
チ
ッ
ク
と
合
気
道
の
実
地
指
導

が
、
臨
機
応
変
の
病
人
指
導
と
併
行
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
リ
ー
に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
全
州
は
も
と
よ
り
、

南
米
各
国
か
ら
も
参
加
者
が
集
ま
り
、
無
双
原
理
の
世
界
観

「宇
宙
の
秩
序
」
と

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

「正
食
」
の
素

晴
ら
し
さ
と
偉
大
さ
を
改
め
て
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
無
双
学
園
の
セ
ミ
ナ
リ
ー
に
引
き
続
い
て
、
ウ
ル
グ

ア
イ
の
モ
ン
テ
ヴ
ィ
デ
オ
、
マ
ル
ド
ナ
ー
ド
両
市
と
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
の
ブ

エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
各
市
で
も
次
々
に
、
そ
れ
ぞ

れ

一
週
間
ず

つ
冬
期
セ
ミ
ナ
リ
ー
が
八
月
十
日
ま
で
継
続
さ

れ
、
特
に
八
月
六
日
と
九
日
の
広
島

・
長
崎
原
爆
投
下
三
十

五
周
年
記
念
日
と
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
市
誕
生
四
百
年
記

念
に
ち
な
ん
で
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
市
教
育
文
化
局
後
援

に
よ
る
私
の
講
演
会
が
、
四
日
間
に
わ
た

っ
て
、
サ
ン

・
マ

ル
チ
ン
中
央
文
化
会
館
六
階
の
市
立
劇
場
で
催
さ
れ
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
肉
食
王
国
の
聴
衆
に
強
烈
な
衝
撃
と
感
動
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
今
後
の
南
米
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
運
動
に
大
き
な
飛
躍
を
う
な
が
す
ク
サ
ビ
を
打
ち
込

ん
だ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

と
に
か
く
、
国
民

一
人
あ
た
り
平
均
年
間
の
牛
肉
消
費
量

が
九
十
キ
ロ
で
、
世
界
の
ト

ッ
プ
で
あ
る

（米
国
は
六
十
キ

ロ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
五
十
キ

ロ
、
プ
ラ
ジ
ル
二

十
キ
ロ
）
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
首
都
の
市
立
劇
場
で

「肉
食
亡

国
論
」
を
、
毎
日
五
時
間
に
わ
た

っ
て
四
日
間
連
続
講
演
す

る
か
た
わ
ら
、
の
べ
二
百
人
以
上
の
健
康
指
導
を
毎
日
、
午

前
中
、
六
日
間
に
わ
た

っ
て
継
続
し
た
の
で
す
か
ら
、
大
き

な
反
響
が
起
こ
る
の
は
当
然
で
す
。

こ
の
ウ
ル
グ
ア
イ
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
セ
ミ
ナ
リ
ー
に
は
、

チ
リ
ー
、
ペ
ル
ー
、
ボ
リ
ビ
ヤ
、
パ
ラ
グ
ア
イ
等
の
各
国
か

ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
二
十
人
く
ら
い
が
参
加
し
、
今
後
の
南
米

に
お
け
る

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
運
動
の
重
要
性
を
再
認
識

し
、
九
、
十
、
十

一
月
に
わ
た

っ
て
、
ポ
リ
ビ
ヤ
の
ラ
パ
ス
、

ペ
ル
ー
の
リ
マ
、
チ
リ
ー
の
サ
ン
チ
ャ
ゴ
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の

ア
ス
ン
ソ
ン
で
、
そ
れ
ぞ
れ
セ
ミ
ナ
リ
ー
を
催
す
こ
と
に
な

り
、
こ
れ
を
毎
年
、
定
期
的
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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こ
う
し
た
南
米
の
発
展
を
上
台
に
し
て
、
エ
ク
ア
ド
ル
や

ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
、
コ
ロ
ン
ビ
ヤ
か
ら
メ
キ
シ
コ
に
至
る
ま
で

の
、
い
ま
だ

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク
の
全
然
知
ら
れ
て
い
な

い
中
米
に
も
、
し

っ
か
り
し
た
拠
点
が
自
然
に
生
ま
れ
て
来

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

運
動

の

ニ
セ

モ

ノ
化

こ
こ
で
私
ど
も
の
懸
念
し
て
い
る
こ
と
の

一
つ
は
、
西
洋

に
お
け
る
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
運
動
の
商
業
化
と
、

「宇

宙
の
秩
序
」
の
西
洋
観
念
論
的
空
転
で
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、　
一
応
は
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク
や
宇
宙
の
秩
序

に
関
す
る
外
国
語
に
よ
る
本
は
出
そ
ろ

っ
た
よ
う
で
す
が
、

こ
れ
ら
の
本
を
読
ん
だ
西
洋
人
の
ほ
と
ん
ど
が
、

マ
ク
ロ
ビ

オ
テ
ィ
ッ
ク
や
宇
宙
の
秩
序
に
つ
い
て
、
さ

っ
ば
り
解

っ
て

い
な
い
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
、
反

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク
や

ア
ン
チ

「字
宙
の
秩
序
」
的
方
向

へ
突

っ
走

っ
て
い
る
と
い

う
現
実
で
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
驚
く
べ
き
こ
と
は
、
宇
宙
の
秩
序
と
い
う
観
念

流
行
語
を
乱
用
す
る
、
自
称

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
主
唱
者

の
、
西
洋
に
お
け
る
無
秩
序
な
、
で
た
ら
め
な
日
常
生
活
ぶ

り
で
あ
り
ま
す
。

宇
宙
の
秩
序
う
ん
ぬ
ん
と
、
偉
そ
う
な
こ
と
を
聞
き
か
じ

っ
た
り
、
読
み
か
じ

っ
て
指
導
者
然
と
し
て
い
る
西
洋
人
た

ち
の
男
女
関
係
の

「無
秩
序
」
さ
、性
秩
序
の
だ
ら
し
な
さ
、

金
銭
関
係
の
秩
序
の
な
さ
、
人
間
関
係
の
秩
序
蹂
躙
、　
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
同
志
間
の
礼
や
敬
の
秩
序
無
視
等
々
と
い

う
、
初
歩
的
な
秩
序
さ
え
も
知
ら
な
い
自
人
た
ち
に
、
い
き

な
り

「宇
宙
の
秩
序
」
な
ど
と
い
う
高
尚
な
観
念
ば
か
り
を

鵜
呑
み
さ
せ
て
、
彼
ら
か
ら
拍
手
喝
衆
さ
れ
、
そ
れ
で
満
足

し
て
い
る
と
し
た
ら
、
私
た
ち
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク
運

動
は
、
最
も
反

「宇
宙
の
秩
序
」
的
無
秩
序
な
結
果
を
ま
す

ま
す
大
き
く
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

個
人
の
ス
タ
ン
ド

・
プ
レ
イ
の
美
技
も
大

い
に
磨
く
べ
き

だ
が
、
そ
れ
も
、
同
志
全
体
と
の
む
す
び
の
秩
序
を
無
視
し

て
、
自
分
だ
け
が
抜
け
駆
け
の
功
名
や
利
益
を
手
に
入
れ
よ

う
と
す
る
よ
う
な
、　
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
運
動
や
宇
宙
の

秩
序
を
個
人
の
売
名
行
為
に
乱
用
す
る
よ
う
な
結
果
に
な
ら

な
い
よ
う
、
わ
れ
わ
れ
は
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
合

っ
て
、

む
す
び
を
固
め
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
重
大
時
期
に
さ
し
か

か

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
に
及
ん
で
、
何
を
今
さ
ら
、
こ
の
よ
う
な
水
を
差
す

よ
う
な
こ
と
を
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
と
不
審
に
思
わ
れ

る
と
し
た
ら
、
そ
の
人
は
、
す
で
に
第
七
天
に
両
足
を
突

っ

込
ん
で
し
ま

っ
た
正
真
正
銘
の
超
能
力
人
間
か
、
精
薄
児
の

如
き
純
真
無
垢
な
人
物
か
の
い
ず
れ
か
で
、
現
実
に
マ
ク
ロ

ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
運
動
や
宇
宙
の
秩
序
の
名
に
よ

っ
て
、
世
界

中
で
容
易
な
ら
ぎ
る
事
態
が
起
こ
っ
て
い
る
真
相
を
全
然
知

っ
て
い
な
い
の
で
す
。

つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
の
、
西
洋
に
お
け
る

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
運
動
は
、
こ
れ
ま
で
に
紹
介
さ
れ
て
来
た
よ
う
に
、

順
風
満
帆
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
重
大
な
危
機
に
立
た
さ
れ

て
い
る
と
い
う
現
実
に
無
知
で
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い

う
訳
で
す
。

こ
こ
に
、
私
ど
も
の
前
記
の
懸
念
が
あ
り
、
か
つ
て
Ｇ
０

先
生
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
世
界
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
運
動
は
西
洋
人
に
牛
耳
ら
れ
て
、
か
つ
て
の
キ
リ
ス

ト
教
の
ご
と
く
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
原
型
を
と
ど
め
ぬ
、
と
ん

で
も
な
い
贋
物
に
変
形
し
て
行

っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
、

と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
胸
者
な
前
ぶ
れ
が
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
運
動
の

商
業
化
と
、
宇
宙

の
秩
序
の
安
売
り
や
、
安
価
な
観
念
や
、

テ
ク
ニ
ッ
ク
健
康
法
の
切
り
売
り
で
あ
り
ま
す
。

と
に
か
く
、
私
た
ち
は
戦
後
三
十
五
年
を
迎
え
て
、
日
本

を
は
じ
め
と
す
る
欧
米
各
国
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
運
動

の
問
題
点
を
率
直
に
取
り
上
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
瀞
性
の
な

い
自
他
同
時
批
判
を
徹
底
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
お
り
、
そ

れ
に
よ

っ
て
、
将
来
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
運
動
の
可
能

性
も
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

切
迫
し
て
い
る
現
代
の
要
求
し
て
い
る
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク
運
動
と
は
、
単
な
る
個
人
の
病
気
治
し
や
、
自
然
食
品

の
商
売
、
出
版
物
の
発
行
、
セ
ミ
ナ
リ
ー
余
興
の
繰
り
返
し

だ
け
に
終
る
も
の
で
は
な
く
、
個
人
即
人
類
の
運
命
を
転
換

す
る
に
不
可
欠
の
、
結
束
団
結
を
強
化
拡
大
し
て
ゆ
く
、　
一

体
全
体
運
命
共
同
体
の
実
現
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

り
ま
す
。

今
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
の
、
世
界
各
プ

ロ
ッ
ク
の
マ
ク
ロ
ビ

オ
テ
ィ
ッ
ク
運
動
が
、
果
た
し
て
、
真
の
内
容
の
と
も
な

っ

た
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ッ
ク
運
動
に

ま
で
発
展
で
き
る

「
む
す
び
」
を
固
め
て
き
て
い
る
や
否
や
、

そ
れ
ぞ
れ
の
プ

ロ
ッ
ク
の
内
容
と
方
向
の
見
直
し
、
タ
ガ
や

ネ
ジ
の
締
め
直
し
、
油
の
差
し
直
し
を
急
が
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。そ
れ
ら
を
確
認
す

る
べ
く
、
南
米
プ

ロ
ッ
ク
の
地
固
め
と

に
ら
み
合
わ
せ
て
、
近
年
中
に
、
欧
米
各
プ

ロ
ッ
ク
の
実
態

見
直
し
に
出
か
け
た
い
と
、
ま
ず
自
分
た
ち
ブ

ロ
ッ
ク
の
強

化
充
実
に
力
を
注
い
で
お
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
と
前

後
し
て
母
国
も
訪
れ
、
大
い
に
徹
底
的
な
自
他
同
時
批
判
の

実
を
あ
げ
た
い
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（見
出
し
お
よ
び

〔　
〕
カ
ッ
コ
内
は
編
集
部
に
よ
る
）
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●桜沢先生の末公開講演テープ

や写真の展示もあります。

⌒

1810
日月V

園
□

界
夫
ぶ
の

集

い
／
１ｏ
月
１９
日
働

●
第
１
部
　
＝
時
～
３
時
　
会
費
千
五
百
円

（軽
食
つ
き
）

映
画

『バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
大
地
に
』

（４５
分
）

日
本
海
外
青
年
協
力
隊
製
作
。
元

・
東
パ
キ
ス
タ
ン
の
炎
熱
と

洪
水
の
厳
し
い
大
自
然
の
中
で
の
農
業
は
？

講
演

『桜
沢
如

一
を
語
る
』
１
時
～
３
時

講
師
／
吉
田
東
州

占
田
先
生
は
、
明
治
４‐
年
、
鹿
児
島
生
ま
れ
、
政
界
は
じ
め

各
界
の
要
人
、
国
士
、
学
者
、
思
想
家
と
交
遊
あ
り
、
各
方

面
で
、
漢
学
、
仏
教
学
、
哲

学
、
政
治
を
講
演
、
月
刊
誌

『古
今
評
論
』
を
主
宰
し
、

『世
界
文
明
批
評
史
』

『日

本
精
神
衰
亡
史
』
な
ど
著
書

多
数
。

●
第
２
部
　
３
時
半
～

５
時
半
　
無
料

懇
談
会

『
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク
運
動
の
今
後
と
世
界
平

和
』
●
当
日
、
全
館
商
品
１
割
引

き
（他
社
本
を
除
く
）

自己改造99%への挑戦 受講生募集  *スーパー・トレーニングは無双原理を根幹として、

人間をマクロ的視野でとらえたトータル・シス

テムのプログラムであなたの身心を改造します。

●身体のパワー・アップ●体質改許●脳細胞の

活発化●心の安定●超能力の覚せい●願望達成

A.Io C master mind group琴
=将
煮晨霜

要賀色諄

'喝

Ω理[含ふdl諾 A.IoC東京本部C係 (主 宰 羽 賀三 輔 雄)

ヨーガ,仙道,神道,中国医学,心理学,食養,大
脳生理学,サ イコ・セラヒー,創造工学,行動科学
などから生まれた能力開発法です。
*自 宅で学べる通信指導を中′じヽに、自由参加の毎「1の

研究会、修了後のスクーリングが用意されています。
*今の自分をダイナミノクに変身させたい方は下記へ。
案内占無料急送。

*講座説り1会を10月 12 El(日 )1剛 よリサンフラザ 5「
にて行ないます。

美術 印 刷 一 般
製 造

販 売

寵 樹 社
「ケ 山 量 尉 知

草 橋 4丁 目 16番 8号 〒 111
電 :舌  東 京  (862)代 表  :  6 2 7 - 9 番
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世

界

と

日

本

①
イ
ラ
ン
問
題

あ
ま
り
に
も
騒
が
し

い
ニ
ュ
ー
ス
が
立
て
つ
づ
け
に
起
こ

る
か
ら
、
前

の
事
件
は
、
ど
ん
ど
ん
忘
れ
て
し
ま
う
。
し
か

し
、
今
年
前
半
の
国
際
的
人
事
件
と

い
っ
た
ら
、
な
ん
と

い

っ
て
も
、
４
月
２５
日
の
ア
メ
リ
カ
の
イ
ラ
ン
人
質
救
出
作
戦

失
敗
で
は
な

い
か
。

あ
の
時

の
米
政
府

の
発
表

に
よ
れ
ば
、
テ
ヘ
ラ
ン
に
向
か

う
べ
き
大
型

ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
が
８
機

の
う
ち
３
機
も
故
障
し
、

カ
ー
タ
ー
大
統
領
が
作
戦
中
止
を
指
令
し
た
が
、
帰
還

に
う

つ
ろ
う
と
し
た
時
、

ヘ
リ
が
Ｃ
Ｉ
‐３０
輸
送
機

に
衝
突
、
炎
上

し
て
、
８
名

の
遺
体
を
そ
の
ま
ま

に
残
し
て
撤
退
し
た
、
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

素
直

に
、
こ
れ
を
信
じ
る
も
よ
し
。
し
か
し
、
　

″事
実
は

そ
う
で
な
か

っ
た

″
と

い
う
声
も
あ
る
こ
と
は
、
知
る
必
要

べ
あ
る
だ
ろ
う
。

素
人
考
え
で
も
、
疑
間
が

い
ろ

い
ろ
出

て
く
る
。

第

一
は
、
急

に
企
画
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
く
、
念

の
１．
に

も
念
を
入
れ
て
整
備
さ
れ
た
は
ず

の
機
材
（
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
）

が
、
な
ぜ
肝
心
の
時

に
な

っ
て
、
３
台
も
役
れ
た
ず

に
な

っ

た
の
か
ｃ
カ
ビ
ー
ル
砂
漠

の
砂
あ
ら
し
が
、
予
想
以
Ｌ

に
ひ

ど
か

っ
た
、
と
言

い
訳
が
出
た
が
、
１
供

の
遊
び
じ

ゃ
あ
る

ま

い
し
、
言

い
逃
れ
は
で
き
な

い
。　
一
人
や
二
人
を
盗
み
出

す
の
と
ち
が

っ
て
、
人
質
だ
け
で
五
卜
二
人
、
救
出
部
隊
を

含
め
て
、
百
人
近

い
人
間
を
運
ぶ
の
に
、
な
ぜ
、
ｒ
備

の
ヘ

リ
を
卜
分

に
用
意
し
て
い
な
か

っ
た

の
か
、
と

い
う
こ
と

に

な
る
。
必
要
が
な
か

っ
た
ら
、
現
地

に
捨

て
て
く
れ
ば
よ
か

っ
た
の
だ
か
ら
。

第
二
は
、
国
際
的

に
注
視

の
的
の
人
質
を
二
十
何
人
も
、

▲人質救出作戦の 1週前の米週刊誌『タイム』の表紙。 “アメリカの同盟国に
とつての真昼の決闘"―一カーター “保安官"が ビストルを腰に出てゆく。迷
惑顔の町の住人…… 。同誌は、作戦を事前に知 つていたのか ?
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い
く
ら
闇
夜
に
睡
眠
ガ
ス
を
使
う
か
ら
と
い
っ
て
、
無
事
に

救
出
で
き
る
公
算
が
あ

っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
　
″
い
や
、
も
と
も
と
全
員
救
出
で
き
る

見
込
み
は
な
か

っ
た
の
で
、
ホ
メ
イ

ニ
師
を
入
質
と
し
て
盗

み
出
し
、
人
質
交
換
の
コ
マ
に
使
お
う
と
し
た
の
だ
、
と
い

う
説
も
あ
る
。

こ
う
な
る
と
、
例
の
イ
ア
ン

・
フ
レ
ミ
ン
グ
の

″女
王
陛

下
の
０
０
７
″
か
、
最
近
評
判
の
フ
レ
デ
リ

ッ
ク

・
フ
ォ
ー

サ
イ
ス
、
和
製
で
は
大
藪
春
彦
の
小
説
じ
み
て
く
る
。

第
二
は
、
現
地
テ
ヘ
ラ
ン
は
、
カ
ス
ピ
海
ま
で
百
二
十
キ

ロ
、
ソ
連
領
ま
で
三
百
キ

ロ
と
い
う
至
近
距
離
に
あ
る
。

い
わ
ば
、
日
と
鼻
の
先
で
ア
メ
リ
カ
が
こ
ん
な
作
戦
を
し

て
、
ソ
連
が
そ
れ
を
知
ら
ず
に
黙

っ
て
い
て
、
事
が
す
む
、

と
ア
メ
リ
カ
が
考
え
て
い
た
の
か
。
実
際
、
こ
の
作
戦
中
、

ソ
連
か
ら
ど
う
い
う
反
応
が
あ

っ
た
の
か
、
ア
メ
リ
カ
側
か

ら
は
何
の
発
表
も
な
か

っ
た
し
、

ソ
連
は
、
ア
メ
リ
カ
側
の

″失
敗
″
発
表
後
に
、
非
難
の
声
明
を
出
し
た
だ
け
で
、
ア
メ

リ
カ
の
作
戦
中
に
ソ
連
が
ど
う
行
動
し
た
か
に
つ
い
て
は
、

い
っ
さ
い
語

っ
て
い
な

い
。

海
中
に
も
ぐ

っ
て
し
ま
う
潜
水
艦
の
行
く
方
ま
で
は
分
か

ら
な
く
て
も
、
ア
メ
リ
カ
の
各
航
空
母
艦
が
、
今
ど
こ
に
い

て
何
を
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
偵
察
衛
星
に
よ

っ
て
、

ソ
連
は
刻
々
キ
ャ
ッ
チ
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
イ

ン
ド
洋

に
は
、
ソ
連
の
艦
船
も
た
く
さ
ん
出
て
い
る
。
ア
ラ
ビ
ア
半

島
南
端
の
イ

エ
メ
ン
、
ア
フ
リ
カ
の
エ
チ
オ
ピ

ア
、
共
に
ソ

連
の
手
が
入

っ
て
い
る
。
大
規
模
な
作
戦
が
、
カ
ー
タ
ー
大

統
領
の

″失
敗
″
発
表
ま
で
、

ソ
連
に
知
ら
れ
ず

に
い
た
、

と
は
信
じ
に
く
い
。
も
し
、

ソ
連
の
情
報
組
織
が
、
そ
れ
を

知
ら
ず
に
い
た
と
し
た
ら
、
重
大
な
責
任
問
題
に
発
展
し
た

は
ず
で
あ
る
。

本
内
信
胤
氏
が
主
宰
す
る

「経
済
論
壇
』
誌
を
送

っ
て
下

さ
る
方
が
あ
る
の
で
拝
見
し
て
い
る
が
、
そ
の
７
月
号
に
、

ニ
ュ
ー
ス
源
は
不
明
な
が
ら
、　
一
つ
の
説
が
報
じ
ら
れ
て
い

２
つ

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

①

ア
メ
リ
カ
は
、
ソ
連
が
イ
ラ
ン
侵
攻
を
準
備
し
て
い
る
と

の
情
報
を
得
て
い
た
。

②
テ
ヘ
ラ
ン
の
米
大
使
館
員
を
監
禁
し
て
い
る
イ
ラ
ン
入
学

生
は
、
当
初
の
者
と
は
ほ
と
ん
ど
入
れ
替
り
、
親
ソ
派
の
急

進
的

マ
ル
キ
ス
ト
ば
か
り
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

③
し
た
が

っ
て
、
イ
ラ
ン
政
府

（バ

ニ
サ
ド
ル
大
統
領
）
の

意
向
で
人
質
問
題
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
よ
う
な
状

勢
で
あ

っ
た
。

④
米
政
府

（
カ
ー
タ
ー
大
統
領
）
は
、
平
和
的
な
解
決
を
断

念
し
た
。

⑤
大
統
領
選
の
人
気
回
復
を
意
識
し
た
面
も
大

い
に
あ
る
、

カ
ー
タ
ー
路
線
に
同
意
で
き
な

い
バ

ン
ス
国
務
長
官

（外
務

担
当
、
当
時
）
は
、
反
対
意
見
で
あ

っ
た
。

⑥
こ
の
意
見
対
立
の
最
中

に
、
イ
ラ
ン
国
境
の
ソ
連
軍
増
強

の
情
報
が
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
も
た
ら
さ
れ
た
。

⑦
テ
ヘ
ラ
ン
お
よ
び
カ
ビ
ー
ル
砂
漠
の
着
陸
予
定
地
点
で
は

事
前
工
作
要
員
が
活
動
し
て
い
た
。

③
４
月
２４
日
か
ら
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、

エ
ジ
プ
ト
両
国
は
、
イ

ラ
ン
周
辺
の
ソ
連
偵
察
シ
ス
テ
ム
の
妨
害
作
戦
を
展
開
し
た
。

①

エ
ジ
プ
ト
と
思
わ
れ
る
地
点
か
ら
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
領

空
経
由
と
、
イ
ラ
ン
南
方
海
上
の
原
子
力
空
母
″
一で
ヽ
ッ
ツ
″

か
ら
発
進
の
、
二
手
の
救
出
部
隊
が
、
２５
日
深
夜
、
カ
ビ
ー

ル
砂
漠

に
入

っ
た
。

⑩

ソ
連
は
、
こ
の
動
き
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
た
だ
ち
に
イ
ラ
ン

政
府

に
通
報
し
た
が
、
同
政
府
は
何
の
反
応
も
示
さ
な
か

っ

た
。

（
？
）

①
モ
ス
ク
ヮ
は
、
た
だ
ち
に
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン

（米
ソ
首
脳
直

通
通
信
）
で
ホ
ヮ
イ
ト
ハ
ゥ
ス
に

「即
時
撤
退
し
な
け
れ
ば
、

２５
日
中
に
ソ
連
軍
を
イ
ラ
ン
に
入
れ
る
」
と
警
告
し
た
。
そ

の
時
、
ソ
連
機
十
数
機
は
同
砂
漠
に
入
り
、
米
機
と
に
ら
み

合

い
に
入

っ
た
。

Ｃ
カ
ー
タ
ー
大
統
領
は
、
ソ
連
が
イ
ラ
ン
に
入
ら
な
い
と
約

束
す
る
な
ら
ば
、
救
出
作
戦
を
中
止
す
る
、
と
、
モ
ス
ク
ヮ

に
告
げ
、
現
地
部
隊
の
撤
収
を
命
じ
た
。

①
ア
メ
リ
カ
の
輸
送
機
と
ヘ
リ
の
炎
上
は
、
ソ
連
の
ミ
サ
イ

ル
か
火
器
の
攻
撃
を
受
け
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

①
こ
う
し
て

″救
出

″
は
成
功
し
な
か

っ
た
け
れ
ど
も
、
カ

ー
タ
ー
は
、
ソ
連
の
侵
入
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
、
限
定

さ
れ
た
も
の
で
は
あ
れ
、
軍
事
力
を
行
使
す
る
ん
だ
、
と
い

う
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
国
内
外

に
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

（
ア
メ
リ
カ
で
は

「よ
く
や

っ
た
」
と
い
ぅ
声
が
出
た

反
面
、

「危
な

っ
か
し
く
て
見
て
お
れ
な
い
」
と
い
う
意
見

も
出
た
）

い
ず
れ
、
時
が
た
て
ば
真
相
は
明
ら
か
に
さ
れ
る
だ
ろ
う

が
、
私
た
ち
と
し
て
は
、

ニ
ュ
ー
ス
と
い
う
の
は
、
世
論
操

作
の
重
要
な
武
器
に
な

っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
よ
く
認

識
し
て
、
日
々
の
報
道
を
理
解
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
だ
ろ

も
と
も
と
、
先
日
、
エ
ジ
プ
ト
で
亡
く
な

っ
た
パ
ー
レ
ビ

元
イ
ラ
ン
国
王
は
、
ア
メ
リ
カ
が
、
民
族
派
の
モ
サ
デ
グ
政

権
を
倒
し
て
王
位
に
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
王
朝
と
い
っ
て

も
、
た

っ
た
二
代
目
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の

″王
″が
、

石
油
で
作

っ
た
金
で
、
上
か
ら
の

″白
色
革
命
″
―
上
迫
代

化
を
強
行
し
よ
う
と
し
て
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
根
づ
よ
い
部
族

-8-



社
会
と
衝
突
し
た
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。
石
油
メ
ジ
ャ
ー
は

と
に
か
く
イ
ラ
ン
の
石
油
を
抜
き
取
り
、
そ
の
金
を
先
進
諸

国
は
、
工
場
だ
、
地
下
鉄
だ
、
鉄
道
だ
と
、
売
り
つ
け
て
回

収
す
る
。
王
室
と
、
そ
の
路
線
を
か
つ
ぐ
連
中

（高
級
官
僚

や
軍
部
）
に
は
、
金
が
回
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
た
。

だ
か
ら
、

「イ
ラ
ン
は
外
国

（米
国
）
の
オ
モ
チ
ャ
に
さ

れ
て
し
ま
う
」
と
い
う
危
機
感
が
国
民
の
間
に
浸
透
し
、
こ

れ
に
、
親
ソ
派
の
工
作
が
か
ら
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。

い
わ
ば
、
パ
ー
レ
ビ
王
政
は
、
倒
れ
る
べ
く
し
て
倒
れ
た
。

そ
し
て
、
ホ
メ
イ

ニ
と
い
う
、
カ
リ
ス
マ
的
指
導
者
に
、
ア

メ
リ
カ
は
、
振
り
回
さ
れ
る
ハ
メ
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
こ

れ
は
、
ア
メ
リ
カ
だ
け
が
裁
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
、

そ
の
石
油
に
頼

っ
て
生
き
て
い
る
、
す
べ
て
の
人
間
と
生
活

様
式
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
て
い
る
の
だ
。

も
う

一
つ
、
こ
の
地
域
の
石
油
に
大
幅
に
依
存
し
て
い
る

西
側
の
経
済
体
制
を
ゆ
さ
ぶ
る
目
的
の
ソ
連
、
石
油
危
機
を

あ
お
り
た
て
て
過
剰
利
益
と
、
代
替

エ
ネ
ル
ギ
ー

（石
炭
な

ど
）
の
復
活
を
ね
ら
う
国
際
石
油
資
本
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

思
わ
く
が
乱
れ
飛
ん
で
い
る
。

と
こ
ろ
で

、
ア
メ
リ
カ
に
い
く
ら
非
が
あ
る
に
せ
よ
、　
一

年
以
上
も
人
質
を
と

っ
て
大
国
を
脅
迫
し
つ
づ
け
る
と
は
、

さ
す
が

″砂
漠
の
風
ｔ
の
国
″
と
思
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
隣
り
の
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
で
は
、
ソ
連

は
勝
手
に
大
規
模
な
軍
事
行
動
を
し
て
い
る
の
に
、
イ
ラ
ン

で
は
、
米
国
は
■
を
出
す
こ
と
も
失
敗
し
た
、
と
い
う
意
味

で
、
こ
の
地
域
で
の
米
ソ
の
力
関
係
は
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
ソ
連
も
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
で
は
、
１
を
焼

い

て
い
る
。
そ
の
間
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
大
規
模
な
ス
ト

が
起
こ
り
、
自
由
労
組
が
認
め
ら
れ
、
党
と
政
府
の
更
迭
に

発
展
し
た
。

人
間
と
同
じ
く
、
　
″強
が
り
″
は
、
内
実
の
弱
み
の
告
自

で
し
か
な

い
の
だ
ろ
う
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
国
際
政
治

・
経
済
の
実
態
は
、
残
念

な
が
ら
、
ひ
と
皮
む
け
ば
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
掟
の
支
配
す
る

修
羅
場
な
の
だ
か
ら
、
日
本
人
も
、
い
つ
ま
で
も
温
室
育
ち

の

″お
坊

っ
ち
ゃ
ん
″
を
決
め
こ
ん
で
い
る
わ
け
に
い
か
な

い
。
も

っ
と
国
際
感
覚
に
目
覚
め
、
タ
フ
さ
を
持
た
ね
ば
、

レＣ
、　
つ
ノヽ

づ
′
日ヽ
心
う
。

サ
　
バ
　
イ
　
バ
　
ル

〃生
き
残
り

″
産
業

南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、

エ
ス
コ
ン
デ
ィ
ド
に
移

っ
て
活
躍

し
て
い
る
村
元
騰
た
ｔ
か
ら
手
紙
が
き
て
、
最
近
、
ア
メ
リ

カ
人
も
、
例
の
セ
ン
ト

・
ヘ
レ
ン
ズ
火
山
の
大
爆
発
、
記
録

的
な
熱
波
、
国
際
情
勢
の
不
穏
な
ど
か
ら
、
非
常
時
対
策
の

備
薔
を
始
め
る
人
が
出
て
き
た
そ
う
だ
。

ア
メ
リ
カ
人
で
も
、
キ
リ
ス
ト
教
の

一
派
で
あ
る
モ
ル
モ

ン
教
徒
は
、
昔
か
ら
用
心
が
よ
く
て
、　
一
年
分
の
食
糧
や
生

活
物
資
を
用
意
し
て
い
る
と
い
う
。

日
本
で
も
最
近
よ
く
売
れ
た
ハ
ワ
ー
ド

・
ラ
フ
著

『破
局

に
備
え
る
』

（講
談
社
刊
）
は
、
イ
ン
フ
レ
に
対
し
て
財
産

を
ど
う
守
る
か
、
パ

ニ
ッ
ク
に
備
え
て
、
食
糧
や
物
資
を
ど

う
備
え
た
ら
よ
い
か
、
も
と
も
と
、
ど
こ
に
住
ん
だ
ら
よ
い

か
、
を

ハ
ウ
ツ
ー
式
に
説
い
た
本
で
、
こ
う
い
つ
分
野
の
専

門
家
が

い
る
と
は
恐
れ
入
る
が
、
ラ
フ
氏
が
モ
ル
モ
ン
教
徒

と
聞
け
ば
、
あ
る
程
度
、
納
得
が

い
く
。

モ
ル
モ
ン
教
の
本
山
は
、
ユ
タ
州
の
州
都
、
ソ
ル
ト
レ
ー

ク
シ
テ
ィ
に
あ
る
。
宗
教
で
で
き
た
州
ら
し
く
、
ビ
ー
ル
は

別
と
し
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
類
は
、
州
の
販
売
所
で
な

い
と
売

ら
な

い
く
ら
い
、
お
固
い
土
地
だ
。

ア
メ
リ
カ
の
週
円
誌

『
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
イ
ー
ク
』
８
月
Ｈ
日

号
に
、
　
″サ
バ
イ
バ
ル
産
業

″
の
こ
と
が
出
た
。
備
蓄
食
糧

や
放
射
能
防
護
服
、
地
下
壕
な
ど
が
売
り
物
。
　

け

っ
こ
う

高
価
で
、
４
人
家
族

一
年
分
の
乾
燥
チ
キ
ン
そ
の
他
の
食
糧

が
２
千
ド
ル

（四
四
〇
万
円
）
、
ンヽ
ェ
ル
タ
ー

（核
待
避
壕
）

つ
き
の
家
が
２５
万
ド
ル

（五
千
五
百
万
円
）
、
４
日
間
の
サ

バ
イ
バ
ル

・
ス
ク
ー
ル
、

つ
ま
り
合
宿
研
修
会
が
４
百
ド
ル

（八
万
八
千
円
）
も
す
る
。

同
誌
に
は
、
保
存
食
糧
の
箱
を
バ

ッ
ク
に
、
白
い
防
護
服

に
身
を
固
め
、
マ
ス
ク
と
靴
を
は
き

、
ラ
イ
フ
ル
を
持

っ
た

男
の
写
真
が
出
て
い
る
。
ラ
イ
フ
ル
は
、
ウ
サ
ギ
を
撃

っ
て

食
べ
る
た
め
の
も
の
か
、
食
糧
を
ね
ら

っ
て
襲

っ
て
く
る
か

も
し
れ
な
い

″暴
徒

″
（
？
）
を
追
い
払
う
た
め
の
も
の
か
、

分
か
ら
な
い
。

こ
れ
が

一
九
八
〇
年
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
情
け
な
い
。

⌒③

″塾

″
を
追
放
す
る
韓
国

私
た
ち
の
世
界
を
見
る
日
は
、ず

い
ぶ
ん
片
寄

っ
て
い
て
、

早
い
話
が
、
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
、

「
コ
ン

ニ
チ
ワ
、
サ
ヨ
ウ
ナ
ラ
」
を
何
と
い
う
か
、
通
じ
る
通
じ
な

い
を
別
と
し
て
、
か
な
り
の
人
が
知

っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、　
一
つ
海
を

へ
だ
て
た
隣
り
の
朝
鮮
の
言
葉
で

何
と
い
う
か
、
少
な
く
と
も
、
私
は
知
ら
な

い
。
ほ
と
ん
ど

の
人
が
知
ら
な
い
だ
ろ
う
。
歴
史
、
文
学
、
ま
ず
だ
め
。
歌
、

「
ア
リ
ラ
ン
し
、
料
理
、

「
ヒ
ビ
ン
パ
」

「キ
ム
チ
」

「焼

肉
，一
，
　
あ
れ
は
、
日
本
料
理
と
い
っ
た
ら

「
ス
キ
ヤ
キ
」

と
い
う
よ
う
な
も
の
だ
そ
う
で
す
。

そ
の
朝
鮮
で
も
、
北
半
分
の
方
に
つ
い
て
は
、
ま
る
で
分
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か
ら
な

い
。金
日
成
が
首
相
だ
と
い
う
こ
と
は
知

っ
て
い
る
。

こ
の
人
と
、
戦
前
、
日
本
の
統
治
時
代
に

″自
頭
山
の
虎

″

と
呼
ば
れ
て
恐
れ
ら
れ
た
パ
ル
チ
ザ
ン
の
金
日
成
と
は
別
人

ら
し
い
、
年
が
合
わ
な

い
、
と
い
う
う
わ
さ
と
、
１０
年
前
に

日
航
機
の

″よ
ど
号
″
を

ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
し
て
入

っ
た
赤
軍

派
の
連
中
が
、
ま
だ

い
る
ら
し
い
、
と
、
こ
れ
し
か
知
ら
な

い
。南
の
韓
国

に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し
知

っ
て
い
る
こ
と
が

多

い
。
と
は

い
う
も

の
の
、
ま
ず
、
何
も
知
ら
な

い
に
等
し

い
。
急
速
な
経
済
発
展
が
あ

っ
て
、
造
船
な
ど
、
か

つ
て
日

本
が
得
意
と
し
て
い
た
も

の
の
お
株
を
奪

い
つ
つ
あ
る
、
と

い
う
こ
と
、
金
大
中
事
件
、
朴
大
統
領
暗
殺
、
光
州
事
件
、

日
本
人
の

″キ
ー
セ
ン
″
観
光
…
…
新
聞

の
見
出
し
程
度

の

こ
と
し
か
知
ら
な

い

こ
ん
な
こ
と
で
い
い
の
か
、
少
し
、
お
か
し

い
の
で
は
な

い
か
。

「諸
君

ノ
』
１０
月
号
に
、
全
斗
換
将
軍

、
新
大
統
領

の
イ

ン

タ
ビ

ュ
ー
記
事
が

の

っ
て
い
る
。

「諸
君
ノ
』

（
文
芸
春
秋
社
刊
）
は
、
な
か
な
か
面
白

い
雑

誌
で
、

い
わ
ゅ
る
岩
波
的
、
朝
目
的
常
識

の
逆
を
行
く
線
を

ね
ら

っ
て
い
る
。
　
一‐人

の
行
く
裏

に
道
あ
り
」
と

い
う
わ
け

か
。こ
の
１３
ベ
ー
ジ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
だ
け
で
、
韓
国
が
ど
う

の
、
全
斗
換
と
い
う
人
が
ど
う
の
と
い
え
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
読
ん
で
い
て
、
ハ
ッ
と
す
る
と
こ
ろ
が
、
い
く
つ
か
あ

っ
た
。
一
つ
は
、
朴
大
統
領
を
殺
し
た
金
載
圭
部
長
に
つ
い
て
、

″
韓
国
人
に
と

っ
て
は
、
自
分
の
上
司
に
対
し
て
忠
誠
を

つ

く
し
信
義
を
守
る
と
い
う
こ
と
が
、
子
孫
代
々
に
受
け
つ
が

れ
て
き
た
儒
教
的
思
想
、
精
神
的
遺
産
で
あ

っ
た
。
金
載
圭

は
、
…
…
そ
の
倫
理
観
を
完
全
に
ぶ
ち
こ
わ
し
て
し
ま

っ
た

わ
け
で
、
私
も
官
職
に
あ
る
者
と
し
て
、
…
…
恥
ず
か
し
く

て
顔
を
上
げ
ら
れ
な
い
思
い
を
し
ま
し
た
″

日
本
で
は
、
か

つ
て
盛
ん
に
い
わ
れ
た

″儒
教
″
と
か
、

″忠
誠

″
と
か
い
う
言
葉
は
、
今
は
タ
ブ
ー
と
な
り
、
誰
も

国
に
し
な

い
。
そ
の
言
葉
が
韓
国
で
は
生
き
て
い
る
の
か
。

全
将
軍
は
、
朴
前
大
統
領
の
功
績
を
熱

っ
ぱ
く
語
る
と
と

も
に
、
そ
の
欠
点
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
。
当
然
、
金
大

中
氏
に
つ
い
て
は
手
厳
し
い
。

も
う

一
つ
、
細
か
い
こ
と
で
、
社
会
浄
化
運
動
の

一
環
と

し
て
、
学
習
塾
、
予
備
校
、
家
庭
教
師
と
い
っ
た
非
正
規
教

育
の
行
き
過
ぎ
の

一
掃
が
始
ま

っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
父

母
の
金
銭
的
な
負
担
も
バ
カ
に
な
ら
ず
、
生
活
費
ま
で
食

い

こ
む
の
で
、
そ
の
穴
う
め
を
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
、
社
会

の
不
正
、
腐
敗
の

一
つ
の
原
因
と
な

っ
て
い
て
、
子
供
た
ち

が
親
と
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
ず
、
人
間
教
育
の

観
点
か
ら
、
国
家
百
年
の
計
と
し
て
、
人
胆
に
手
術
を
始
め

した
、　
，ｃ
い
つヽ
。

フ
ィ
リ
ピ

ン
か
ら
、
日
本
人
の
買
春

ツ
ア
ー
を
取
り
締

っ

て
も
ら
い
た
い
、
と
言
わ
れ
て
、

「政
府
は
そ
こ
ま
で
こ
ち

入
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
答
え
た
国
と
、
韓
国
は
、
だ

い

ぶ
ち
が
う
ら
し
い
。

日
本
も
、
こ
う
い
う
い
い
事
は
、
す
ぐ
了
不
し
た
ら
ど
う

か
。

つ
い
で
に
、
薬
づ
け
注
射
づ
け
水
増
し
請
求
で
堕
落
し

た
医
学
界
、
イ
ン
チ
キ
健
康

″業

″
、

マ
ン
ネ
リ
教
員
、
水

増
し
高
校
、
大
学
、
寄
生
生
活
を
し
て
い
る
公
務
員
、
売
文

売
画

（
テ
レ
ビ
）
業

（新
聞
、
雑
誌
、
本
、
物
書
き
）
、
不

動
産
寄
生
業
…
…
キ
リ
が
な
い
。

し
か
し
、
こ
う
い
う

″邪
気
″
も
、
ほ
ど
ほ
ど
に
あ
れ
ば

ク
ス
リ
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。

″悪
を
ほ
ろ
ぼ
せ
ば
、
善
も
な
く
な
る

″
と
は
、
無
双
原
理

の
教
え
る
と
こ
ろ
だ
。

④

卓大
皇
は
何
党
か
？
」

こ
う
し
て
、
日
本
人
は
、
特
に
明
治
以
来
、
外
国
の
こ
と

を
気
に
し
つ
つ
や

っ
て
き
た
が
、
そ
の
外
国
は
、
日
本
の
こ

と
を
、
ど
の
く
ら
い
知

っ
て
い
る
か
、
理
解
し
て
い
る
か
。

一
部
の
知
日
派
の
人
を
の
ぞ
い
て
、
識
者
で
も
、
大
衆
で
も
、

驚
く
ほ
ど
知
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

特
に
戦
後
は
、
ソ
ニ
ー
と
い
え
ば
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

ｏ
ラ
ジ

オ
、
ス
ズ
キ
、
ホ
ン
ダ
と
い
え
ば
オ
ー
ト
バ
イ
、
ナ
イ

コ
ン

（
ニ
コ
ン
）
、
キ
ヤ
ノ
ン
と
い
え
ば
カ
メ
ラ
の
代
名
詞
と
し

て
通
用
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
遅
れ
て
自
動
車
も
有
名
に
な

り
、
世
界
中
で
風
当
た
り
が
強
い
が
、
ダ

ッ
ト
サ
ン

（
日
産

自
動
車
）
は
ド
イ
ツ
車
だ
と
思

っ
て
い
る
人
も
あ
る
ら
し
い
。

ア
メ
リ
カ
人
で
も
、
日
本
製
の
ラ
ジ
カ
セ

（
ラ
ジ
オ
つ
き

カ
セ

ッ
ト

・
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
）
は
輸
出
の
た
め
だ
け
に

作

っ
て
い
る
も
の
で
、
日
本
の
ど
の
家
庭
に
も
、
た
い
て
い

あ
る
と
は
信
じ
な
い
人
が

い
る
よ
う
だ
。

こ
れ
は
、
Ｏ
Ｎ
と
か
Ｏ
Ｆ
Ｆ
と
か
、
操
作
の
表
示
が
全
部
、

英
語
で
書
か
れ
て
い
る
の
も
、
誤
解
を
生
む
原
因
の

一
つ
で

は
な
い
か
。

「日
本
製
な
ら
日
本
の
字
で
書
い
て
あ
る
だ
ろ

う
」
と
思
う
ほ
う
が
正
常
で
は
な
い
か
。

話
は
少
々
古
い
が
、
戦
後
、
満̈
州
か
ら
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留

さ
れ
た
人
が

ソ
連
の
裁
判
で
尋
間
を
受
け
た
時
の
エ
ピ

ソ
ー

ド
に
、
こ
ん
な
の
が
あ
る
。

「日
本
の
天
皇
は
何
党
に
属
す
か
，
ビ

「何
党
で
も
な
い
」
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「そ
ん
な
バ
カ
な
。
ウ
ソ
を

つ
く
な
′
」

「
ウ
ソ
で
は
な
い
」

「そ
ん
な
は
ず
は
な
い
。
私
を
だ
ま
す
気
か
。
同
志
ス
タ
ー

リ
ン
は
共
産
党
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
ナ
チ
党
、
そ
れ
ぞ
れ
、
党
が

あ
る
。
天
皇
は
何
党
か
、
早
く
言
え
」

「
で
は
ヽ
イ
ギ
リ
ス
の
国
王
は
何
党
か
？
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
●
●
●」

ウ
ソ
の
よ
う
な
話
、
前
野
茂

『
ソ
連
獄
窓
十

一
年
』

（講

談
社
学
術
文
庫
）
に
出
て
い
る
。

（橋
本
政
憲
）

●
本
誌
８
、
９
月
合
併
号

『食
物
に
よ
る
健
康
法

・
料
理
法

特
集
』

（送
料
と
も
千
二
百
円
）
が
、
各
地
で
好
評
、
追
加

注
文
が
ぞ
く
ぞ
く
舞
い
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
だ
残
部
が
あ
り

ま
す
か
ら
至
急
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
桜
沢
里
真
先
生
の
料
理
が
カ
ラ
ー
で
の
っ
て
い
る

″ヴ
ァ

ン
サ
ン
カ
ン
″
誌
９
月
号
、
日
本
Ｃ
Ｉ
で
扱

っ
て
い
ま
す
。

一
部
六
五
〇
円
、
送
料
三
百
円
。

●
カ
ラ
ー
版

『食
物
の
陰
陽
表
』
再
版
。　
一
枚
２００
円
〒
１４０
円
。

●
駒
場
自
主
講
座
で
太
田
竜
氏
が

「自
然
観
の
革
命
」
を
語

る
。
％
と
ん
６
時
半
。
●
０
４
２
２

・
５２

・
２
４
８
８
（夜
）

０

健

（有
）
グ
リ
ー
ン
ハ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

〈
岐
阜

・
正
食
講
演
会
〉

●
１０
月
２６
日
①
　
　
●
講
師
／
大
森
英
桜

●
Ｉ
部

（
１０
時
～
１２
時
半
）

「体
内

３０
億
年

の
歴
史
と
食
物

の
役
割
」

―
―
人
の
発
生
の
秘
密
を
探
る
―
―

●
Ｉ
部

（
１３
時
半
～
１６
時
）

「身
心
改
造
に
よ
る
反
応
の
見
分
け
方
と

処
置
法
」

●
会
場
／
岐
阜
県
婦
人
会
館
５
階

（岐
阜
市
佐
久

間
町
岐
阜
大
学
病
院
ウ
ラ
）

●
主
催
。問
合
せ
／
岐
阜
健
康
自
然
食
品
セ
ン
タ
ー

８
０
５
８
２

・
３
２

・
０
６
３
１

ヘルマン相原 (左)と、狩野誠の両先生

フレンチメドウ・キャンプ開く

▲
米 GOMF

米
国
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｆ

（ジ
ョ
ー
ジ

。
オ
ー
サ
ワ

・
マ
ク

ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ッ
ク

・
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
。
理

事
長
、
ヘ
ル
マ
ン
相
原
氏
）
が
開
く
恒
例
の
サ
マ
ー

・
キ
ヤ
ン
プ
は
、
今
年
も
シ
エ
ラ
ネ
バ
ダ
山
系
タ
ホ

国
営
森
林
フ
レ
ン
チ
メ
ド
ウ

ｏ
キ
ャ
ン
プ
場
で
開
か

れ
、
日
本
か
ら
は
、
狩
野
誠
氏

（長
野

・
黒
姫
和
漢

薬
研
究
所
長
、
東
洋
医
学
、
剣
道
、
空
手
道
、
居
合

術
そ
の
他
の
マ
ス
タ
‥
）
が
招
か
れ
、
連
日
百
人
以

上
、
の
べ
百
七
十
七
名
が
、
十
日
間
、
電
気
の
な
い

原
始
林
の
中
で
英
気
を
養

っ
た
。

今
年
は
、
全
米
各
州
、
カ
ナ
ダ
か
ら
の
ほ
か
に
、

英
国
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
、
遠
く
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
か
ら
も
参
加
が
あ
っ
た
。

狩
野
先
生
の
文
武
両
道
の
講
義

・
指
導
は
大
変
好

評
を
博
し
た
が
、
近
く
本
誌
に
先
生
の
訪
間
記
が
寄

せ
ら
れ
る
予
定
。

（Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｆ
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
。
会
員
申
し
込
み
は
年

間
１５
ド
ル
、Ｏ
Ｏ
ヨ
コ

コ
９
口
ｏ
ｘ
ｔ
ｏ
ｏ
３
■
●

ｏ
＞

Φ
い
Ｏ
Ｏ
ｕ
⊂
∽
＞
）



″書 r 夏の艦層事日

毎夏、開かれている、日本C:協会の健康学園、今年は信州・木島

平の「ロッヂ・なべふ」で、7月 30日 ～ 8月 4日 、桜沢里真先生は

じめ、講師、スタッフ、参加者あわせて19〔嗜集まり、大盛会だつた。

▲大森英桜先生の熱烈講義。「なぜ正食と無双原理か

?」 「 “男の業"について」「人体修理法」「霊と

予言」など、多彩なお話がありました。

▲桜沢里真先生の「ランパレーネでの桜沢の奮闘」の

お話。1956年、アフリカのシュバイツァー博士のも

とで、『東洋医学の哲学コを書きあげ、 “助かるは

ずのない"熱帯性カイヨウを正食で直してみせた桜

沢先生の武者ぶりと、里真先生の活躍。
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フィール ド・アス レチ ック

▲ 運動神経のテストだよノ

●日本CI協会関連事業体のオーサワジャパ

ンは職員ほぼ全員、自然塩普及協会 (天塩)

からは勝又靖彦さん、 リマ化粧品販売からは
佐藤勝彦さんが参加し、各社から参加者の方

々に商品のプレゼントがありました。

▲
フ
ォ
ー
ク

・
ダ
ン
ス
、
ソ
シ
ア
ル

・
ダ
ン
ス
も
。

く
子
供
た
ち
は
ヒ
コ
ー
キ
作
り
。



特 集 ・ 先人 に学 ぶ

＼

―

ノ

３‐

９ ８８

明

１

ン
ｔ

石 塚 左 玄 『食 物 養 生 法』

＞
第
三
版
の
扉

人
間
は
、

つ
ね

に
有
名

・
無
名

の
先
人

の
知
恵

に
学

ぶ

こ
と
が
大

切

で
あ

る

こ
と
は
、

で

，
ま

で
も
な

い
。

昔

の
本
が
、
文
章
が
む
ず
か
し

い
と

い
う
だ
け
で
、
読

ま
れ
な

い
の
は
、

い
か
に
も
残
念
だ
。
実
は
、
今
日

い
ろ

い
ろ
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
た

い
て

い
昔

の
人
が
、

ど
こ
か
で
論
じ
て

い
る
場
合
が
多

い
こ
と
が
分
か
る
。

今
度
、
食
養
運
動

の
開
祖

で
あ
る
石
塚
左
玄
先
生
の
名

著

『食
物
養
生
法
』
が
再
び

コ
ピ
ー
版
と
し
て
発
行
さ
れ

た
の
で
、
ま
ず
、

こ
の
本
か
ら
読
ん
で
み
た

い
。

元

に
し
た

の
は
、
増
訂
版

で
、
そ
の
元

の
、
明
治
３２
年

発
行

の
第
二
版
を
参
照
し
た
。
当
時

の
習
慣

で
、
漢
字

に

フ
リ
ガ
ナ
を
振

る
の
に
、
発
音
を
示
す
の
で
な
く
、
た
と

え
ば

″
長
大

″
と
、
意
味
を
振

っ
て

い
る
場
合
は
、
発
音

を

フ
リ
ガ
ナ
と
し
て
付
け
、
そ
の
字

の
下

に
原
一文
の

フ
リ

ガ
ナ
を
割
り
注
と
し
て
残
し
た
。

フ
リ
ガ
ナ
は
現
代
か
な

づ
か

い
、
原
文
は
歴
史
的
か
な
づ
か

い
と
し
た
。
句
読
点

や
カ
ギ
カ

ッ
コ
な
ど
は
、
編
者

の
判
断

で
加
え
た
場
合
が

あ
る
。
ま
た
、
″
如
く
′′
′′可
し
′′
′′之
れ
″
な
ど
の
字
は
、
適
宜

ひ

ら
が
な
に
し
、
原
本

の
誤
記
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
も
、

い

く

つ
か
直
し
て
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、

こ
の
文
は
、
現
在

刊
行
中

の

コ
ピ
ー
版
と
少

々
異
な

っ
て

い
る
所
が
あ
る
。

解
説
や
現
代
語
訳
は
、
な
る
べ
く
誤
り
の
な

い
よ
う
に

努
め
た
け
れ
ど
も
、
不
備
の
と
こ
ろ
に
気
が

つ
か
れ
た
ら
、

ご
教
示
を
お
願

い
し
た

い
。

■
石
塚
左
玄

『食
物
養
生
法
、
一
名
化
学
的
食
養
体
心
論
』

明
治
３‐
年
刊
、
明
治

４２
年

１２
月
増
訂
七
版
発
行
。

こ
れ
は
、

明
治
２９
年
刊

の

『
化
学
的
食
養
長
寿
論
』

の
通
俗
解
説
版

で
あ
り
、

こ
れ
ら
が
、
食
養
運
動

の
出
発
点
と
な

っ
た
、

記
念
碑
的
著
作

で
あ
る
。
　

　

　

　

　

　

（
橋
本
政
憲

）

餞
軍
碁
刻
監
万
塚
左
玄
身

負
物
貢
生
法

一Ｚ
化
孝
ф
含
黍
唯
ぼ
論

束
薫
ガ
塚
各
武
れ
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大

抒

ア
ル
カ
リ
論

論λ

詰

に
曰
く

「本

立
而
道

生

」
と

あ

る
が

こ
よ
く

わ

ち

て

　

，
と

し
よ
■
，

ご

と
く

、
人省
立
而
人
生

べ
ご

化
学

的

証

Ξ

れ

あ

る

な

り

。

″夫
婦
ア
ル
カ
リ
論
″
と
は
、
食
物
の
化
学
的
成
分
の
中
の
無
機
塩
類
、
ミ
ネ
ラ
ル
が
、
さ
ま

ざ
ま
あ
る
中
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
カ
リ
ウ
ム
に
着
目
し
て
、
こ
れ
が
夫
婦

（陰
陽
）

一
組
で
、
食

物
の
性
質
を
決
め
る
大
き
な
役
割
を
し
て
い
る
、
と
い
う
論
で
、
当
時
流
行
で
あ

っ
た
、
蛋
白

質
、
脂
肪
、炭
水
化
物
の
二
大
栄
養
素
の
比
率
を
問
題
に
す
る
ド
イ
ツ
流
の
栄
養
学
に
対
し
て
、

い
わ
ば

″
ミ
ネ
ラ
ル
栄
養
学
″
と
も
言
う
べ
き
も
の
の
提
唱
で
あ

っ
た
。

ミ
不
ラ
ル
の
結
抗
に
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
ー
カ
リ
ウ
ム
の
ほ
か
に
も
、

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
＝
カ
ル

シ
ウ
ム
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
の
結
抗
が
あ
る
こ
と
が
、
今
日
、
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ナ
ト

リ
ウ
ム
も
カ
リ
ウ
ム
も
、
人
体
内
の
総
量
は
、
ほ
ぼ
等
し
い
が
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
９０
％
は
、
細

胞
外
液
に
、
カ
リ
ウ
ム
の
９０
％
は
、
細
胞
内
液
に
あ
り
、
こ
の
二
種
の
イ
オ
ン
が
細
胞
内
外
の

物
質
の
平
衡
に
大
き
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
、
と
い
う
の
が
現
代
の
生
理
学
の
知
見
で
あ
り
、

左
玄
が

『化
学
的
食
養
長
寿
論
』
で

″夫
婦
ア
ル
カ
リ
論
″
を
唱
え
た
の
は
明
治
２９
年

（
一
人

九
六
）
で
、
ド
ン
ナ
ン
∪
８
３
●
の
膜
平
衡
の
研
究

（
一
九

一
一
）
よ
り
１５
年
も
早

い
。

″語
に
曰
く

「本
立
而
道
生
」
″
―
―

″語
″
と
は
、
孔
子
や
そ
の
弟
子
た
ち
の
言
行
録
と
し

て
有
名
な

「論
語
」
の
こ
と
で
、
日
本
で
も
、
江
戸
時
代
以
来
、
学
問
を
す
る
と
い
え
ば
、
ま

ず
、
論
語
を
読
む
こ
と
を
習
う
こ
と
で
あ

っ
た
。

「本
立
ち
て
…
…
」
は
、
そ
の
第

一
篇

「学

而
篇
」
の
第
二
段
に
あ
り
、

「根
本
が
確
立
し
て
こ
そ
、
道
理
が
生
長
す
る
」
と
い
う
意
味
で

あ
る
。

″化
学
的
々
―
―
化
学
と
は
、
明
治
中
期
以
後
の
新
し
い
言
葉
で
、
そ
の
以
前
は
、
オ
ラ
ン
ダ

語
の
訛
の
音
写
で

″舎
密
′′、
″舎
密
学
″
と
言

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
　
″化
学
的
″
と
い
う
表

現
は
、
た
い
へ
ん
ハ
イ
カ
ラ
な
感
じ
で
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。

●

『論
語
』
に

「物
事
の
根
本
が
確
立
し
て
こ
そ
道
理
が
成
り
立
つ
」
と
あ
る
よ
う
に
、

「食

事
に
よ

っ
て
人
間
が
で
き
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
が
、
化
学
的
に
言
え
る
の
で
あ
る
。

の

理

縮[

け

だ

し

、
世

諺
ツ
（拝
鬱

く
人
を

生
ず

」
と
カ

メモリ
|よ

′5ヽ  |こ

と |よ

「
土

翅
静

い
へ
ど
ｔ
、

そ

の

、
食

能

く

人

を

生
ず

る

も

の

に
し

て

、
す

な

は
ち

、
尽
後

能

く

人

左

轟

ズ

（謙

）
し
、
食

能

く

人
を
蹴

麟
（」
し
、会
能
く
人
と
ぽ
研
し
、食

能
く
人
を
燃
”憲

（伸せ）
し
て
、

●
よ
く
、
世
間
の
こ
と
わ
ぎ
で

「土
地
そ
れ
ぞ
れ
で
人
間
が
違

っ
て
出
来
る
」
と
言
う
け
れ
ど

も
、
本
当
は
、
食
物
が
人
を
左
右
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
食
事
の
摂
り
方
で
、
人
の
身

長
も
高
く
な

っ
た
り
低
く
な

っ
た
り
、
太

っ
た
り
、
や
せ
た
り
す
る
。

た
だ
に
食
能
く
人
と
僣
衝
席）に
し
新

奮
じ
に
し
、Ａぞ
能
く
人
を
記
夕
に
し
燃
に

し
、人償
能
く
八
乞
争

に
し
ポ
ｒ
し
２ヽ
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υ雛
尋
鱗
崇
踏
射
徹

」髪

馨

　

嫌
じ

に
等
す

ぐ

認

諭

あ
り

ι
ず

ο

●
食
事
と
い
う
も
の
は
、
人
を
健
康
に
し
た
り
病
弱
に
し
た
り
、
勇
敢
に
し
た
り
臆
病
に
し
た

り
、
知
恵
深
い
人
に
し
た
り
才
気
ば
し
っ
た
人
に
し
た
り
、
長
寿
に
し
た
り
若
死
に
に
し
た
り

す
る
だ
け
で
な
く
、
精
神
面
を
硬
軟
に
左
右
も
す
る
。
高
尚
、
静
粛
、
穏
和
、
優
美
と
い
っ
た

ふ
う
に
な

っ
た
り
、
野
卑
、
喧
躁
、
強
情
、
卑
劣
に
な

っ
た
り
す
る
の
も
、
当
然
、
食
物
が
原

因
で
あ
る
。こ
こ
を
要

て
余

は
、で
ご

に
人
好

ア
ル
カ
リ

論

な
る
日
化
学

的
食
凌

長

寿

諭
レ
ｔ
着
〓

し
、
ず

で
に
ヴ
に

耐は数に直メト幣雄嶽鰐黎昴
ヽ

夜

不
箸
ら
ィ
劇
椰
レ
こ
場
ヴ
レ
が
い
こ

′
ノ
ヽ
、
　
、

『化
学
的
食
養
長
寿
論
』
は
、
明
治
２９
年
、
左
玄
が
発
表
し
た
大
著
で
、
ウ」
の

『食
物
養
生
法
』

の
元
に
な
っ
た
本
。
五
二
五
ペ
ー
ジ
。

「物
、
平
を
得
ざ
れ
ば
鳴
る
」
は
、
詩
人
と
し
て
有
名

な
韓
鰤
（審
は
選
之し、
号
、
議
黎
。
七
六
八
―
八
二
四
）
の
「太
慇
物
札
レ傷
二其
乳
一則
嚇
」

●
そ
こ
で
、
私
は
、
そ
の
趣
旨
を

『化
学
的
食
養
長
寿
論
』
と
い
う
本
で
発
表
し
て
い
る
が
、

そ
の
書
き
出
し
に
、
″韓
昌
黎
の
言
葉
に

「物
は
パ
ラ
ン
ス
を
失
え
ば
、
音
を
立
て
る
」
と
い
う

の
が
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、

「食
事
の
平
衡
が
よ
く
な
い
と
病
気
に
な
る
」
″
と
書

い
た
よ
う
に
、人
類
の
発
角
、槃
ダ
に
お
け
る
夜

立震

の
性
並

は
、占入
に
勢
暑
ｒ
で
な
る

鳥
の
に
し
て
、
″
回
（伴
じ
の
位
Ｚ
レ、
地

彰

と
寒
ヽ
そ

、湿

乾

ど
食

物
維
凝

と
Ｌ
象
だ
し
、
イ
グ

が
．辟

の
食
落

砿
と
浄
ざ
ざ
る
ｔ
得
ざ
る
べ
し
じ

い
へ
ど
も
、
こ
れ
を
孝
ず
る
に
、
用

‐２
入
り
て
は
却
に
し
た
が
ひ
、
い佑
に

入
り
て
は
僣

に
し
乾
が
ふ
と
こ
ろ
の

絵
ろ

琺

と

案ヽ
行
す
べ
で

は

、も

こ

よ

り

諭

を

群

た

ぎ

る

化
け

的

の

理

、
一
）
な

あ

れ
ば

な

り

。
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●
人
間
が
成
長
し
、
生
命
を
保
つ
う
え
で
、
食
養
の
道
は
非
常
に
大
切
な
も
の
で
あ
る
。
食
養

を
行
な
う
に
は
、
そ
の
国
の
位
置
や
地
形
、
暑
い
か
寒
い
か
、
雨
が
多
い
か
乾
燥
し
て
い
る
か

と
か
、
そ
こ
に
出
来
る
食
物
の
種
類
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
違

っ
た
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
ひ
と
言
で
い
え
ば
、
そ
の
土
地
、
そ
の
社
会
に
適

っ
た
も
の
で
あ
る
べ
き
で
、
そ
れ

は
、
化
学
的
に
、
反
論
の
余
地
の
な
い
道
理
が
あ
る
の
だ
。

し
か
れ
ど
り
、重
夕
の
人
は
、舞

掟
鶯
作
ａ
『請
３
ｏ
父
重
社
２

″P
i3

し
F2

に
立

つ
を

以

て
、
孵
に
か
ら
ざ

ろ
七

ま

た

が
ひ
、
搭
一に
ハ
りヽ
ず
ヽ

し
セ
が
ふ
を
主

と

し

る
つ
ま
た

俗
に

す

る
時

摯

Ｚ

な
り

、
畑

りヽ
ず
請

ら

デ
ノ
、
す
ト

ロ
ン
虚

多

き

渉

多

蔭

ケ
／

人
偶
却
じ
が
、
力
り
胤
多
ご
遡
ケ
饉

後

人

霰

籍

一）
の
プ

と
く

、
た

夜

創
照

な

く

肉
聾
遊

び

年

の
た

″向

と

灰

て

、

衛
生
的
に
蟷
．等
的
に
身
体
の
不
晨

老
増

値

す

る

に
お

ｔｌ
て
は

、

ナ
ト
ロ
ン
塩
―
―
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
カ
リ
塩
―
―
カ
リ
ウ
ム
。

●
し
か
し
、
最
近
の
人
々
は
、
古
い
も
の
は
何
で
も
捨
て
て
新
し
い
も
の
に
飛
び

つ
く
、
自
由

な
交
流
社
会
に
生
き
て
い
る
の
で
、
そ
の
土
地
、
そ
の
社
会
に
合

っ
た
生
活
方
法
と
い
う
も
の

を
忘
れ
る
時
勢
に
な

っ
て
し
ま
い
、

（日
本
の
よ
う
な
）
海
国
に
住
ん
で
い
れ
ば
、
体
に
も
環

境
に
も
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
多
い
傾
向
が
あ
る
の
に
、
カ
リ
ウ
ム
過
多
の
傾
向
が
あ
る
大
陸
国
の
人

間

（西
洋
人
）
の
真
似
を
し
て
、
や
た
ら
に
肉
を
多
く
野
菜
を
少
な
く
食
べ
る
と
い
う
心
得
で

栄
養
を
摂

っ
て
い
る
と
、

白
ム
と
す

ト
ロ
ン
塩

之

加
重
し

、
」ヽ
れ
が
特
右

注
セ
る
縮

リー、
硬

他
の
画
作
印
は
勝
つ

と
こ
ろ

と
な
り
て
、
一そ
の
力
を
た
く
よ

Ｌ
事
す

る
鋤
、
こ
れ
を
力
制

ず

る́
カ
リ

」温

の
特

性
た
る
、
軟
化
・膨
人
の
回
作

用

は
、
「
）
れ
が
た

め
負

け
て

、
そ

の
カ

足

ら
ざ

る

ｌｚ
よ
り
、
発
合
［保

生

の
道

に

鱒
蜂
鱗
凛
瞬
岬器
は

こ
れ
に
よ
り
て
以
て
が
″
継
Ⅳ
籠
ごく）

と

な

り

、
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●
次
第
に
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
摂
取
過
剰
に
な

っ
て
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
性
質
で
あ
る
、
組
織
が
縮
ま

り
回
く
な
る
作
用
が
大
き
く
な

っ
て
、
そ
の
作
用
を
抑
制
す
る
カ
リ
ウ
ム
の
、
軟
か
く
し
拡
げ

る
作
用
が
負
け
て
し
ま
い
、
食
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
わ
る
く
な

っ
て
、
国
民
の
体
位
は
、
そ
の
た

め
に
小
さ
く
丸
く
な
り
、
能
力

の
ア
磯

は
、
）ヽ
れ

に
よ
り

て
以
て
増
す
あ
る
も
、Ｌ百
哉
は
こ
れ
に

よ
り
て
響
て
扉
ぶ
す
る
こ
）ろ
と
依

り

ユヽ
里
風
ジ
白
ぶ
に
人
体
と
人
肥

と
は
ぶ
僻
償
Ｊ
に
期
な
し
つ
フ
正ヽ
他

の
勝
題
に
一定
の
標
準
‐な
ご
、す
な

ほ
う
化
ζ
″外
の
な
な
い法
セ
る
と
彙
だ

ざ

る

な

り

ｏ

●
人
の
性
質
に
つ
い
て
も
、
才
気
ば
じ
る
傾
向
が
強
く
な
る
反
面
、
知
恵
の
方
が
足
ら
な
く
な

り
、
心
身
と
も
に
次
第
に
変
わ

っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
、
正
し
い
基
準
を
持

っ
た
食
養
法
を
は

ず
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
配
に
、各
方
上
（化
じ
の
人
ん
が
他

学

的
食
活
入法

の
よ
う
し
ご

と
得

れ
ば

、

疑
線
類
嘲暉
疑
％

黒

病

健
点

に
し
て
、精
神

も
承
た

、
つ
フ

が
な
く

健
康

な
る

は
、
人

澁

の
名
叡

に

ゴ
ふ
Ｆ

）ろ
な
る
べ
し
。

●
そ
れ
だ
か
ら
、
各
国
の
国
民
が
化
学
的
食
養
法
を
正
し
く
守
れ
ば
、
体
格
も
大
き
く
優
秀
に

な
り
、
知
恵
も
才
気
も
備
わ
る
だ
け
で
な
く
、
一
生
、
病
気
せ
ず
に
健
康
で
、精
神
的
に
も
健
全

と
な
る
。
こ
う
な
れ
ば
、
大
自
然
が
人
間
を
生
か
し
育
て
る
道
に
適

っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

こ
れ
、
あ
た
か
毛
ュ
ロ
ス
が
、
だ
ど

Ｃ
じ
と

加
へ
ぎ
る

Ｔ
足

の
食

物
を
櫻

食

く
る
溝
）

基
η

齢
ｈ
得

の
動
物

に
天
然

白
ぶ

の
病

　

８．

あ

る

や
否

マ
ｔ

知
ら
ぎ
る
が
ご
と
く
な

　

．

ら
ぎ

る

べ
か
ら
ぎ

る
う
、
人

は
だ
上
―こ
あ

り
て
、北
上
に
た
Ｔ
ソ
る

Ｔ
足
一の
な
倫
リ
ー■
依
一

頬

す
る
を

以

て

、
´
朝

不
幸
た

地
雰
い
、

旱

魃
、状

Ｋ
等

盆

透

ご
天
災

に
遭

ご
し
、配
榔
僚
ば
ビ
な
る
マ
蔭ヽ
汐
出

よ
の
利
な
く
、動
物

植
物
の
嫌

ひ
な

く
驚
Ｆ
静
ポ
充
し
て
、こ
れ
が
救
恙
下
の



策
に
は
学
に
会
し
だ
さ
石
臭
黎
ヂ

性
の
品
物
と
ぃ
へ
り
も
、な
に
袋
く
を

り
て
以
て
大
力
を
か
り
軟
如
しヽ
て
ロ

ピ
ー・
か
一わ
せ
し
だ
一癒
ぁ
る
マ
上
ち

以
来

、
今
日
に
至

る
裟

千

百

回

の
出

紹
僚
夢
あ
り
し
や
得
て
知
る
ぺ
か

ら
ざ
る
与
、そ
の
れ
が
，′́
れ
ボ
乾
め

瀦
々
水
々
奮
躍
じ
嘱
ず
含

物
の
絶

数́

に

こ
城
乞
移
霰
せ
し
は
“晟
ひ
を
か
れ

イ
ー
υ
じ

こ
ろ

に

し

て

、

●
ネ
ズ
ミ
や
ス
ズ
メ
、
ト
ビ
、
ワ
シ
な
ど
の
、
そ
れ
ぞ
れ
に
定
ま

っ
た
食
物
を
食
べ
て
い
る
動

物
に
病
気
と
い
う
も
の
が
あ
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、人
間
は
、
い
っ
た
ん
地
震
、

早
魃
、
洪
水
な
ど
の
天
災
に
あ
い
、
凶
作
で
飢
饉
に
な

っ
た
り
す
る
と
、
野
山
海
川
の
動
物
と

い
わ
ず
、
植
物
と
い
わ
ず
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
物
を
探
し
ま
わ
り
、
臭
い
が
あ

っ
た
り
固
か

っ

た
り
し
て
、
ふ
だ
ん
は
食
べ
ら
れ
な
い
も
の
で
も
、
煮
た
り
焼
い
た
り
し
て
、
な
ん
と
か
口
に

入
れ
て
き
た
。
こ
ん
な
こ
と
が
、
昔
か
ら
何
千
回
あ

っ
た
か
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
た

び
に
、
食
べ
物
の
範
囲
を
ひ
ろ
げ
て
き
た
の
は
間
違
い
が
な
い
。

つ
い
に
後
世
の

今
日
と
な
り
て
は
、千
種
だ
類
の
代

物

あ
る
も
、ま

た
あ

へ
て
怪
じ
む
ス
な

ご
の
ケ
な
ら
ず
、な
ほ
か
つ
駐
々
と
し

て

人

為

ｌｚ
人
為

之

加

ふ
る

の
多

き

、

げ
一７
１
や
く

つ
ひ
に
童

ん
で
食
呑
（の
本
分

と
ん

″

し
、
以

て
薦
化

に
だ

も
る

と
こ
ろ

あ
ら

ん

と
す

る

も
、
ぃ
意
ぜ

そ
の
澤
活
【す
る

と
こ
ろ
を
窺

ふ
に
由

な

が
う
べ
し
。

ま

し
て

ゃ
、
人
為

を

加
か
る

の
グ
Ｕ

き

天

然

の
や

物

に
依
頼

す

る

牛

馬

鶏

ズ
は
病

も
ホ
乾
従

フ
て
夕

な
で

に
、

万

物

の
長
い乾
る
人

ｔ

し
て

病ヽ

の
間
屋

に
う
し
め
に

る
の
標

あ

る
は

、ェＴ
な
は

ち

以

て
食
養

の
道

に
一定

の
標

雫
な
く

ス
為

に
ス
為

と

加

へ
た
る

原

因
結
果
に

囃
な
ら
がヽ
る
‘
）う
、ヽ
）れ
あ
る
ｌｚ
か
い

て
と

マ

。
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●
こ
う
し
て
今
日
に
は
食
物
が
何
千
種
と
な

っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
疑
間
を
持
つ
人
も

な
く
て
、
ま
す
ま
す
食
物
に
人
工
の
手
を
加
え
て
、
食
養
の
本
来
の
道
が
忘
れ
ら
れ
、
こ
の
傾

向
が
、
ど
こ
ま
で
行
く
の
か
誰
も
分
か
ら
な
い
。
牛
、
馬
、　
ニ
ワ
ト
リ
、
大
な
ど
の
動
物
は
、

あ
ま
り
人
工
的
な
も
の
を
食
べ
な
い
で
、自
然
の
食
物
を
摂

っ
て
い
る
の
で
病
気
も
少
な
い
が
、

万
物
の
長
と
い
わ
れ
る
人
類
が
病
気
の
問
屋
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
は
、
食
養
の
道
に

一
定

の
基
準
が
な
く
、
ど
ん
ど
ん
人
工
的
な
食
事
法
に
傾
い
て
き
た
結
果
で
は
な
い
か
。

而

し
て
本
多

は
り
食
養

捩

看
論

レよ

り
上

と
し
て
棒
有

係

生

の
唸

病

腱
夜

督

女
能
力
と

に
興

す

る
冷
家
篠
務
Ｚ

燃

６
“
）
し

さヽ
ら
に
鱈

付

震
じ

し
て

夫

婦

ア
ル
月
り

の
原

理

ｔ
紘
接

し

多

段

の
争

欠

例

証

お
よ
び
考

常

を

懲

鮮
（ι
て
，
ｏ

●
そ
こ
で
、
本
書
は
、
前
者
の

『化
学
的
食
養
長
寿
論
』
に
も
と
づ
い
て
述
べ
た
も
の
で
、
体

を
育
て
、
病
い
な
く
健
康
に
な
り
、
か
つ
、
知
恵
も
才
気
も
養
う
食
養
法
を
説
明
す
る
。
そ
し

て
ま
た
、
そ
の
元
に
な

っ
て
い
る
、
夫
婦
ア
ル
カ
リ
の
原
理
を
解
説
し
、
い
ろ
い
ろ
な
例
を
挙

げ
、
説
明
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

こ
六
を

約

言

ず

れ
ば

、
僣
省

智
青

ア
首
感
賊
ブ
食
ム日
な
り
と
確
言
し

鶴

　

　

い

ロ

符

べ
今
＼
原

因
結

果

と

化

学

的

に
理

会

液ガと

し
ヤ
す

く

解
説

（泄
り
し
て
、
人
気

和
嵯
へ

の

ス

キ

に
植

渚
Ｔ

ソ
る

ゎ
バ
海

国
人
は
、

こ
と
に
現
今
は
一
日
ｔ
早
く
料
理
の
艶

合
ハ辞じ

法
よ
り
実

行
す
べ
ご

食
含
な

奉

洛

の
実

一酷

論

な

る

と

以

て

、
そ

人

が

学

甲

寸

る

詐

ば

奮

＝
じ
両
食

の
■

研

多
夕
と
解
が
奮
」）な
σ
（精・）と
と
認
知

す

る

一
珈

に
供

せ
ん
と
す
／
。

●
要
す
る
に
、
本
書
の
目
的
は
、
体
育
も
知
育
も
才
育
も
、
つ
ま
り
は
食
事
に
よ

っ
て
つ
く
ら

れ
る
も
の
だ
と
い
う
考
え
を
化
学
的
に
や
さ
し
く
解
説
し
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
は
、
海
国
で

あ

っ
て
、
し
か
も
暖
か
い
地
方
に
あ
る
か
ら
、
そ
の
点
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
て
、
日
常
の
食

事
の
動
物
性

・
植
物
性
の
比
率
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
良
し
悪
し
を
知
り
、
料
理
の
正
し
い
取
り
合

わ
せ
を
実
行
す
る
た
め
の

一
つ
の
助
け
と
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
が

″結
論
″
で
あ
る
。
和

・
漢

・
洋
の
学
問
を
、
ほ
と
ん
ど
独
学
で
修
め
た
左
玄
先
生

の
文
章
は
、
今
日
の
我
々
に
は
、
か
な
り
難
か
し
い
け
れ
ど
も
、
繰
り
返
し
て
音
読
す
る
と
、

ま
す
ま
す
味
わ
い
深

い
も
の
が
あ
る
。
こ
の
時
、
左
玄
先
生
、
満
四
十

一
才
。

・６
ぺ
‐
ジ
下
段
３
行
日
の

″邦
国
″
は
、
増
訂
版

（現
在
発
行
の
コ
ピ
ー
版
）
に
は

″わ
が

く
に
″
と
フ
リ
ガ
ナ
が
あ
る
が
、
第
二
版
に
よ

っ
て
、
　
″く
に
ぐ
に
″
の
意
味
に
読
む
。

同
じ
く
、
１８
ぺ
‐
ジ
下
段
５
行
日
、
　
″ネ
ズ
ミ
″
を
補

っ
た
の
も
、
第
二
版
に
あ
る
の
で
、

ス
ズ
メ
、
ト
ビ
、
ヮ
シ
で
は
、
鳥
ば
か
り
で
あ
る
か
ら
、
著
者
が
増
訂
版
の
時
に
、
わ
ざ
わ
ざ

消
し
た
と
は
思
わ
れ
な

い
の
で
、
復
活
し
た
。
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第

菫
早

人
類

は
袈

食

動

物

な
り

ル

よ
そ

人
類

を
♯

の

と
し

れ

て
の

動

物

の
あ
婁
償
は
、
ル
の
お
の
を

の
自

が

なと聾
ふ
と

こ
ろ

あ

る
も
の

‐Ｚ
し

て
、

着

は
春

の
や

と
を

り
、
夏

は
夏

？
叩

ｔ
，
２
レ
、
叙
は
漱
、̈本
はヽ
冬
ヽ
と
、レて
の
季

″争

に
頃
応
す
ひ
ぶ
ア

と
な
さ
ず
る
バ
か

ら
げ
る
が
プ
ヒ
く
、
わ
が
化
学
的
舎
蜃

定

の
標

準

あ

り
て
、

Ｚ
れ

に
適

当

す
、ヽへ
ご

食

物
を

浪

取
ｔ

ざ

る

べ

Ｔ

り

ざ

る

な

り

。

い
よ
い
よ
本
論
に
入
る
。
ま
ず
、
　
″人
類
穀
食
動
物
論
″
が
展
開
さ
れ
る
。
左
玄
は
、
人
類

の
歯
の
構
成
に
穀
物
食
の
根
拠
を
求
め
て
い
て
、
今
日
で
も
、　
一
般
向
き
に
説
得
力
を
持

っ
て

い
る
が
、
あ
ま
り
に
、
こ
の
論
に
と
ら
わ
れ
る
と
、
人
間
の
大
歯
は
４
本
あ

っ
て
、
３２
本
中
の

４
本
だ
か
ら
、
動
物
性
食
品
を
八
分
の

一
食
べ
る
の
が
正
し
い
、
と
い
う
説
ま
で
出
て
く
る
。

歯
の
構
成
と
い
う
も
の
は
、
人
類

一
千
万
年
の
遺
伝
の
つ
み
重
ね
に
よ

っ
て
、
大
筋
は
決
ま

の

道
に
毛

チ

{R

tl

っ
て
は
い
て
も
、
母
親
が
動
物
性
の
食
事
を
多
く
摂
る
と
、
大
歯
の
発
達
し
た
子
が
生
ま
れ
た

り
、
野
菜
、
果
物
が
多

い
と
、
門
歯
が
発
達
す
る
と
い
っ
た
相
違
が
、
た

っ
た

一
代
の
間
に
も

生
ず
る
。
植
物
性
食
の
母
親
の
子
の
大
歯
は
尖

っ
て
い
な
い
。

陰
性
食
が
多
け
れ
ば

″反

っ
歯
″
に
、
陽
性
食
が
多
け
れ
ば
、
そ
の
逆
に
な
る
。

（無
双
原

理
、
Ｐ
Ｕ
で
、
陰
性
は

″
ユ
ル
ム
、
ヒ
ロ
ガ
ル
″
で
あ
り
、
陽
性
は

″
シ
マ
ル
、
チ
デ
ム
″
で

あ
る
こ
と
が
、
こ
こ
で
も
実
証
さ
れ
る
）

人
類
の
食
物
に
つ
い
て
は
、
桜
沢
如

一
先
生
が

『
人
間
革
命
の
生
理
学
』
（本
誌
棚
号
再
録
）

で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
生
物
学
的
に
も

（進
化
論
的
に
も
）
、
生
理
学
的
に
も
、
農
業
経
済

的
に
も
、
倫
理
的
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
観
点
か
ら
見
て
、
正
し
い
と
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ひ
と
言
で
い
え
ば
、
宇
宙
の
秩
序
に
か
な

っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

し
か
し
、
現
代
の
考
え
方
か
ら
、
八
十
年
以
上
前
の
本
を
批
判
し
て
、
な
い
も
の
ね
だ
り
を

し
て
は
い
け
な
い
。
む
し
ろ
、

『化
学
的
食
養
長
寿
論
」
と
、
こ
の

『食
物
養
生
法
』
は
、
そ

の
後
に
現
わ
れ
た
、
も
ろ
も
ろ
の
お
手
軽
な
本
の
存
在
を
か
す
ま
せ
る
よ
う
な
、
す
ば
ら
し
い

内
容
と
表
現
を
持

っ
て
い
る
。

●
人
類
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
動
物
の
食
生
活
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
自
然
に
か
な

っ
た
も
の

で
あ
る
べ
き
で
、　
一
般
的
に
言

っ
て
、
春
夏
秋
冬
の
季
節
ご
と
の
食
事
が
あ
る
よ
う
に
、
化
学

的
食
養
の
道
に
も
、
お
の
ず
か
ら

一
定
の
基
準
と
い
う
も
の
が
あ

っ
て
、
適
当
な
食
物
を
摂
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

け
だ
し
、獅
、巌
ズ
、猫
２
）と
こ

肉
食
動
物
の
歯ｔ
ガ
は
、い
は
ゆ
る
鋸
牙

β
喝
、）Ｆ
ｔ
て
、黙
滞
鈍
く

下ヽ
榊
に
ボ

餅
運
動
な
く
、リ
ボ
性
の
骨
内
を
中

挙
畔

く

に
通

し
、
世
干
類

穀

類

を

合

す

る
に
は

不
山

当

な

り

。

昴

し
て
草

食

動

物

の
生

馬

、羊

等
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の
歯

博

平
止

出

に
し

て

、
一闇

濡
芹

ひ
く

盛

列

し
、
〕て

の
面

は
一十
坦
に
水
液

の
ゴ
ζ
ご

敷

豊
あ
り
て
、
下
預

に
も

分

な
る
横

斜

ゞ
動

を
と
な

〈
、
以
て
革
‐襖

と

磋

順
（じ

ず
る
に
適
ず
と
И
へ
ど
も
、溝
、避
の

判
乏

き

動

物

を

金

す

る

一
乏

饉

哺

ぎ

る

な

り

。

●
考
え
て
み
れ
ば
、
ラ
イ
オ
ン
、
ト
ラ
、
大
、
ネ
コ
の
よ
う
な
肉
食
動
物
の
歯
は
、
い
わ
ゆ
る

ノ
コ
ギ
リ
歯
で
、
先
が
鋭
い
。
下
あ
ご
が
横
に
は
動
か
な
い
。
こ
れ
は
、
堅
い
肉
や
骨
を
か
み

く
だ
く
の
に
適
し
て
い
て
、
草
類

・
穀
物
類
を
食
べ
る
の
に
は
適
し
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
牛
、
馬
、
羊
の
よ
う
な
草
食
動
物
の
歯
は
、
平
ら
で
、
す
き
間
な
く
、
そ
の
面

に
は
波
の
よ
う
な
紋
が
あ

っ
て
、
下
あ
ご
は
横
に
動
く
。
そ
こ
で
、
こ
れ
は
、
草
類
を
か
み
こ

な
す
の
に
は
適
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
ネ
ズ
ミ
や
イ
タ
チ
の
よ
う
な
動
物
を
食
べ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

●
ェ
ァ
ぅ
し

而

し
て
人
類

の
出

・オ

は

、
い
は

ゅ
る

り
歯

１１
し
て
厳
角
列

し
、
下

顎

は

巖
り
か

に
メ則
後

た

右

ず
る

と

し
ろ

の
運

動

あ

り
、歯

面
の

形
ポ
は
盤
驚
高
く
中
央
』
く
、あ
た
か

ｔ

臼
形

に́
ｔ
て
催

小
に
二
日
低

あ

る

、
い

は
ゆ
る
膳
組
鸞
ン

に
ｔ
て

、
上
歯

と

下
出

と
相
が
す
れ
ば
、都
デ
大
小
不
同
な
る

扁

円

形

の
螢

囃

乏

生

じ

、
実

に
穀

類

の
だ
別
を
搬
夢
ら
し
す
る
呼
通
す
る
、

天

然

白
デ
い
の
形
状

ｔ
鵬
、
ふ
る
も
の
と

タ
ロ
応
ぎ

る

べ

か
ら
Ｊず
。
残

Ｆ
臥
く
よ
翫

麦
樹
計
っ］ど
。建
鋼
到
騨

キ●
ぼ
●
つ
ι
Ｌ

・
せ
ぃ
■

ゃ
ハ
４
た
ば
，
っ
な
）．

妊
鋼
剖
脚
〕
ｏ
淵

士
口
　
　
　
、
望
渦
小
千
ル
タ
ロ

レ

一／
一
　

．看
云
Ｌ
司

♪
〓
ｒ

砒
に
　
　
ヽ
〃

ん

マ

人

数

の

顎

は

イゼ5
動

吻

―■
絶

え

て

黒

ご

と
こ
ろ

の
、
一種

特

長

の
彰
ボ

と

機

能

と

を

１

す

る

ｌｚ

”

〕
て

茎

や

。

『
周

易
』
六
十
四
卦
の
う
ち
に

″順
″
二
“≡
）が
あ
る
。
「順
は
、
貞
し
け
れ
ば
吉
」
、
そ
の
象

俯
に

「靡
難
常
と
は
、
正
を
養
え
ば
吉
な
り
」
と
あ
る
。

華
〓
は
、
上
あ
ご
と
下
あ
ご
の
間
に

歯
が
あ
る
形
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
下
卦

（内
卦
）
の
〓
は
、
卦
名
が

″震
″
で
、

属
性
は

″動
″
、
上
卦

（鸞
卜
）
の
〓
は
、
卦
名
が

″覧
″
で
ヽ
属
性
は

″止
″
。
上
あ
ご
は

止
ま

っ
て
い
て
、
下
あ
ご
が
動
く
と
い
う
、
あ
ご
の
構
造
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
こ
で
、

″順
″

（あ
ご
）
の
卦
は

″養
う
″
と
な
る
。

つ
い
で
に
い
う
と
、
易
の
八
卦
を
陽
卦
と
陰
卦
に
分
け
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
卦
の
三
支
の
う
ち
の
主
支
の
陰
陽
で
決
ま
る
。
主
支
は
、
陰
が
二
つ
、
陽
が

一
つ
な
ら
、
少

な
い
方
の
陽
で
あ
り
、
陽
が
二
つ
、
陰
が

一
つ
な
ら
、
陰
に
な
る
。
　
Ｔ

印
は
主
支
の
位
置
）

陽
卦
　
一守轍
、　
“ぎ
守
ぜ̈輝
、
Ｆ
■
ｏ
陰
卦
　
勢
坤ぇ、　
乳
覧
、
≡。静
、
Ｆ
分
。

つ
ま
り
、
支
配
す
る
、
中
心
の
も
の
は
、
少
数
者
で
あ
る
。

左
玄
が
、
当
時
流
行
の

″蛋
白
、
脂
肪
、
澱
粉
″
の
三
大
栄
養
素
を
論
ず
る
西
洋
栄
養
学
に
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た
い
し
て
、
ど
う

い
う
ヒ
ン
ト
か
ら
、
ミ
ネ
ラ
ル
と
い
う
微
量
成
分
の
栄
養
学
に
着
目
し
た
か

は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
福
井
の
医
家
の
出
で
、
早
く
か
ら
漢
方
な
ど
の
東
洋
医
学
、
易
な
ど

の
思
想
に
親
し
ん
で
い
た
た
め
、
頭
の
中
に
、
易
の

″物
事
を
左
右
す
る
カ
ギ
は
少
数
者
″
と

い
う
考
え
が
あ

っ
た
の
で
は
な

い
か
。

●
人
類
の
歯
の
構
成
は
ど
う
か
と
い
う
と
、

〔
い
ち
ば
ん
多
い
の
は
〕
い
わ
ゆ
る
自
図
で
、
す

き
問
な
く
並
び
、
下
あ
ご
は
前
後
左
右
に
少
し
動
き
、
自
歯
の
構
造
は
、
ふ
ち
が
高
く
て
中
が

く
ば
ん
で
い
る
、
日
の
よ
う
な
、
菊
花
形
で
あ
り
、
１１
ド
の
図
を
合
わ
せ
る
と
、
中
に
、
粒
状

の
丸
い
空
間
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
穀
物
の
粒
を
か
み
こ
な
す
の
に
適
し
た
自
然
の
形

を
も

っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
い
え
よ
う
。
『易
』
の
言
葉
に

「願
は
貞
し
け
れ
ば
吉
と
は
、

正
を
養
え
ば
占
な
り
」
と
あ
る
が
、
ま
こ
と
に
よ
く
言

つ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
人
類

の
あ
ご
は
、
ほ
か
の
動
物
と
は
違

っ
た
独
特
の
形
と
機
能
を
も

っ
て
い
る
の
だ
。

こ
れ
に
団
て
人
類
は
い
加
な
る
物
と

食
す
べ
き
動
物
な
る
か
ｏ
余
は
ぼ
ガ
と

●
こ
う
い
う
こ
と
か
ら
し
て
、
人
類
は
、
ど
ん
な
も
の
を
食
べ
る
べ
き
動
物
だ
ろ
う
か
。
私
は

次
の
よ
う
に
結
論
し
た
。
す
な
わ
ち
、
人
類
は
、
歯
と
あ
ご
の
形
と
機
能
か
ら
し
て
、
も
と
も

と
穀
類
を
食
べ
る
べ
き
、
穀
食
動
物
で
あ
る
。

人
は
自
歯
を
持

っ
て
い
て
、
粒
の
も
の
、
穀
類
を
主
と
し
て
食
べ
る
べ
き
な
の
だ
か
ら
、
肉

類
や
野
菜
類
ば
か
り
食
べ
な
い
よ
う
に
、
気
を

つ
け
よ
。

口
を
養
う
食
物
は
、
穀
物
よ
り
以
上
に
良

い
も
の
は
な
い
。

あ
ご
台
に
載
せ
て
い
た
だ
く
菩
薩
か
な

（食
物
＝
穀
物
を
菩
薩
に
見
立
て
て
い
る
）

毎
糖
紺
林
紹
胡
蠅
牲

食

春

め

関

閂

乾
る

歯

ゎ
よ
び
静

の
形

状

、
な

ら

び

に
下

顎

に
見

出
る
運

動

の

膚
Ｐ

多

ケ

‘
に
猥

檀

し
、
以
て
食

物
の
絶

類

と

揆

致

し
、
そ

の
他
学

的

の
メ

分

と

昴
合

量

と
は
、
人
類

お
よ
び
化
動

物

が

各
自
ゲ
ガ
寸
ヶ
‘
）ろ
の
九
オ
Ｌ
牟
置

し
、
以
て
か
響
Ｔ
侯
承
供
の
結
７

お
け
る
日

上
の

地
彰
、
ス

候

、
人
種

、す
叡

は
ち

、
海

多

睦
ケ

こ
珀

少
直

多
′
と

の
髯
ル
、
お
よ
び

汗
回

の
位
活
」
、
暴

多
寒
、夕
≦
暑

短
寒
、景

と

の
気

候

の
重

か
、
山
ム

と
千

地
と
の
別
、

写た人ご

ド旗｀
 lL

鱚
ど
で
つ
人
は
れ
盆
ふ
動
物
よ

肉

や
矛
結
不
は

だ
ｔ
て
か
祇
へ
。

頭

の

上

の

口
を
形

ぶ

食

物

は

穀
ょ
り
弔
に
よ
ご
物
は
な
し
。

顎

省

に
載

せ

て

―サ
れ

ば

く

堂
口
維

榊
な
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な

う

が

に
幼

弱

老

れ

と

男
暑

健
弱

と

に
従

４
衣
セ
焼

へ
調
和
し
て
中
ひ
下
す
も
の

ひ
、熱ｑ
そ
の
年
船
、人
程
に
適
応
す
べ
く

顧
慮

せ
ど
ぅ

べ
か
ら
ぎ

る

も

の
な

り
。

こ
こ
の
１０
行
日
、
　
″す
な
は
ち
″
の
字
は
、
第
二
版
に
あ

っ
て
、
増
訂
版
に
は
な

い
。
　
″人

種
″
と
あ
る
の
は
、
人
類
学
的
な
言
葉
で
は
な
く
、

「人
間
の
種
別
」
く
ら
い
の
意
味
。
　
″幼

弱
老
壮
″
の

″
弱
″
は

″弱
冠
″
の
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
二
十
才
、
二
十
才
前
後
の
意
味
で

あ
り
、
　
″壮
″
は
三
、
四
十
代
、
老
は
七
十
才
以
上
の
意
味
だ
か
ら
、
　
″幼
弱
老
壮
に
従
ひ
″

と
は
、
　
″年
齢
別
に
″
と
い
う
こ
と
。

９
行
目
か
ら

″国
土
の
地
形
、
天
候
、
人
種
″
と
い
っ
て
、
そ
の
あ
と
、
そ
れ
を
も
う

一
度
、

″海
多
陸
少
…
…
″
と
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
　
″差
″　
″位
置
″　
″違
ひ
″　
″別
″
の
四
つ
の

語
が
並
列
し
て
い
る
と
い
う
文
章
の
構
造
に
注
意
。

●
で
あ
る
か
ら
、
人
類
や
、
い
ろ
い
ろ
な
動
物
が
何
を
食
べ
る
べ
き
か
を
論
ず
る
の
に
は
、
ま

ず
、
食
事
の
人
り
口
で
あ
る
、
歯
と
あ
ご
の
形
と
構
成
、
そ
れ
か
ら
、下
あ
ご
が
ど
う
動
く
か
、

と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
食
物
の
種
類
を
決
め
る
。
そ
れ
か
ら
、
そ
の
食
事
の
化
学
的
な
成
分
と

比
率
は
、
そ
の
乳
汁
の
成
分
を
参
考
に
す
る
。

〔
こ
う
し
て
、
人
類
の
食
物
が
基
本
的
に
ど
う

い
う
も
の
で
あ
る
か
が
決
ま

っ
た
ら
、
次
に
は
〕
そ
の
国
上
が
海
国
で
あ
る
か
、
陸
の
中
の
国

で
あ
る
か
、
温
帯
に
あ
る
の
か
、
寒
帯
に
あ
る
の
か
、
熱
帯
に
あ
る
の
か
、
ま
た
は
、
同
じ
国

の
中
で
も
、
山
地
に
住
ん
で
い
る
の
か
、
平
地
に
住
ん
で
い
る
の
か
、
そ
し
て
ま
た
、
年
齢
別
、

男
女
別
、
健
康
か
病
弱
か
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
要
素
を
考
え
て
、
正
し
い
食
物
の
摂
り
方
を
心

が
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

人
類

の
歯

と

預

と
に
適

合
す

る

食

物

は
、
す

な

は
ち

、
穀

類

を

以

て

最

負

最

勝

な

り
と

ぜ
ざ

る

べ

か
ゥ

ず

ｌ
顧

猿

一は

口
内

に
入
り

、
ヽ
ヽ
れ

を

臼
歯

に
送

り

、
櫛

磐

し

な

れ
ば

、
口
中

に
み

ｔ‐
て

す

で
Ｅ
幾
分

の
他

ｖワ

的
友

化

、ルリ
な

は
ち

消

化
作
用

ｔ
受

け
、
フ
ｔｌ
で
胃

場

に
送

り

、
さ
ら

に

ホ
セ

佑
け

的
費

化
を

懺
丁

、
消

“

吸

収

せ

ら

る

る

も

の

な

り

。

●
こ
う
し
て
検
討
し
て
み
る
と
、
人
類
の
歯
と
あ
ご
に
、
い
ち
ば
ん
合

っ
た
食
物
は
、
穀
類
で

あ
る
。
穀
類
は
、
日
内
で
自
歯
に
よ
り
細
か
く
さ
れ
、
唾
液
が
ま
ざ

っ
て
消
化
作
用
が
始
ま
り
、

次
に
胃
腸
に
送
ら
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
化
学
的
変
化
が
あ
り
、消
化
吸
収
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

碓
し
て
、そ
の
威
分
た
る
マ
、有
機
黒

櫻

２

円
質

と
、
饉
合

星

と

の
露

し
き

を

含

ｔ

ｔ

ス

て

、
こ
俄
身

の
資

料

に
適

当

す

る

が

故

に
、士
口
今
黒

画

い
グ
れ

の

神
回

と
日

へ
ど
も

、
‰̈
ア

穀

類

ｔ

以

て
幾
千

与
・の

闇

、
さ

ら

に
皮

異

す

る

‘

）
ろ

な

ご

メ

須

呈

卑

の
主

合

と

な

せ

る

な

焼
Ｄ

し

か

りヽ
ば

寸

な

は
ち

、
斗ん
ム
の
位
置

と

免

候

と
に
従

ひ
生
産

す

る

と
、）
ろ

の
穀

類
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一
維
乏

し
て
発

分

に
人
身

Ｚ

食

育

食

養

す

る

に
尺

う

は

明
ら
か

な

る

基
酪

バ
理
由

Ｚ

し
て

、す

な

は
ち

籠

病

健
農

セ
る

保
生
長

寿

の
道

に
適

合
す

る

諸

成
分

と

酪
合
量

と

ｔ

有

す

る

こ
と

も

、
キ不
ね

オ
‘

ｌｚ
明

ら

か

な

る

べ

し

。

●
そ
し
て
、
穀
物
の
成
分
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
有
機
質
、
無
機
質
の
比
率
も
よ
く
、
身
体
を

養
う
の
に
適
し
て
い
る
た
め
に
、
片
か
ら
今
に
い
た
る
ま
で
、
地
球
１１
ど
こ
の
国
で
も
必
ず
穀

類
を
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
主
食
と
し
て
き
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
国
々
の
位
置
と
気
候
に
し
た
が

っ
て
出
来
る
穀
物

．
種
だ
け
で
、
十
分
に
体
を

養
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
病
気
な
く
健
康
で
、
体
を
保
ち
長
寿
の
道
に
か
な

っ
た
成
分
と
、
そ
の
比
率
を
持

っ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

し

か
れ

ど
寺

、
人

類

（賞
）
が

回

上
気

候
（

に
適

合

せ
げ
る
と
こ
ろ
の
殺

類

ｔ
倉
す

る

た

め

索

飲
会

着

の
バ
ン
食
着

と
な
り
し
回

人

の

却
し

、
あ

る

ひ
は

人

為

を

加

へ
て

天

然

の
成

分

と

毀

尻

せ
し
穀

類

を

食

す

る

た

め

（玄
水
を
金

す
べ
き

に
■

戯
米
を
Ｒ

す

る
国
人
の
佃
し
）
、
十
τ
し

く

は

島
礎
銀
に

乏

ｔ
ａ

が

た

め

、
そ

の

不
足

分

の

代

印

品

と
Ｌ
て
」な
類

、
ま
侵

は
私

類

、あ
る

ひ

は
自
゛
類

肉
獅
菫
利
を
冷
へ
す
る
に
い
乾

り

て
は
、凱
が

そ
の
含
一む
と
こ
ろ
の
議
成

分

と

働
合

量

と
に
増

測

多

ク

の
差

臭

を
驚
う
を
以
て
、
一）れ
と
補
綸
す
る

セ

め

に
、
ヵ

り

塩

の
多

ご

豆

類

、
野
菜

果

物
の
ご
と
で

物

、ホ
た

は
塩

の
か
ら
ご

種

物

性
食

品

と

え

ら
キ

ギ
の
る

ひ
は

す

ト
ロ
ソ
塩
の
多
ご
ざ
尉
製
離
Ｉ
テ
Ｒ
）

と
き

虚

の
う
す

ご

動

物
性
食

品

ｔ

ス

リ
て
、
趾
琴

及

に
副
含

せ
ざ

る

べ
か
ら
ざ

る

な

り

。

″塩
の
う
す
き
動
物
性
食
品
…
…
″
こ
こ
の
と
こ
ろ
、
第
．■
版
で
は

「あ
る
ひ
は
カ
リ
塩
の
多

き
豆
類
、
野
菜
、
果
物
の
ご
と
き
植
物
性
食
品
を
え
ら
み
、
あ
る
ひ
は
ナ
ト
ロ
ン
塩
の
多
き
塩

味
品
お
よ
び
魚
鳥
獣
肉
卵
■
の
ご
と
き
動
物
性
食

‐１１‐
を
取
り
て
…
…
」
と
あ
る
。

こ
の
方
が
、
す

っ
き
り
し
て
い
て
分
か
り
や
す

い
。
要
す
る
に
、
動
物
性
の
多

い
時
は
、
カ

リ
ウ
ム
の
多

い
植
物
性
食
品
を
補

い
、
反
対
に
、
芋
や
白
米
、
麦
食
と
い
っ
た
、
カ
リ
ウ
ム
の

多

い
――
食
の
時
に
は
、塩
気
を
強
く
し
た
植
物
性
食
品
を
補
う
と
か
、
い
っ
そ
動
物
性
食
品
を
食

べ
る
よ
う
に
す
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
３

●
と
こ
ろ
が
、
長
い
こ
と
米
を
食
べ
て
き
た
人
が
バ
ン
食
に
変
わ

っ
た
、
と
い
う
よ
う
に
、
そ

の
国
上
気
候
に
適
し
な
い
穀
物
食
を
す
る
と
か
、玄
米
を
食
べ
る
べ
き
な
の
に
、禍
い
て
白
米
に
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し
て
食
．べ
る
、
と
い
う
よ
う
に
、
天
然
の
成
分
を
こ
わ
し
て
穀
物
を
食
べ
る
と
か
、
あ
る
い
は
、

穀
物
が
と
ば
し
い
の
で
、
そ
の
代
用
に
、
芋
類
、
乳
製
品
、
ま
た
は
魚
、
肉
類
な
ど
を
食
べ
る

と
い
っ
た
食
事
法
を
す
る
と
な
る
と
、
そ
の
食
事
内
容
の
成
分
と
比
率
が
、
い
ろ
い
ろ
変
わ

っ

て
く
る
の
で
、
そ
の
補

い
の
た
め
に
、

〔動
物
性
食
品
の
多
い
場
合
は
〕
カ
リ
ウ
ム
の
多
い
豆

類
や
野
菜
、
果
物
を
摂

っ
た
り
、

〔麦

（パ
ン
）
食
、
白
米
食
、
芋
食
の
よ
う
な
場
合
は
〕
塩

か
ら
く
味
つ
け
し
た
植
物
性
食
品
や
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
多
い
動
物
性
食
品
を
摂

っ
て
、
副
食
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
ほ

こ
れ
を

約

吉

す

れ
ば

、
こで

地
々
峙

ｆｚ
あ

ｔｌ
て
植

物
性
食
品
を
多

く
食

す
る

に
は

、比
較

的

こ
向
に
加
味

す

る́
に
合
猛

ヒ
食

油

と
ｔ

多

＜
す

る
も
、
暖

地
暑

時
に

お

ｔｌ
て
動

物
性
食

品

を

多
′く
根

取
す
る

に
は
、た
較
的

二
れ
に
加
味
す

る
食

塩

ヒ

食

油

∠
ｔ

減
ヶ

す
る

が
プ
と
ご

逝
γ
習
ヒ

な

る

な

り

。

こ
れ
は
、
左
玄
が
軍
務
で
大
陸
に
渡
り
、
満
蒙
の
地
の
食
生
活
を
見
聞
し
た
こ
と
が
元
に
な

っ
て
書
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

●
要
す
る
に
、
寒
冷
の
地
に
い
る
と
か
、
寒
い
季
節
で
あ
る
と
い
っ
た
時
に
は
、
植
物
性
食
品

を
食
べ
る
の
に
、
食
塩
と
油
を
多
く
使

っ
て
味
つ
け
す
る
。
逆
に
、
暑
い
所
、
暑
い
季
節
に
は

動
物
性
食
品
を
食
べ
る
に
も
、
食
塩
と
油
の
使
い
方
は
少
な
く
す
る
習
慣
が
あ
る
。

か
く

の
ご

と
く

、」維

な
塗
４
に
あ
り
て
う

ま

ｋ

そ

の
含

む

と

こ
ろ
の
カ
リ
虚

、十
年

ロ
ン
虚

な

る
夫

婦

ア
ッ
カ
リ

の
差

数

上

に
モ

準

准

衡

ｔ
得

れ
ば

無

病

の
人

身

に
保
慈
δ

得

ぺ
し
と

い
へ
ど
も
、
回
上

に
は

地
位

地
形

の
異

る
あ
り
、４
年
侯
に

は
点
Ｉ
狛
湿
乾

の
同
じ
か
ら
ぎ

る
あ

り
、

こ
れ

に
よ
り
て
、
″そ
の
食
養

い
の
食

物
に

し
に
ボ

ひ
て
結

果
す
る

と
こ
ろ

の
身
外
に

長
短
階
ボ
れ
た
の
別
と
ん
す
は
も
ラ

ろ
ん
、名
髪
の
多
久
ａ
だ
の
ぇ
ガ
戸

者

の
清

濁

に
ち
が

ひ
あ

る
の
み
な
ら
ず

体
力
の
強

弱

、気

力
の
硬

％

、管
方
の
多

夕

に
ｔ
、
ネ
た
異

な

る
と
こ
ぅ
を

生
ず
ベ

レ
。
ιｌ
は
ん
や

火
か
下
の
こ
島
卿
け
し
以
来
「、

縁

鮮

の
ス
Ｌ
ご

多
々

益

々
会

物

こ
と
Ｅ

副

食

品

の

凸
域

之

拡

張

ｔ
て

、
そ

の
糧

一暇
を
曹
曇
轟
に
せ
し

今

日
に
あ、
日
て
ｔ

マ
。
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霜
麟
靖
誉
け
）

ナ
ト
リ
ウ
ム
と
カ
リ
ウ
ム
の
バ
ラ
ン
ス
さ
え
と
れ
ば
、
病
気
に
は
な
ら
ず
健
康
で
あ
る
、
と

は
断
定
で
き
な
い
。
極
端
な
こ
と
を

い
え
ば
、
白
砂
糖
な
ど
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
カ
リ
ウ
ム
の

比
率
が
理
想
的
な
バ
ラ
ン
ス
に
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
砂
糖
が
食
養
的
に
良

い
も
の
と
は
、

誰
も
考
え
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
ー
カ
リ
ウ
ム
論
の
展
開
な
の
だ
か
ら
、
そ

の
論
旨
に
傾
聴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
こ
の
よ
う
に
、
雑
食
法
で
あ

っ
て
も
、
そ
の
食
事
の
食
品
中
の
カ
リ
ウ
ム
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
と

い
う
夫
婦
ア
ル
カ
リ
の
数
値
の
差
が
適
当
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
病
気
が
な
く
、
体
を
養
う
こ

と
が
で
き
る
の
だ
が
、
国
土
と
い
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
気
候
も
、
寒
い
暑
い
、
乾
燥
、
湿

潤
の
違
い
が
あ

っ
て
、
そ
こ
で
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
食
事
を
す
る
の
だ
か
ら
、
身
長
の
高
い
低

い
、
太

っ
て
い
る
、
や
せ
て
い
る
、
長
生
き
、
若
死
に
な
ど
の
違
い
が
で
き
る
の
は
、
も
ち
ろ

ん
、
毛
髪
の
多
い
少
な
い
、
そ
の
色
あ
い
、
声
の
清
濁
が
違

っ
て
く
る
だ
け
で
な
く
、
体
力
が

強
い
弱
い
、
気
力
が
優
れ
て
い
る
か
弱
い
か
、
知
力
、
才
気
の
あ
る
な
し
な
ど
に
も
相
違
が
生

じ
る
。

ま
し
て
今
日
、
火
を
使

っ
て
調
理
す
る
よ
う
に
な

っ
て
、
食
物
、
と
く
に
副
食
品
の
範
囲
が

ひ
ろ
が

っ
て
種
類
が
多
く
な

っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
、
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
が
、
ま

す
ま
す
多
く
な

っ
て
い
る
の
だ
。

（
つ
、つ
′
↓

石

塚

左

玄

先

生

展

墓

石
塚
左
玄
先
生
の
命
日
は
、　
一
九
〇
九
年
十
月
十
七
日
で
、

墓
所
は
、
東
京
都
台
東
区
元
浅
草
四
―
七
、
光
明
寺

（地
下

鉄
銀
座
線

・
稲
荷
町
下
車
５
分
）
に
あ
り
ま
す
。

例
年

の
よ
う
に
有
志
で
墓
参
を
し
た

い
と
思
い
ま
す

の
で

当
日
、
午
後
２
時
、
国
所

に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

ハ
シ
の
禁
則
十
三
カ
条

『翻
訳
の
世
界
』
誌
９
月
号
に

『箸
の
上

げ
下
げ
禁
則
十
二
カ
条
』
が
出
て
い
る
。

ひ
と
昔
前
な
ら
、
ど
こ
の
親
も
、
ハ
シ
の

使
い
方
作
法
を
や
か
ま
し
く
言

っ
た
も
の

で
、
誰
で
も
ま
ず
ま
ず
心
得
て
い
た
も
の

だ
が
、
当
節
、
そ
の
親
も
″作
法

・
心
得
″

に
う
と
く
な
り
、
子
供
は
学
校
で
は

″先

割
れ
ス
プ
ー
ン
″
な
る
奇

ッ
怪
な
る
道
具

を
与
え
ら
れ
、
箸
の
作
法
な
ど
忘
れ
ら
れ

た
よ
う
だ
。

以
下
、
そ
の
箸
の
作
法
の
キ
ビ
シ
キ
條

條
を
み
よ
や
。

一
、
ハ
シ
な
ま
り

（思
案
バ
シ
）

何
を
食
べ
よ
う
か
と
考
え
な
が
ら
、
ハ

シ
を
ウ
ロ
ウ
ロ
さ
せ
る
こ
と
。
　
〃な
ま

り
″
は

″鈍
る
″
か
ら
来
た
言
葉
か
。

二
、
移
リ
バ
シ

菜
を
食
べ
た
ら
、
次
は
飯
や
汁
を
食
べ

る
べ
き
な
の
に
、
つ
づ
け
ざ
ま
に
別
の

菜
に
箸
を
つ
け
る
こ
と
。
食
養
で
は
、

飯
三
ハ
シ
に
菜

一
ハ
シ
で
あ
る
。

三
、
に
ぎ
り
こ
バ
シ

ハ
シ
に
つ
い
た
飯
を

ハ
シ
で
こ
す

っ
て

取
る
こ
と
。

四
、
も
ぎ
食

い
、
ね
ぶ
リ
バ
シ

ハ
シ
に
つ
い
た
飯
を
口
で
も
ぎ
と
る
こ

と
。
舌
で
な
め
ま
わ
し
て
と
る
こ
と
。

五
、
こ
み
ハ
シ

飯
を

ハ
シ
で
ロ
ヘ
押
し
込
む
こ
と
。

六
、
こ
じ
バ
シ

上
か
ら
順
序
よ
く
平
ら
に
取
る
べ
き
な

の
に
、
い
き
な
り
穴
を
あ
け
、
こ
じ
あ

け
る
よ
う
に
し
て
取

っ
て
い
く
こ
と
。

七
、
さ
ぐ
リ
バ
シ

汁
な
ど
を

ハ
シ
で
か
き
ま
わ
し
、
具
を

探
る
こ
と
。

八
、
ま
わ
し
バ
シ

汁
の
中
で
ハ
シ
を
か
き
ま
わ
す
こ
と
。

九
、
そ
ら
バ
シ

取
り
か
け
て
中
止
す
る
こ
と
。

十
、
受
け
吸

い

汁
を
受
け
取

っ
た
ら
、
ま
ず
お
膳
の
上

へ
お
く
べ
き
な
の
に
、
い
き
な
り
ロ
ヘ

持

っ
て
い
く
こ
と
。

（
つ
い
で
に
言
う

と
、
ハ
シ
を
持
た
ず
に
、
片
手
で
椀
を

吸
う
、
ま
た
は
両
手
で
持

っ
て
す
す
る
）

十

一
、
ま
た
も
り

飯
を

ハ
シ
で
押
え
つ
け
て
か
ら
食
べ
る
。

十
二
、
膳
越
え

一
の
膳
を
と
び
越
え
て
、
二
の
膳
の
品

に
手
を
つ
け
る
。

十
二
、
犬
ぐ

い

か
が
ん
で
食
べ
る
こ
と
。

以
上
―
ｌ

ｏ



■
正
食
医
学
シ
リ
ー
ズ

悪

い
脂

肪

太

り

―
―
大
根
お
ろ
し
と
ゴ

マ
塩
を
摂
る
―
―

〔
″Ｑ
″
は
質
問
相
談
者
、　
″―
―
″
は
大
森
英
桜
先
生
の

発
言
〕

司
会
／
５５
歳
の
女
性
の
方
で
、
２０
年
前
に
盲
腸
炎
、
１２
年
前

に
子
宮
筋
腫
に
か
か

っ
て
い
ま
す
。
動
物
性
の
も
の
も
、
甘

い
も
の
も
、
両
方
と
も
大
好
き
で
大
量
に
摂

っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
身
長
‐５４
セ
ン
チ
、
体
重
６５
キ
ロ
と
か
な
り
の
肥
満
体

で
、
冠
状
動
脈
の
硬
化
、
高
血
圧
、
心
臓
肥
大
、
慢
性
胃
炎

な
ど
の
症
状
に
占
し
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

―
―
子
宮
筋
腫
は
も
う
治

っ
て
い
る
の
で
す
か
？

Ｑ
／
い
や
、
ど
う
で
す
か
。
手
術
は
し
た
く
な
い
の
で
し

て
い
ま
せ
ん
。
別
に
出
血
も
あ
り
ま
せ
ん
が
…
…
。

―
―
変
な
お
り
も
の
は
あ
り
ま
す
か
？

Ｑ
／
あ
り
ま
せ
ん
。

―
―
じ
ゃ
あ
大
丈
夫
で
し
よ
う
。
そ
う
と
う
動
物
性
と
砂

大
森
英
桜
先
生
健
康
相
談

糖
を
摂

っ
た
ん
で
す
ね
。
陽
性
の
毒
が
か
な
り
入

っ
て
い
ま

す
。
だ
い
ぶ
肝
臓
が
や
ら
れ
て
い
ま
す
よ
。
手
の
ひ
ら
が
赤

く
な

っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
表
わ
れ
で
す
。

Ｑ
／
今
年
に
入

っ
て
か
ら
、
両
方
の
手
の
ひ
ら
が
赤
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
病
院

へ
行

っ
て
血
液
検
査
を
し

た
ん
で
す
が
、
異
常
は
な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
あ
と
、
イ

ボ
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
が
…
…
。

―
―
イ
ボ
は
ガ
ン
の

一
種
な
ん
で
す
。
体
の
中
に
そ
う
と

う
の
毒
血
が
あ
る
証
拠
で
す
か
ら
、
要
注
意
で
す
。
赤
い
ボ

ツ
ボ
ツ
は
肝
臓
障
害
に
よ
る
発
疹
で
、
肝
斑
と
い
い
ま
す
。

肝
臓
で
血
液
の
解
毒
が
出
来
な
く
な

っ
て
、
毒
血
が
あ
ふ
れ

て
し
ま
う
ん
で
す
。
そ
の
毒
血
は
体
中
を
回
り
ま
す
。
そ
し

て
、
手
の
ひ
ら
は
真

っ
赤
に
な

っ
て
き
ま
す
。

ま
ず
、
体
重
を
１０
キ
ロ
は
減
ら
さ
な
い
と
危
険
で
す
。
玄

米
正
食
を
ガ

ッ
チ
リ
や
る
こ
と
で
す
。

Ｑ
／
歯
が
悪
く
て
、
玄
米
が
よ
く
噛
め
な
い
ん
で
す
。

―
―
そ
う
い
う
人
が
多
い
ん
で
す
よ
。
そ
れ
が
い
ち
ば
ん

困
り
ま
す
ね
。
し
か
し
、
そ
れ
な
り
に
努
力
し
て
正
食
を
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
、
あ
な
た
に
摂

っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
第

一
大

根
湯
で
す
。
１
日
１
合
、
１
週
間
続
け
て
摂

っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
で
血
圧
は
下
が
り
、
後
頭
部
の
痛
み
は
治
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
食
箋
の
中
に
大
根
お
ろ
し
を
入
れ
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
で
毒
血
を
消
し
ま
す
。
き
ち
ん
と
や

っ
て
い
る
と
、

い
っ
ぺ
ん
に
や
せ
て
き
ま
す
よ
。

Ｑ
／
赤
く
な
る
の
は
手
に
表
わ
れ
る
ん
で
す
か
？

―
―
え
え
。
前
に
も
言
い
ま
し
た
が
、
肝
臓
の
症
状
は
手

に
き
ま
す
。
肝
臓
ガ
ン
や
肝
硬
変
な
ど
の
よ
う
に
、
も

っ
と

ひ
ど
い
病
気
に
な
る
と
、
手
の
ひ
ら
だ
け
で
な
く
、
足
の
裏

ま
で
も
赤
く
な
り
ま
す
。
手
掌
紅
斑
と
い
う
ん
で
す
。

Ｑ
／
ま
ず
血
圧
を
下
げ
る
た
め
に
大
根
を
摂

っ
て
、
そ
の

あ
と
で
締
め
て
い
く
ん
で
す
か
？

―
―
そ
う
で
す
。
ゴ

マ
塩
を
摂

っ
て
締
め
て
い
く
ん
で
す
。

今
の
あ
な
た
の
体
に
は
い
ゴ

マ
塩
で
塩
気
を
摂

っ
て
い
く
の

が
い
ち
ば
ん
合

っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
あ
ま
り
強
い
塩
気
は

必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
８
対
２

（ゴ

マ
対
塩
）
く
ら

い
の
も
の
を
使

っ
て
く
だ
さ
い
。

今
、
カ
ロ
リ
ー
の
あ
る
も
の
は
、
あ
ま
り
摂

っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
で
も
、
玄
米
が
お
い
し
い
と
思
う
の
な
ら
、
食
べ

て
い
い
で
す
。
少
し
や
わ
ら
か
め
に
炊
き
な
さ
い
。
冠
状
動

脈
硬
化
は
、
動
物
性
の
蛋
白
質
と
脂
肪
を
摂
ら
な
か

っ
た
ら
、

ほ
と
ん
ど
助
か
り
ま
す
。

Ｑ
／
も
ち
米
は
ど
う
で
す
か
？

―
―
今
は
肥
り
過
ぎ
て
い
る
状
態
だ
か
ら
、
ダ
メ
で
す
。

も
ち
米
は
体
を
拡
げ
る
の
で
、
や
せ
て
い
る
人
が
ふ
く
よ
か

に
な
る
た
め
に
は
い
い
ん
で
す
。
あ
な
た
が
摂

っ
て
い
い
主
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食
は
、
う
る
ち
玄
米
と
そ
ば
か
う
ど
ん
類
で
す
。

み
そ
汁
に
は
、
ち
ょ
っ
と
陰
性
な
も
の
を
入
れ
ま
す
。
ワ

カ
メ
、
玉
ネ
ギ
、
長
ネ
ギ
な
ど
。
そ
れ
に
大
根
を
当
分
の
間

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

睡
眠
時
間
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
？

Ｑ
／
だ
い
た
い
５
時
間
く
ら
い
で
す
が
、
最
近
は
も

っ
と

短
い
で
す
。
わ
り
あ
い
短
く
て
、
パ

ッ
と
起
き
ま
す
。

―
―
陽
性
で
す
ね
。
爪
を
見
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
横
幅
の

方
が
広
い
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
爪
の
人
は
、
も
と
も
と
が

ひ
じ
ょ
う
に
陽
性
な
体
質
な
ん
で
す
。
こ
う
い
う
人
に
は
、

あ
ま
り
油
気
と
塩
気
を
与
え
ら
れ
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
、

お
か
ず
に
大
根
お
ろ
し
を
毎
回
つ
け
ま
す
。
と
に
か
く
、
思

い
切
り
摂

っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
悪
い
も
の
は
ど
ん
ど
ん

消
さ
れ
ま
す
か
ら
。

そ
し
て
、
心
臓
の
肥
大
を
止
め
る
た
め
に
ゴ

マ
塩
で
す
。

あ
と
は
み
そ
汁
を
１
杯
。
さ

つ
き
言

っ
た
ほ
か
に
、
も
や
し

や
キ
ャ
ベ
ツ
を
使

っ
て
も
け

っ
こ
う
で
す
。
以
前
、
高
熱
を

出
し
た
病
人
が
い
て
、
大
根
で
も
、
椎
茸
で
も
、
リ
ン
ゴ
で

も
熱
が
下
ら
な
い
ん
で
す
。
そ
こ
で
、も
や
し
を
使

っ
た
ら
、

３９
度
の
熱
が
い
っ
ぺ
ん
に
下
が
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
あ
ら

た
め
て
も
や
し
の
陰
性
さ
を
知
り
ま
し
た
。
あ
な
た
に
は
、

も
や
し
が
合

っ
て
い
る
か
ら
使

っ
て
い
い
で
す
。

Ｑ
／
み
そ
汁
の
出
し
は
？

―
―
あ
な
た
の
場
合
は
、
椎
茸
と
昆
布
を
使

っ
て
い
い
で

す
。
あ
と
、
野
菜
は
ど
ん
な
も
の
で
も
食
べ
て
い
い
で
す
。

Ｑ
／
人
参
、
里
芋
、
ジ
ャ
ガ
芋
、
何
で
も
い
い
で
す
か
？

―
―
え
え
、
い
い
で
す
よ
。
人
参
な
ど
欲
し
く
な
い
と
思

う
け
ど
、
欲
し
か

っ
た
ら
食
べ
て
も
い
い
で
す
。
ウ
リ
科
、

ナ
ス
科
も
摂

っ
て
け

っ
こ
う
で
す
。

Ｑ
／
サ
ツ
マ
芋
も
？

―
―
サ
ツ
マ
芋
だ
け
は
ダ
メ
で
す
。
血
液
を
酸
化
さ
せ
て

し
ま
い
ま
す
。
今
、
あ
な
た
は
す
ご
く
血
が
酸
化
し
て
焼
け

て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
芋
類
を
摂
る
と
し
た
ら
、
里
芋
な

ど
、
自
い
も
の
を
摂
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

紅
斑
に
は
、
ヨ
モ
ギ
茶
が
効
き
ま
す
。
ヨ
モ
ギ
を
陰
干
し

し
て
、
そ
れ
を
煮
出
す
ん
で
す
。
こ
の
場
合
は
、
カ
ワ
ラ
ヨ

モ
ギ
を
使

っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
か
ら
、
ヨ
モ
ギ
団
子
な
ど

も
効
き
目
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
も
ち
米
を
使
わ
な
い
よ

う
に
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。
ご
飯
に
麦
を
入
れ
て
炊
く
の

も
い
い
で
す
よ
。

飲
み
物
は
、
ハ
ト
麦
茶
が
い
ち
ば
ん
効
き
ま
す
。
イ
ボ
を

取
り
ま
す
。
飲
み
た
い
だ
け
飲
ん
で
け

っ
こ
う
で
す
。

食
べ
て
い
い
果
物
は
、
酸

っ
ば

い
リ
ン
ゴ
。
甘
い
の
は
ダ

メ
で
す
。
こ
う
い
う
ふ
う
に
、
悪
い
陽
性
を
溶
か
す
た
め
に

陰
性
な
も
の
を
入
れ
て
い
き
な
が
ら
、
血
を
浄
化
す
る
た
め

に
、
少
量
の
海
草
料
理
を
摂

っ
て
い
き
ま
す
。
ひ
じ
き
蓮
根

や
、
油
揚
げ
入
り
ひ
じ
き
コ
ン
ニ
ャ
ク
な
ど
が
い
い
で
し
ょ

いうノ
。Ｑ

／
酢
の
も
の
は
ど
う
で
す
か
？

―
―
油
も
の
で
、
コ
ー
フ
ー
カ
ツ
な
ど
を
摂
る
時
に
、
レ

モ
ン
や
夏
み
か
ん
を
使
い
ま
す
。
天
ぶ
ら
の
時
は
、
大
根
お

ろ
し
だ
け
で
い
い
で
す
。
た
だ
、
こ
こ
当
分
の
間
は
、
油
も

の
を
摂
ら
な
い
よ
う
に
し
な
さ
い
。
今
食
べ
た
ら
、
赤
い
発

疹
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。

今
度
や
ら
れ
た
ら
、
子
宮
筋
腫
ぐ
ら
い
で
は
す
み
ま
せ
ん

よ
。△
フ
ま
で
ず
い
ぶ
ん
邪
食
の
大
食
を
し
て
き
た
の
だ
か
ら
、

お
そ
ら
く
ガ
ン
で
し
よ
う
。
こ
の
ま
ま
正
食
を
し
な
い
で
、

あ
な
た
が
や
せ
て
き
た
ら
、
そ
の
時
が
あ
ぶ
な
い
ん
で
す
。

ガ
ン
だ
と
わ
か

つ
て
か
ら
相
談
に
来
る
人
は
、
や
せ
て
い

る
人
が
多
い
け
ど
、
以
前
の
写
真
を
見
せ
て
も
ら
う
と
、
す

ご
く
デ
ン
と
太

っ
た
人
が
多
い
ん
で
す
よ
。
玄
米
正
食
で
ガ

ン
を
治
そ
う
と
思

っ
た
時
は
、
た
い
て
い
の
場
合
、
医
者
に

見
放
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
も
う
、
骨
と
皮
ば
か
り
に
な

っ
て

い
ま
す
。
症
状
が
進
む
に
つ
れ
て
、
か
な
ら
ず
、
食
べ
物
の

好
み
が
急
に
変
わ

っ
て
、
極
度
に
や
せ
て
き
ま
す
。
そ
れ
ま

で
は
、
食
べ
て
食
べ
て
食
べ
ま
く

っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
／
今
は
そ
ん
な
に
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
が
…
…
。

―
―
そ
う
で
し
ょ
う
ね
。
肝
臓
が
は
れ
て
く
れ
ば
、
食
欲

は
だ
ん
だ
ん
無
く
な

っ
て
き
ま
す
。
肝
臓
が
は
れ
れ
ば
、
次

に
膵
臓
も
牌
臓
も
は
れ
て
き
ま
す
。
牌
臓
が
や
ら
れ
れ
ば
、

そ
こ
は
古
い
血
を
こ
わ
す
所
だ
か
ら
、
そ
の
機
能
が
マ
ヒ
し

て
、
毒
血
が
体
内
に
残

っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

Ｑ
／
去
年
、
顔
は
カ
ッ
カ
と
す
る
ん
で
す
が
、
お
医
者
さ

ん
に
は
、
貧
血
だ
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

―
―
顔
だ
け
真

っ
赤
に
な

っ
て
、
足
が
冷
え
る
と
い
う
の

は
陰
性
な
ん
で
す
。
血
が
酸
化
し
て
、
上
に
あ
が

っ
て
き
て

い
る
の
で
す
。
こ
う
い
う
症
状
に
は
、
ふ
つ
う
塩
気
を
入
れ

ま
す
が
、
あ
な
た
の
場
合
は
ち
ょ
っ
と
違

い
ま
す
。
赤
い
発

疹
が
あ
る
し
、
背
中
が
焼
け
て
あ
つ
い
し
、
か
な
り
陽
性
の

症
状
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。

Ｑ
／
去
年
は
手
が
冷
た
い
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。

唇
も
真

っ
青
に
な

っ
た
り
し
ま
し
た
。

―
―
胃
が
悪
い
と
手
が
冷
え
ま
す
。
足
は
大
文
夫
な
ん
で

す
か
？
Ｑ
／
別
に
冷
え
ま
せ
ん
。

―
―
だ
い
ぶ
陽
性
な
ん
で
す
ね
。
今
の
と
こ
ろ
は
、
と
う

ぶ
ん
あ

っ
さ
り
し
た
も
の
を
摂
り
な
さ
い
。
血
が
ね
ば

っ
て

い
ま
す
か
ら
。
塩
気
は
無
理
に
摂
ろ
う
と
し
な
く
て
い
い
で

す
。
お
い
し
い
と
感
じ
る
塩
加
減
で
け

っ
こ
う
で
す
。

Ｑ
／
も
と
も
と
、
ト
ン
カ
ツ
な
ど
が
大
好
き
で
、
よ
く
食
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べ
ま
し
た
。
こ
の
頃
は
あ
ま
り
食
べ
ま
せ
ん
け
ど
。

―
―
こ
ん
な
状
態
の
時
に
食
べ
た
ら
、
肝
臓
は
ま
す
ま
す

ひ
ど
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
。
も
う
、
だ
い
ぶ
や
ら
れ
て

い
る
ん
で
す
か
ら
。

ふ
つ
う
、
日
本
人
の
場
合
は
、
魚
と
白
米
と
砂
糖
が
多
い

か
ら
、
動
脈
硬
化
が
脳
の
方

へ
き
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
人
な
ど

の
場
合
は
、
肉
と
卵
を
多
く
食
べ
る
か
ら
、
そ
れ
が
心
臓
の

方

へ
き
ま
す
。
あ
な
た
の
場
合
は
、
心
臓
へ
き
て
い
ま
す
。

横
太
り
し
て
い
る
の
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
頭
で
は
な
く
、

心
臓
に
た
ま

っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

Ｑ
／
食
事
の
量
は
少
な
い
方
が
い
い
の
で
す
か
？

―
―
そ
う
で
す
。
あ
な
た
は
、
陰
陽
両
方
の
も
の
を
大
食

大
飲
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
〈
フ
、
血
が
濃
く
て
ね
ば

っ

て
い
て
汚
な
い
わ
け
で
す
。
け

っ
こ
う
陽
性
な
ん
だ
か
ら
、

な
る
べ
く
少
食
に
し
た
方
が
早
く
治
り
ま
す
。夏
場
だ
か
ら
、

あ
ま
り
食
べ
な
く
て
す
む
で
し
ょ
う
。
我
慢
も
修
行
の
う
ち

だ
け
ど
、
ど
う
し
て
も
食
べ
た
い
と
思

っ
た
ら
、
ト
コ
ロ
テ

ン
や
野
菜
で
お
腹
を

い
っ
ぱ

い
に
す
る
よ
う
に
し
た
ら
い
い

で
す
。
ま
あ
、
夏
だ
か
ら
楽
で
す
よ
。
冬
だ
と
、
い
く
ら
陽

性
で
も
、
そ
ん
な
に
陰
性
は
摂
れ
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

Ｑ
／
本
を
読
も
う
と
思

っ
て
、
い
っ
ぱ

い
買
い
込
む
ん
で

す
が
、
ど
う
も
読
め
な
い
で
す
が
…
…
。

―
―
毒
血
が
頭
に
上
が

っ
て
き
て
い
る
ん
で
す
か
ら
、
本

を
読
ん
で
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
で
す
。
そ
し
て
、
集
中
力
も

な
い
し
、
読
む
気
も
起
こ
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

Ｑ
／
手
が
し
び
れ
る
の
も
毒
血
の
た
め
で
す
か
？

―
―
そ
う
で
す
。ま母
血
が
溶
け
て
排
毒
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、

し
び
れ
は
な
く
な
り
ま
す
。
お
こ
り

っ
ぼ
く
て
、
す
ぐ
手
が

出
る
と
い
う
の
も
毒
血
が
あ
る
か
ら
で
す
。

Ｑ
／
背
中
や
首
が
カ
チ
カ
チ
に
固
い
ん
で
す
。

―
―
そ
れ
は
、
だ
い
た
い
が
魚
の
毒
の
せ
い
で
す
。
大
根

お
ろ
し
を
摂

っ
て
い
れ
ば
治
り
ま
す
。

Ｑ
／
魚
は
も
の
す
ご
く
食
べ
て
い
ま
し
た
。
タ
イ
の
刺
身

な
ど
、
毎
日
の
よ
う
に
摂
り
ま
し
た
。

―
―
そ
う
い
う
悪
い
脂
肪
が
背
中

へ
回

っ
て
く
る
ん
で
す
。

お
そ
ら
く
、
あ
な
た
の
足
の
爪
、
特
に
右
足
の
小
指
の
爪
は

満
足
に
育

っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
。
汚
な
く
て
、
コ
チ
コ
チ

に
固
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
、
親
指
の
爪
も
き
れ
い
な
色
を

し
て
い
な
い
は
ず
で
す
よ
。

Ｑ
／
は
あ
、
親
指
の
は
少
し
紫
色
に
な

っ
て
い
ま
す
。
あ

と
、
昔
か
ら
横
に
段
が
つ
い
て
い
ま
す
。

―
―
白
髪
は
ど
の
辺
に
多
い
で
す
か
？

Ｑ
／
横
の
方
で
す
。

―
―
脇
の
方
か
ら
自
髪
に
な
り
始
め
る
の
は
、
だ
い
た
い

肝
臓
障
害
か
ら
き
て
い
る
の
で
す
。
腸
が
悪
け
れ
ば
真
上
か

ら
き
ま
す
。

Ｑ
／
イ
ボ
は
ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
？

―
―
そ
れ
は
、
特
別
に
手
当
て
し
な
く
て
も
大
文
夫
。
何

も
し
な
く
て
も
、
き
ち
ん
と
食
箋
を
守

っ
て
や

っ
て
い
れ
ば
、

そ
の
う
ち
ポ

ロ
ポ
ロ
と
取
れ
ま
す
。
あ
と
、
血
液
が
き
れ
い

に
な

っ
て
く
れ
ば
、
手
の
ひ
ら
の
赤
味
も
と
れ
て
き
ま
す
。

Ｑ
／
平
衡
感
覚
が
な
く
な

っ
て
、
寝
て
い
て
も
地
震
か
と

思
う
く
ら
い
、
ぐ
ら
ぐ
ら
と
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

―
―

ふ
ら
つ
く
の
は
、
た
い
て
い
は
貧
血
が
原
因
で
す
が
、

あ
な
た
の
場
合
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
毒
血
が
上
が

っ

て
き
て
、
小
脳
を
圧
迫
し
て
、
平
衡
感
覚
が
失
わ
れ
る
ん
で

す
。Ｑ

／
お
こ
り

っ
ぱ
く
て
、
し
つ
こ
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

―
―
お
こ
り

っ
ぱ
い
と
い
う
の
は
、
肝
臓
と
関
係
が
あ
り

ま
す
。
ま
あ
、
肝
臓
が
良
く
な

っ
て
く
れ
ば
、
す
こ
し
は
や

さ
し
く
な
る
で
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
よ
う
に
背
が
低
く
て
、
丸
顔
の
タ
イ
プ
の
人
に
、

陰
性
病
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
陰
性
病
の
人
は
、
小
さ

い
時
か
ら
陰
性
の
毒
が
入

っ
て
い
る
か
ら
、
だ
い
た
い
顔
は

細
く
て
長
い
で
す
。

親
が
陽
性
だ

っ
た
ら
、陰
性
の
食
べ
物
を
摂
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
で
、
生
ま
れ
て
く
る
子
供
は
陰
性
な
子
が
多
い
ん
で
す
。

あ
な
た
の
娘
さ
ん
は
、
う
り
ぎ
ね
顔
で
す
ね
。
食
事
の
お
よ

ぼ
す
影
響
が
い
か
に
大
き
い
か
、
そ
し
て
大
事
か
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。

子
供
の
立
場
か
ら
言
え
ば
、
親
が
偶
然
に
も
貧
乏
で
、
粗

食
を
し
て
い
た
ら
幸
い
っ
て
わ
け
で
す
。
な
ま
じ
金
が
あ

っ

て
美
食
で
も
さ
れ
て
い
た
ら
悲
劇
で
す
よ
ね
。
ま
あ
、
こ
う

い
う
考
え
方
も
、
無
双
原
理
を
学
ん
で
、
玄
米
を
ガ
ッ
チ
リ

食
べ
な
い
と
、
正
確
に
理
解
す
る
の
は
難
し
い
か
ら
、
と
に

か
く
し
っ
か
り
と
や
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

Ｑ
／
は
い
。
今
ま
で
の
こ
と
を
確
認
し
た
い
の
で
す
が
、

要
は
、
い
ろ
い
ろ
な
陰
性
の
も
の
を
摂

っ
て
、
同
時
に
ゴ

マ

塩
で
締
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

―
―
そ
う
で
す
。
あ
ま
り
塩
気
が
い
ら
な
い
と
い
っ
て
も
、

ゴ

マ
塩
だ
け
は
摂
り
ま
す
。
脂
肪
が
と
れ
る
と
、
皮
膚
だ
け

が
た
る
ん
で
み
に
く
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
ゴ

マ
塩
で
締
め
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
あ
な
た
も
、

き

っ
ち
り
と
食
箋
を
守

っ
て
や
れ
ば
、
け

っ
こ
う
や
せ
ま
す

よ
っ
気
を

つ
け
て
や

っ
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
／
が
ん
ば
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（昭
和
５４
年
７
月
８
日
の
健
康
相
談
講
習
会
よ
り
。
文
責
／

曽
我
部

一
美
子
　
注

・
食
箋
は
夏
向
き
の
も
の
で
す
か
ら
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。）
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●10部購入の方には

1部無代進呈

ミネ
継9争 |:是鎗8操「赤穂の天塩」

し_‐―́́
´́́ ´́́｀

塩の生命は

海水が自然にもつ成分

ミネラル等の独特の

パランスにあります

塩の微量成分は

食品の仕上りや味に

決定的な役割りを

果たします

◆昔から塩が作られていた塩田は、昭和
46年全面廃止され、工場大量生産方式

(イ オン交換膜製塩法)にかわりました。

◆その結果、塩は、NaC1 99%以 上の精製
されたものになりました。

◆自然塩復活を願う日本 CIは じめ各界
のご協力により生れた「赤穂の天塩」

は、食生活の原点としての灯をともし
つづけております。

靭 射自然塩普及協会
東京都新宿区百人町2丁目24番6詈 〒160
803・ 364 。2721

●機関誌、月刊「75回転」発行

●玄米人 (ヨ ネヒト)く らぶ一―玄米供給会

員告嗜度  特典多数あり。′ 今秋発足
●料理、自然医学、ヨガ、姓名学などの教室

●無農薬、有機、自然農法の運動、供給、販売

●自然塩 (天然海塩)の 自主流通運動など
くわ しくは「75回転」 をご覧になるか、

電話でお問い合せ くだ さい。

チャンス/独立を志す意欲のある人/

味穂では今、ヨネヒトを募集中。

話の好 きな、販売の好きな、明 るい人を探 して

います。性別・年齢は間いません。各教室に参

加 しながら勉強ができ、実力が養 えます。

将来店をもってマクロの運動 とい う人には、開

店から経営 まで、味穂の全てを開放 します。

●問い合せ 下記へどうぞ。

価ボ防kl随
…
}事務局

〒192東京都八王子市天神町18 扶桑マンション101号 電話 0426(26)6295



天
然
海
塩
配
布
、認
知
〃

各
地
よ
り
続
々
、
申
し
込
み
―

昭
和
５４
年
■
月
、
天
然
海
塩
の
製
造
許
可

は
お
り
た
も
の
の
、
生
産
塩
は
廃
棄
、
無
料

配
布
も
あ
い
な
ら
ぬ
、
と
い
う
キ
ビ
シ
イ
条

件

つ
き
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
今
年
１
月
の
塩
の
会
の
タ
ワ
ー

式
塩
払

い
下
げ
陳
情
、
２
月
の
参
議
院
大
蔵

委
員
会
で
の
九
谷
金
保
議
員
の
嬰
請
、
研
究

日
本
食
用
塩
研
究
会

会
か
ら
の
直
接
交
渉
に
よ

っ
て
、
４
月
に
は

大
島
研
究
所
内
で
の

″自
家
消
費
″
が
認
め

ら
れ
た
。

（
『
い
の
ち
と
海
」
１９
１
２０
号
に

詳
細
あ
り
）

と
こ
ろ
が
こ
の

″自
家
用
塩

″
も
、

「自

家
用
の
み
に
使

い
、
他
に
譲

っ
て
は
な
ら
な

い
」
と
い
う
タ
テ
マ
エ
と
な

っ
て
お
り
、
公

け
に
、
自
由
に
配
布
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
し
か
も
、
使
用
交
付
量
は
研
究
員
と

そ
の
家
族
１
人
に
つ
き
年
間
１２
キ
ロ
グ
ラ
ム

と
い
う
少
量
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

配
布
を
公
表
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
条
件

で
は
、
と
て
も
会
員
拡
充
は
望
め
な

い
。

そ
こ
で
７
月
２８
日
、
塩
出
啓
典
議
員
の
仲

介
で

″上
申
書
″
を
提
出
し
た
。
そ
の
内
容

は
概
略
、
次
の
よ
う
な
も
の
。

『私
ど
も
は
昭
和
５４
年
■
月
に
塩
製
造
許
可

を
受
け
ま
し
た
が
、　
″生
産
塩
は
廃
棄

″と
い

う
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
塩
が

国
家
専
売
で
あ
る
と
は
い
え
、
文
字
通
り
汗

の
結
晶
と
も
い
う
べ
き
試
作
塩
を
海
中
に
投

棄
す
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
痛
恨
に
耐
え
な

い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
非
合
理
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
日
本
各
地
の
会
員
か
ら
は
、
こ
の

貴
重
な
試
作
塩
を
ぜ
ひ
と
も
人
手
し
た
い
と

い
う
嘆
願
が
誘
漱
と
し
て
起
き
つ
つ
あ
り
ま

す
。
浄
財
を
提
供
し
て
会
を
支
え
て
く
れ
て

い
る
会
員
の
切
実
な
希
望
を
か
な
え
、
海
洋

に
返
す
か
わ
り
に
、
会
員
が
こ
の
試
作
塩
を

活
用
で
き
る
よ
う
ご
勘
案
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
』

こ
う
し
て
、
行
政
的
な
手
続
き
は
ど
う
す

る
か
と
い
う
実
務
の
問
題
は
あ
る
が
、
と
も

か
く
、
ベ
ム
員
配
布

（会
員
に
よ
る
自
家
消
費
）

は
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
８
月
１８
日
、
朝
日
新
聞

が
全
国
的
に
報
道
し
た
た
め
、
以
前
か
ら
の

た
び
重
な
る
新
聞
、
雑
誌
、
テ
レ
ビ
の
紹
介

記
事
と
あ
い
ま

っ
て
、
タ
ワ
ー
式
天
然
海
塩

は
急
速
に
注
目
を
浴
び
る
こ
と
と
な

っ
た
。

新
間
を
読
ん
だ
人
、
テ
レ
ビ
を
見
た
人

、
ク

チ
コ
ミ
で
知
っ
た
人
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
問
い

合
せ
が
絶
え
な
い
。

天
然
海
塩
配
布
を
決
定

／

こ
う
し
た
要
求
に
こ
た
え
る
た
め
、
研
究

会

で
は
上
記
要
領
で
天
然
海
塩
を
配
布
す
る

こ
と
を
中
し
合
わ
せ
た
。

種   別 配 布 予定 量 配 布 方 法

正 会 員 1 1コ につき12kg
原則 として年2回

6 kgずつ郵送

賛助会員 l kg 会費納入時に郵送

特  別
賛助会員

6 kg

*上記Ad布量は梱包重量を含んだもので、実

量は約 5%少 なめです。
*塩は大島研究所より別送となりますので、

会費領収より遅れます。

●
日
塩
研
こ
と
日
本
食
用
塩
研
究
会
は
、

食
用
塩
の
現
状
を
憂
い
、
国
民
の
健
康
を

危
ぶ
む
有
志
の
会
費
と
寄
付
、
労
力
提
供

に
よ

っ
て
運
営
さ
れ
て
お
り
、
な
ん
ら
の

特
定
の
資
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
様
に
お

納
め
い
た
だ
い
た
会
費
は
、
研
究
資
金
、

会
誌
の
発
行
、
普
及
運
動
の
経
費
に
当
て

ら
れ
ま
す
。

●
皆
様
に
お
送
り
す
る
塩
は
、
日
塩
研
大

島
研
究
所

（東
京
都
大
島
町
）
で
開
発
し

た
タ
ワ
ー
式
天
然
製
塩
法
に
よ

っ
て
製
造

さ
れ
た
も
の
を
無
料
で
お
配
り
す
る
も
の

で
、
会
費
相
当
の
価
格
で
販
売
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
タ
ワ
ー
式
製
塩
法
は
現
在
な
お
研
究
の

中
途
で
あ
り
、
本
格
的
な
生
産
に
入

っ
て

い
ま
せ
ん
の
で
生
産
量
は
限
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
た
が

っ
て
皆
様
の
ご
要
望
に
十
分

に
そ
え
な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
し
ば
ら

く
ご
辛
抱
い
た
だ
き
、
研
究
完
成
ま
で
ご

助
力
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。
な
お
配
布

量
は
設
備
の
拡
充
に
と
も
な
い
増
加
す
る

予
定
で
す
。

●
以
上
、
よ
く
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ひ
と

り
で
も
多
く
の
方
が
入
会
し
て
く
だ
さ
り

早
期
に
研
究
段
階
を
完
遂
し
、
量
産
体
制

が
と
れ
ま
す
よ
う
ご
助
力
お
ね
が
い
し
ま

＋，
。
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
大
盛
会

／

現
地
大
島
で
開
催
さ
れ
る

去
る
８
月
２４
日
（
日
）、
伊
豆
人
島
に
あ
る
日
塩
研
大
島
研
究
所
近
く
の
間
伏
文
化
会
館
で
、

″
い
の
ち
を
守
る
た
べ
も
の
と
塩
″
と
い
う
テ
ー
マ
で
第
４
回
食
用
塩
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行

な

っ
た
。
当
日
は
各
地
よ
り
約
１３０
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
大
盛
会
で
あ

っ
た
。
ま
た
夕
食
後

の
親
睦
会
に
は
ほ
と
ん
ど
全
員
が
参
加
し
、
居
残
り
組
は
明
け
方
ま
で
続

い
た
。

Ｉ
Ｌ
■
Ｆ

ど
の
く
ら
い
の
人
が
、
２
泊
３
日
を
か
け

て
大
島
ま
で
来
て
く
れ
る
か
、
予
想
が

つ
き

が
た
か

っ
た
が
、
フ
タ
を
開
け
て
み
る
と
、

期
待
以
上
の
人
数
が
集
ま

っ
て
く
れ
、
む
し

ろ
会
場
の
心
配
を
す
る
ほ
ど
だ

っ
た
。

最
初
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト

イ
シ
制
作
の
『地
球
の
羊
水
―
塩
』
の
ビ
デ
オ

上
映
。

つ
づ

い
て
、
実
験
現
地
の
見
学
と
説

明

〔写
真
②
〕
。
次
に
昼
食
と
試
食
会

〔写

真
①
〕
。
タ
ワ
ー
式
塩
と
公
社
塩
の
キ

ュ
ー

リ
の
浅
漬
け
の
た
べ
比
べ
、
サ
ラ
ダ
、

ハ
ム
、

ゆ
で
ナ
ス
も
登
場
。

午
後
か
ら
は
講
演
会

〔写
真
③
〕。武
者
宗

一
郎

「お
そ
る
べ
き
食
品
汚
染
と
塩
」、
三
木

成
夫

「胎
児
の
発
生
と
海
」
、
川
島
四
郎

「
マ

ダ
ガ
ス
カ
ル
島
の
製
塩
」
、竹
内
直

一

「
い
の

ち
と
く
ら
し
を
守
る
運
動
と
塩
」、佐
伯
吉
野

「タ
ワ
ー
塩
と
塩
の
会
」、
谷
克
彦

「塩
問
題

と
生
命
観
の
変
革
」
と
続

い
た
。
暑

い
中
、

と
き
に
は
暗
幕
を
開
め
て
熱
聞
。
最
後
は
上

■
天
然
海
塩
の
配
布
を
受
け
る
に
は

次
の
い
ず
れ
か
の
会
員
に
な

っ
て
く
だ
さ

れ
ば
、
ど
な
た
で
も
配
布
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

（
案
内
洋
無
料
送
付
）

Ａ

ｌＥ
会
員
―
―
年
会
費
１２
万
円
。月
割
分
納
可

Ｂ
賛
助
会
員
―
―
年
会
費
６
千
円
。

Ｃ
特
別
賛
助
会
員
―
―
年
会
費
６
万
円
。
半
年

分
納
可
。

人
会
申
込
み
は
、
①
氏
名
　
②
フ
リ
ガ
ナ

③
郵
便
番
号
　
④
住
所
　
⑤
連
絡
先
電
話
番

日″
　
を
よ
み
や
す

い
字
で
お
書
き
の
上
、
郵

便
振
替
ま
た
は
現
金
書
留
で
次

へ
お
送
り
く

だ
さ

い
。

＊
人
会
者
に
は
会
誌
「
い
の
ち
と
海
』を
お

送
り
し
ま
す
。
（隔
月
刊
）

＊
誌
友
会
員
は
廃
止
し
ま
し
た
。

社
団
一Ｔ
‐５‐
電
話
郵
便

本
典
昭

「日
本
の
若
者
た
ち
は
今
」
上
映
。

親
睦
会
で
は
、
時
間
切
れ
の
た
め
で
き
な

か

っ
た
質
疑
応
答
と
、
各
人
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
語
ら
れ
た
。

※
講
演
内
容
な
ど
詳
し
い
こ
と
は

『
い
の
ち

と
海
』
に
連
続
掲
載
予
定
。

刺掛純削槻剛期崚町１１の５
一

〇

３

・
４

６

９

ｏ
７

６

３

５

一

振
替
　
東
京
０

・
９
０
４
０
７

一
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題を呼ぶ、タワー式天然海塩
昨年11月 の “公開"以来、たびたび新聞、テレビのマスコミ、多くのミ=コ ミに登場して関心を集めてい

るタワー式天然海塩だが、この夏、さらに拍車がかかった。月 F」『流動」8月号 (巻頭グラビア5ペ ージ)を

皮切りに、『専門料理』 8月号 (グラビア6ページ、解説2ページ)、 『内外タイムス』7月 15日 (第 1面 に

中山千夏氏と『話の特集』編集長矢崎泰久氏との対談)と 続き、8月 に入って『文芸春秋』9月 号 (巻頭グ

ラビア7ページ)、 朝日新聞8月 18日 (タ ワー式塩の会員配布 “認知"を報道した大ニュース。左頁参照 )テ

レビ朝日8月 22日 『女の目』 (塩の会代表・佐伯吉野氏と中山千夏氏との塩談議)、 NHK8月 29日 『関東ネ

ットワーク」 (シ ンポと大島研を詳細放映)、 朝日新聞8月 29日 (下段参照,東日本は9月 2日 )と 続いた。

1980年 鯛和55年 )8月 29日 金曜日 朝 ロ 新 関

「
海
こ
そ
生
命
の
ふ
る
さ
と
、

海
水
の
も
つ
い

っ
さ
い
の
成
分
を
合
ん
だ
塩
こ
そ
人
間
の
体
に
必
要
。
専
売
公
社
の
作
る

．
化
学
薬
品
″
の

よ
う
な
塩
の
押
し
つ
け
は
ゴ
メ
ン
だ
。
本
物
の
塩
を
取
り
戻

そ
う
′
」
―
―
こ
ん
な
趣

旨
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
い
の
ち
を
『
る

た
べ
も
の

と

塩
」
が
、
二
十
四
日
伊
豆
大
島

（
東
京
都
大
島
町
）
の
間
伏

（
ま
ぶ
し
）
に
あ
る
間
伏
文
化
会
館
で
開
か
れ
た
。

家

の出
民
晏
奥
の　
　
　
　
公
社
の
化
学
製
造
に
反
発
　
量「残
耀
墜
艇

乱
別
　
　

佐
仙
吉
野
さ
ん
、
同
研
究
会
大
島
研
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
の
中
の
生
活
で
あ

っ
た
こ
と
、
そ

〕́
〕̈
〕〕〕　〕　ｍ　　動　　　　　　　．　　た」な」̈
議嘱）　　　　̈

［』］嗽』レ』』げ麟］一勒妨蝉勒靱轟彎

公
　
　
社
　
　
塩
　
　
　
　
　
　
自
　
然
　
塩

　

　

売
さ
れ
て
い
る
。

公
社
塩
と
タ
ワ
ー
式
天
然
海

塩
を
使

っ
た
キ

ュ
ウ
リ
の
つ

け
物
を
食
べ
比
べ
る
参
加
者

た
ち
。
天
然
海
塩
を
使

っ
た

豚
の
ハ
ム
、
ベ
ー
コ
ン
な
ど

も
試
食
し
た

（伊
豆
大
島
の

間
伏
文
化
会
に
で
）

る
。
こ
れ
を
三
、
四
回
線
り
返
す
。

次
に
な
発

・
結
品
施
に
二
―
三
週

間
放
置
し
て
締
出
さ
せ
る
。
そ
の
間

に
は
、
ろ
過
し
て
馘
水
中
の
不
純
物

を
取
り
除
く
過
程
も
合
ま
れ
る
。

最
後
は
、
湿
気
を
含
ん
だ
こ
の
結

品
塩
を
さ
る
に
入
れ
て
ニ
ガ
リ

（
苦

汁
）
を
落
と
し
、
さ
ら
に
洗
た
く
機

の
脱
水
機
に
か
け
て
し
ば
り
切
る
作

業

。
ニ
ガ
リ
は
多
す
き
る
と
塩
が
苫

く
な
る
が
、
洒
度
に
合
ま
れ
る
と
微

妙
な
味
わ
い
に
つ
な
が
る
。

こ
こ
の
人
然
海
塩
は
、
日
本
の
千

三
百
年
の
製
塩
史
上
、
人
日
の
み
に

よ
る
理
塩
が
初
め
て
成
功
し
た
も
の

で
、
事
売
公
社
も
強
い
要
望
に
こ
た

え
て
、
よ
う
や
く
今
秋
か
ら
研
究
会

の
会
颯
に
配
“

ｏ
使
用
を
認
め
る
と

こ
ろ
ま
で
護
歩
し
て
き
た
。

研
究
所
支
え
る
若
者

大
島
研
究
所
で
は
四
十
三
歳
の
谷

克
彦

所
長
の
下

で
阪
本

重
裕

さ
ん

（′し

、
武
丼
陽
興
さ
ん
全
０
、
石
岡

敬
三
さ
ん
↑
し
が
現
場
の
潮
痴
に
や

か
れ
て
い
る
。
東
京
と
大
島
を
往
復

す
る
事
務
局
の
愛
原
有
鋭
さ
ん
全
０

を
合
め
、
支
え
て
い
る
の
は
上
に
召

い
人
た
ち
だ
。
ミ
ナ
マ
タ
の
映
画
を

撮
り

続
け
る

土
木
典
昭

氏
は

昨
年

「
若
者
た
ち
は
い
ま
」
と
い
う
二
十

分
も
の
の
記
録
映
画
を
作

っ
た
が
、

そ
の
最
後
は
こ
の
塩
づ
く
り
の
若
者

た
ち
の
活

動

記

録

で

締
め
て
く

っ

た
。
土
本
氏
も
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参

加
し
、
映
画
も
上
映
さ
れ
た
。

「
こ

の
塩
づ
く
り
は
ミ
ナ

マ
タ
と
と
も
に

日
本
に
本
当
の
海
を
取
り
戻
す
仕
事

だ
」
と
土
本
氏
は
語

っ
た
。
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伊
豆
大
島
で
ふ
ん
だ
ん
な
海
水
と
太
陽
熱
を
利
用
し
た
食
用
塩
づ
く
り
を
試
み
て
き
た
民
間
の
同
好
グ
ル
ー
プ
に
、
日
本
専
売
公
社
が
近
く
製
品
の
会
員
配

石
を
認
め
る
こ
と
に
な
っ
た
．
全
国
の
家
庭
で
食
卓
に
の
ば
り
、
ま
た
ミ
ソ
や
シ
ョ
ウ
ユ
の
原
料
と
し
て
も
使
わ
れ
る
食
用
塩
は
、
公
社
が
認
め
た
特
定
業
者

が

一
定
の
方
法
で
大
量
生
産
す
る
規
格
品
に
限
ら
れ
、
そ
れ
以
外
の
任
意
の
塩
づ
く
リ
ー
製
品
配
布
は
こ
れ
ま
で
専

売

法
で
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
き
た
。
現

段
階
で
は
ま
だ
、
全
国
に
散
ら
ば
る
三
、
四
千
人
の
同
好
会
員
、
家
族
向
け
へ
の
許
可
だ
け
で
、

一
般
の
流
通
経
路
に
乗
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
自
家
製
塩
の

「
認
知
」
は
明
治
以
来
の
塩
専
売
制
史
上
初
め
て
。
「
お
い
し
く
な
い
」な
ど
、
と
か
く
の
論
議
が
あ
る
公
社
塩
の
品
質
に
も
、
新
た
な

一
石
を
投
じ
そ
う
だ
。

自家製塩の使用OK
公社、苦い顔で初認可

「お
い
し
さ
論
争
」
に
も

一
石

早
け
れ
ば
九
月
に
も
公
社
か
ら
自
家

製
塩
の
会
員
配
行
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
は
、

「
社
団
法
人

ｏ
日
本

食
用
塩
研
究
会
」

（
東
京
都
渋
谷
区
大

山
町

一
一
、
会
長

・
武
者
宗

一
郎
大
阪

府
立
大
教
授
）
。
同
会
の
活
動
は
、
四

十
六
年
以
来
個
人
的
に
自
然
塩
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
き
た
谷
克
彦
常
任
理
事

倉
一し
＝
東
京
都

大
島
間
伏
＝

を
支
援

す
る
形
で
始
ま
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
同
時

期
、
公
社
の
製
塩
法
が
海
水
の
塩
分
を

イ
オ
ン
交
換
膜
で
濃
縮
す
る
方
式
に
変

わ
り
、消
費
者
団
体
か
ら
「新
方
式
に
よ

る
塩
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
分
が
減
っ
て
健
康

に
良
く
な
い
」

「
つ
け
も
の
が
よ
く
つ

か
ら
な
い
」

「
ウ
メ
ボ
シ
に
カ
ビ
が
は

え
や
す
い
」
な
ど
の
反
発
が
出
た
。
天

野
慶
之
東
京
水
産
大
学
長
、
今
枝

一
男

星
楽
科
大
教
授
、
日
本
消
費
者
連
盟
の

竹
内
直

一
代
表
ら
が
発
起
人
に
名
を
通

ね
て
会
を
設
立
、
健
康
食
品
に
関
心
を

持
つ
主
婦
ら
に
も
ロ
コ
ミ
で
伝
わ
り
、

自
然
塩
運
動
と
し
て
広
が
っ
た
。

現
在
、
伊
豆
大
島
間
伏
の
海
岸
で
谷

氏
ら
が
試
み
て
い
る
の
は
、
太
陽
熱
と

風
を
頼
り
と
す
る

「
タ

ワ

ー
式

■
塩

法
」
。
海
水
を
ポ
ン
プ
で
タ
ン
ク
に
吸

い
上
げ
、
自
然
傾
斜
を
使

っ
て
軽
量
プ

ロ
ッ
ク
三
百
個
を
積
ん
だ
高
さ
六
炉
の

蒸
発
塔
四
基
に
流
し
込
む
。
吸
水
力
が

強
い
プ
ロ
ッ
ク
を
ゆ

っ
く
り
通
過
す
る

間
、
南
海
の
強
い
日
差
し
で
水
分
を
蒸

発
さ
せ
、
製
塩
す
る
。
こ
の
や
り
方
だ

と
、
①
火
力
を
用
い
な
い
の
で
、
塩
叱

ナ
ト
リ
ウ
ム
濃
度
が
八
〇
修
そ
こ
そ
こ

に
抑
え
ら
れ
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
カ
リ

ウ
ム
な
ど
や
多
純
の
ア
ミ
ノ
酸
が
多
く

残
り
、
海
水
中
の
自
然
な
元
素
存
在
比

が
崩
れ
な
い
②
全
工
程
で
石
油
な
ど
の

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一〓
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軽 量 プ ロ ックを積 み上 げ た蒸 発 塔 を使 っ

た タ ワ ー式 製塩  =伊 豆 大 島 間伏海岸 で

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
し
な
い
１
１
な
ど
イ

オ
ン
交
換
膜
方
式
の
公
社
塩
に
は
な
い

利
点
が
あ
る
、
と
い
う
の
が
谷
氏
ら
の

主
張
だ
。

こ
の
製
塩
法
は
、
わ
が
国
の
製
塩
業

に

大
き
く

貢

献
し
た

故
芝
喜
代
二
氏

が
、
石
油
が
枯
渇
す
る
時
代
を
見
越
し

て
三
十
年
代
に
発
案
し
た
が
、
実
用
化

に
至
ら
な
か
っ
た
も
の
。
も
と
も
と
は

原
子
物
理
学
者
だ
っ
た
谷
氏
が
こ
の
考

え
を
受
け
継
ぎ
、
伊
豆

・
下
日
、
湯
河

原
、
沖
縄
各
地
の
洞
く
つ
な
ど
に
寝
泊

ま
り
し
な
が
ら
浜
辺
で
小
規
模
な
基
礎

実
験
を
重
ね
た
。
五
十

一
年
暮
れ
か
ら

は
家
族
と
も
ど
も
伊
豆
大
島
に
移
り
住

み
、
脱
サ
ラ
の
助
手
ら
も
加
わ
っ
て
本

格
的
な
研
究
に
入

っ
た
。
昨
年

一
年
間

の
製
塩
実
績
は
、
海
水

一
ント
当
た
り
三

十
ず
、
し
め
て
二

・
八

ント
．

専

売
公

社
は

谷
氏
ら
の
製
塩
に
対

し
、
学
術
推
進
の
立
場
か
ら
試
験
研
究

に
限
り
昨
年
十

一
月
に
実
験
製
造
を
許

可
し
た
が
、
で
き
た
塩
は
す
べ
て
海
へ

投
棄
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
た
。
こ
の

た
め
、
消
費
者
グ
ル
ー
プ
二
十
六
団
体

で
つ
く
る

「
塩
の
会
」
な
ど
が
払
い
下

け
の
陳

情

を

繰
り
返
し
た
．
今
年
四

月
、
ど
う
に
か
自
家
消
費
の
許
可
が
お

り
、
製
造
に
た
ず
さ
わ
る
研
究
者
と
家

族
十

一
人
に
年
間

一
人
十
二
ｒ
ま
で
使

用
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
食
用
塩

研
究
会
の
会
員
か
ら
は
許
可
の
わ
く
を

広
け
、
〈
委
員
に
よ
る
使
用
を
可
能
に
す

る
よ
う
望
む
声
が
強
く
出
さ
れ
、
公
社

側
も

「
せ
つ
か
く
つ
く
っ
た
も
の
を
投

棄
さ
せ
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
」
と
の

見
地
か
ら

配
布
を
認
め
る

こ
と
に
し

た
。現

在
、
専
売
公
社
の
塩
に
は
、
家
庭

で
調
味
料
に
使
う
食
塩
、
つ
け
も
の
な

ど
に
使
う
並
塩
、
そ
し
て
輸
入
原
塩
を

化
学
楯
製
、
加
工
し
た
精
製
塩
な
ど
が

あ
り
、
い
ず
れ
も
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
濃

度
は
九
五
―
九
九
％
。

一
方
、
自
然
塩

と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
音
な
が
ら
の
入

り
浜
式
理
法
に
よ
る
伊
勢
神
宮
の
塩
、

観
光
用
に
ひ

っ
そ
り
残
っ
て
い
る
能
登

の
塩
な
ど
で
、
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
濃
度

は
八
五
―
九
〇
り
と
低
い
。
こ
れ
ら
の

塩
は
お
い
し
い
と
定
評
は
あ
る
が
、
特

鉄
な
時
期
に
、
少
量
し
か
つ
く
ら
れ
て

い
な
い
。

あ
く
ま
で
も

異
例
の
措
置

杉
山
幹
雄
専
売
公
社
関
東
支
社
塩
事

業
部
長
の
話
　
あ
く
ま
で
自
家
用
と
し

て
認
め
た
も
の
で
、

一
般
の
流
通
経
路

に
の
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
タ
ワ
ー

式
は
能
率
が
悪
く
、
小
規
模
の
製
塩
し

か
で
き
な
い
。
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
濃
度

は
高
い
方
が
良
い
と
考
え
て
お
り
、
タ

ワ
ー
式
で
つ
く

っ
た
塩
は
昔
で
い
う
五

等
塩
程
度
だ
。
た
だ
、
せ
つ
か
く
会
員

が
お
い
し
い
と
お

つ
し
や
つ
て
る
こ
と

だ
し
、
全
国
的
な
需
給
に
混
乱
が
な
け

れ
ば
と
考
え
、
異
例
の
配
布
を
認
め
る

こ
と
に
な

っ
た
。
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健
康
を
守
る
長
命
の
酒

自

然

酒

無
肥
料
、
無
農
薬
の
自
然
米
を
原
料
と
し
て
、

防
腐
剤
、
増
量
ア
ル
コ
ー
ル
、
ブ
ド
ー
糖
、
化

学
薬
品
等

一
切
入

っ
て
お
ら
ず
、
出
来
上

っ
た

ま
ま
を
ビ
ン
詰
め
に
し
た
貴
重
な
お
酒
で
す
。

十
本
単
位
に
て
全
国
に
発
送
い
た
し
ま
す
。

笹
の
井

金
　
宝

二
級
税
率
適
用

一
級
税
率
適
用

一
七
〇
〇
円

二

一
〇
〇
円

八 八
り |ノ
ン  ソ

ト  ト
リレ  リレ

代
金
前
払
い
、
送
料
着
払
い
。

○
振
替
／
大
阪
九
五
二
五
九
　
大
喜
酒
販

住
友
銀
行
当
座
／
二
三
四
四
五
五
　
太
摯
汎
腕

大

喜

酒

販

調
輝

螺

挺

廿
贔

鳥

農園つき長寿村分譲のご案内
〈概 要〉
矢の沢フアミリークラブは、昭和50年 に東日本医

師協同組合より医師会村の推薦を受けた、約 300

ヘクタール(100万坪)の 自然豊かな土地を所有し、

昭和47年 より、そこに日本一の長寿村建設を目指

して無農薬による食糧の生産をはじめとする独特

なリゾー ト造りを進めております。現在の会員数

は大学教授、医師、自然食品愛好家など、文化人

約180人の相互紹介により占められております。

く位 置〉
山形県東置賜郡川西町大字玉庭長者沢6550

く施 設〉
電話 電気 水道 テニスコート 庭園 管理ハ

ウス 食堂 宿泊施設 農場 (水田 3万坪、畑 3

万坪、果樹園 1万坪、養魚沼数力所)

〈価 格〉
長寿オす=1区画 330ポ  100万～300万 円

農園=1区画 330r 50万 円

く問合せ先〉 くわしい資料を送ります。

〒 99鮮03 山形県東置賜郡川西町大字玉庭3994

ダイヤモンド食品榊  矢の沢ファミリークラブ

TEL 02384-8-2509(担 当 :貝沼)

―

`澪

。 。 ま

―

一

―
一

― -OXじ

X'**求 3X3"く ス ´ *

地震災害の少なし`

く10の特長〉

1.100万坪に500家族の限定会員制です。

2.長寿村の建設を目指 して静かな保養地造り

をしております。

3.将来の子供達の健全な心身を養う野外研修

センター (‐流の教授陣による夏季・冬季講

習、英語大学)造 りを計画しております。

4.イ子来の食糧不足に備えて 500家族全員が自

給自足できる農場造りを着々と進めておりま

す。 (現在すでに無農薬米等を供給中)

5.自 然 を大切にし、理解 し、自然の恩恵を享

受できる人達のみの保養地です。

6.温泉源が自然湧水しています。将来、長寿

への温泉療法を考慮中です。

7.山菜、きのこの宝庫で、会員の方なら自由

に採取できます。

8.ク ラブハウス、各種スポーツ施設、陶芸村

などの施設を充実します。

9。 まもなく新幹線が完成 しますと、東京より

2時間で当地に着きます。

10.山形県・川西町公認の山形県唯―の高原保

養地です。
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桜沢里真
か ん|  な | づ き

紳‐無|1月・の会1養1普1木1料1理
(マクロビオテイック・クッキングサロン)

一● 鉤 |

|ヽ■■●|… ⅢⅢだ
'

ブ
渕 ::

一、
御
飯

二
、
前
菜

二
、
吸
物

四
、
向
う
附

五
、
口
取

（八
寸
） 玄

米
ご
飯

コ
ー
ヤ
昆
布
巻
き

大
和
芋
磯
巻
き
揚
げ

大
和
芋
香
り
巻
き
揚
げ

ソ
ー
メ
ン
、
庄
内
送

冬
瓜
ふ
ろ
ふ
き

大
和
芋
庄
内
送
巻
き

蓮
根

い
ん
ろ
う

コ
ー
ヤ
サ
ン
ド

六
、
進
肴
　
　
　
厚
揚
げ

は
さ
み
揚
げ

ひ
り
ょ
う
ず

七
、
赤
出
し
　
　
ト
ー
フ
、
ワ
カ
メ
、
冬
瓜

〈
、
箸
洗
い
　
　
梅
干
し
、
青
じ
そ

れ
、
香
の
も
の

今
月
は
普
茶
料
理
を
食
養
的
に
組
み
立
て

て
み
ま
し
た
。
普
茶
料
理
の
順
序
で
は
、
ご

飯
は
後
で
出
し
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
先
に
い

た
し
ま
し
た
ｃ
私
達
食
養
家
は
、
ど
う
し
て

も
ｌｉ
食
と
共

に
項
く
く
せ
が

つ
い
て
い
ま
す

の
で
、
型
や
ぶ
り
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
組
み
合
せ
、
食

べ
方
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
お
好
み
で
自
由

に
に
夫
さ
れ
た
ら

よ

い
レ
し
―‐ｌ
ｔ
い
↓
ｔ
”
。

通
常
、
食
養
で
は
、
副
食

の
を
は
卜
食

の

３
分

の
１
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
う

い
う
普

茶
料
理
は
ご
く
た
ま

に
頂
く
特
別
食
で
、

‐‐
―リ

食

の
を
が
ぐ

っ
と
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
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れ
を
よ
く
心
得
て
召
し
Ｌ
が

っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思

い
ま
す
。

夏
も
過
ぎ
、
秋
の
気
配
が
こ
く
な
り
ま
し

た
。
季
節
に
合
わ
せ
て
、
食
物
の
料
理
法
、

頂
き
方
を
卜
分
に
二
夫
し
、
自
分
の
健
康
は

自
分
で
管
理
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

÷
玄
米
ご
飯

●
材
料

（４
人
前
）
＝
玄
米

（カ
ッ
プ
３
）
、

水

（カ
ッ
プ

３
．
６
Ｘ
塩

（小
さ
じ
〓
）

Ｃ
玄
米
は

一
、
三
度
水
洗

い
し
て
、
ぎ
る
に

上
げ
、
水
を
き
っ
て
お
く
。

Ｃ
材
料
を
圧
力
鍋
に
入
れ
、中
火
に
か
け
る
。

重
り
が
ガ
タ
ガ
タ
と
回

っ
て
き
た
ら
、
ご
く

弱

い
火
に
す
る
。
２８
，
３０
分
し
た
ら
火
を
止

め
、
４
、
５
分
蒸
ら
し
て
圧
力
を
抜
く
。
蓋

を
と
り
、
し
ゃ
も
じ
返
し
を
す
る
。

※
カ
ム
カ
ム
鍋

（陶
器
製
の
内
鍋
、
オ
ー
サ

ワ
ジ
ャ
バ
ン
発
売
）
を
用
い
る
場
合
＝
庄
力

鍋
に
水
カ
ッ
プ
４
を
入
れ
る
。
カ
ム
カ
ム
鍋

に
材
料
を
入
れ

（水
は
米
の
５
分
増
し
く
ら

い
）
、
圧
力
鍋
の
中
に
入
れ
る
。強
火
に
か
け
、

重
り
が
回

っ
て
き
た
ら
、
ご
く
弱
火
に
し
、

４０
７
５０
分
し
た
ら
火
を
止
め
る
。
５
分
く
ら

い
蒸
ら
し
て
、
圧
力
を
抜
く
。

冷
え
た
ご
飯
を
カ
ム
カ
ム
鍋
に
入
れ

（水

は
入
れ
な
い
）
、圧
力
鍋
に
水
カ
ッ
プ
４
を
入

れ
、
重
り
が
回
り
出
し
て
１５
分
し
て
か
ら
火

を
止
め
る
。

（蒸
し
た
ご
飯
特
有
の
臭
み
が

な
く
、
と
て
も
お

い
し
く
あ
た
た
め
ら
れ
ま

す
。
）

÷
コ
ー
ヤ
昆
布
巻
き

●
材
料
＝
コ
ー
ヤ
ド
ー
フ

（わ
ら
で
つ
る
し

た
も
の
、
４
枚
Ｘ
人
参

（大
き
い
も
の
、
１

本
）
、昆
布

（
コ
ー
ヤ
ド
ー
フ
の
長
辺
の
幅

×

１０
セ
ン
チ
の
も
の
）



０
昆
布
は
水
で
さ
っ
と
煮
て
出
し
を
取
っ
た

も
の
を
用
い
る
。
コ
ー
ヤ
ド
ー
フ
は
水
に
も

ど
し
、
た
て
に
拍
子
木
切
り
に
す
る
。
人
参

も
同
じ
よ
う
に
切
る
。

②
コ
ー
ヤ
ド
ー
フ
、
人
参
を
市
松
に
な
る
よ

う
に
か
さ
ね
、
昆
布
で
か
た
く
巻
き
、
さ
ら

に
木
綿
糸
で
ぐ
る
ぐ
る
と
巻
く
。

Ｃ
鍋
に
出
し
汁
カ
ッ
プ
ー
を
入
れ
、
②
を
並

べ
、
や
わ
ら
か
く
な
る
ま
で
煮
る
。
（汁
が
な

く
な

っ
た
ら
適
宜
に
さ
す
。
）水
分
の
ま
だ
あ

る
う
ち
に
醤
油
大
さ
じ
１
で
味
を
つ
け
、
煮

付
け
る
。
木
綿
糸
を
と
り
、
適
宜
に
切
る
。

÷
大
和
芋
磯
巻
き
揚
げ

●
材
料
＝
大
和
芋
（
硼
グ
ラ
ム
）、
葛
粉

（吉

野
葛
を
す
り
つ
ぶ
し
た
も
の
、
大
さ
じ
２
）
、

塩

（小
さ
じ
÷
）
、
の
り

（１
枚
）
、し
そ
の
葉

（５
枚
）
、揚
げ
油

Ｃ
大
和
芋
は
お
ろ
し
、
葛
粉
、
塩
と
ま
ぜ
る
。

の
り
は
横
半
分
に
切
る
。

②
の
り
の
上
に
、
Ｃ
を
１
セ
ン
チ
く
ら
い
の

丸
み
で
、
細
巻
き
ず
し
の
よ
う
に
は
し
に
だ

け
の
せ
る
。
ぐ
る
ぐ
る
巻

い
て
、
巻
き
終
り

の
と
こ
ろ
に
水
を
つ
け
て
は
り
つ
け
、
よ
く

切
れ
る
包
丁
で
ポ
ン
ポ
ン
と
た
た
き
つ
け
る

よ
う
に
し
て
、
１０
個
く
ら
い
に
切
る
。

③
し
そ
の
葉
で
同
じ
よ
う
に
巻
き
、
３
個
く

ら
い
に
切
る
。

④
す
ぐ
、
②
と
③
を
‐７０
度
く
ら
い
の
油
に
入

れ
、
大
和
芋
に
色
が
つ
い
た
ら
、
紙
の
上
に

あ
げ
る
。

÷
吸
　
物

●
材
料
＝
ソ
！
メ
ン

（１
東
ヽ
庄
内
送

⌒―

枚
）
、
ュ
バ
細
巻
き

（８
個
）
、春
菊

（少
々
）
、

出
し
汁

（カ
ッ
プ
４
）
、
ュ
ズ
の
皮

（少
々
）
、

塩
、
醤
油

①
ソ
ー
メ
ン
は
４
つ
に
分
け
、
片
方
を
糸
で

か
た
く
結
ぶ
。
た

っ
ぶ
り
の
湯
で
ゆ
で
、
水

に
取
り
、
冷
え
て
か
ら
手
で
し
ご

い
て
ぬ
め

り
を
と

っ
て
、
ザ
ル
に
上
げ
て
水
を
き
る
。

②
ゆ
ば
は
熱
湯
に
さ

っ
と
通
す
。
庄
内
法
は

さ

っ
と
水
に
つ
け
、
ぬ
れ
布
巾
に
包
ん
で
し

ば
ら
く
お
く
。
し
っ
と
り
し
た
ら
、
５
ミ
リ

の
小
口
切
り
に
す
る
。
春
菊
は
塩
湯
で
さ
っ

と
ゆ
で
て
、
細
か
く
切
る
。

⑧
昆
布
と
椎
茸
で
出
し
を
取
り
、
塩
小
さ
じ

１
、
醤
油
少
々
で
味
を
つ
け
る
。
①
と
②
を

椀
に
盛
り
、
熱

い
汁
を
そ
そ
ぎ
、
花
型
人
参

を
飾
り
、
ユ
ズ
の
皮
の
み
じ
ん
切
り
を
香
り
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に
入
れ
る
。

÷
冬
瓜
ふ
ろ
ふ
き

●
材
料
＝
冬
瓜

⌒１
個
）
、
ひ
し
お
み
そ

⌒カ

ッ
プ
昔
）
、ゴ
マ
ピ
ュ
ー
レ

（大
さ
じ
２
Ｘ
椎

茸

（４
個
ヽ
出
し
汁

（カ
ッ
プ
４
）、
ュ
ズ
の

皮

（少
ι

①
冬
瓜
は
た
て
４
つ
割
り
に
し
、実
を
出
す
。

子
を
大
切
り
に
し
、
残
り
は
２
セ
ン
チ
く
ら

い
の
厚
み
に
切
る
。
椎
茸
は
真
ん
中
に
飾
り

包
丁
を
入
れ
る
。
出
し
汁
カ
ッ
プ
３
、
塩
小

さ
じ
＋
、
醤
油
大
さ
じ
１
で
、
冬
瓜
と
椎
茸

を
や
わ
ら
か
く
煮
る
。

②
ひ
し
お
み
そ
を
よ
く
す
り
、
ゴ
マ
ピ
ュ
ー

レ
を
入
れ
て
よ
く
ま
ぜ
、
出
し
汁
カ
ッ
プ
ー

で
ゆ
る
め
る
。

③
①
を
器
に
盛
る

（小
さ
く
切
っ
た
も
の
は

赤
出
し
に
用
い
る
の
で
残
し
て
お
く
）
。そ
の

上
に
②
を
流
し
、
ユ
ズ
の
皮
の
み
じ
ん
切
り

を
天
盛
り
に
す
る
。

÷
大
和
芋
庄
内
麹
巻
き

●
材
料
＝
大
和
芋

⌒小
１
個
Ｘ
庄
内
紘

（２

枚
）
、さ
つ
ま
芋

（１
本
ヽ
人
参

⌒み
じ
ん
切

り
、
大
さ
じ
３
Ｘ
グ
リ
ン
ピ
ー
ス

⌒大
さ
じ

１
）
、
の
り

（１
枚
Ｘ
塩
、
揚
げ
油

①
庄
内
送
は
ぬ
れ
布
巾
に
包
み
、
し
ば
ら
く

お
く
。
し
ん
な
り
し
た
ら
、
た
て

一
方
に
包

丁
目
を
入
れ
て
、
開
く
。

②
大
和
芋
、
さ
つ
ま
芋
は
ふ
か
し
、
皮
を
む

き
、
裏
ご
し
す
る
。
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
は
、
さ

っ
と
塩
ゆ
で
す
る
。

③
大
和
芋
、
さ
つ
ま
芋
を
ま
ぜ
、
塩
小
さ
じ

１
で
味
を
つ
け
る
。
人
参
、
グ
リ
ン
ピ
ー
ス

を
加
え
て
ま
ぜ
合
わ
せ
る
。

Ｃ
す
だ
れ
の
上
に
庄
内
法
を
ひ
ろ
げ
、
の
り

を
の
せ
る
。
そ
の
上
に
、
③
を
手
前
は
い
っ

ぱ

い
に
、
向
こ
う
側
を
３
セ
ン
チ
く
ら
い
残

し
て
、
す
し
ご
は
ん
の
よ
う
に
５
ミ
リ
の
厚

み
に
平
ら
に
の
ば
す
。
ぐ
る
ぐ
る
と
か
た
く

巻
き
、
―
．
５
セ
ン
チ
く
ら
い
に
切
る
。

÷
蓮
根
い
ん
ろ
う

●
材
料
＝
蓮
根

（細
い
も
の
、
１
本
Ｘ
大
和

芋

（庄
内
送
巻
き
の
残
り
）
、
の
り

（―
枚
）
、

梅
酢

⌒大
さ
じ
１
ヽ
出
し
汁

（カ
ッ
プ
ー
）

①
大
和
芋
に
人
参
の
み
じ
ん
切
り
少
々
を
ま

ぜ
る
。

②
蓮
根
は
外
の
う
す
皮
を
包
丁
で
こ
そ
げ
と

る
。
梅
酢
大
さ
じ
１
、
出
し
汁
大
さ
じ
２
を

ま
ぜ
あ
わ
せ
、
蓮
根
を
こ
ろ
が
し
て
よ
く
ま

ぶ
し
、
知
分
く
ら
い
お
く
。
鍋
に
入
れ
て
と

ろ
火
に
か
け
、
蓋
を
し
て
、
こ
ろ
が
し
な
が

ら
味
を
し
み
こ
ま
せ
る
。
出
し
汁
カ
ッ
プ
÷

を
加
え
、
蓋
を
と
つ
た
ま
ま
、
よ
く
煮
付
け

て
、
冷
ま
す
。

③
②
に
①
を

つ
め
、
の
り
で
巻
き
、
５
１
６

ミ
リ
の
厚
さ
に
切
る
。

÷

コ
ー
ヤ
サ

ン
ド

●
材
料
＝
コ
ー
ヤ
ド
ー
フ

（４
枚
Ｘ
人
参

（１
本
）
、
の
り

⌒２
枚
）
、し
そ
の
葉

（８
枚
）
、

地
粉

（少
々
）
、出
し
汁
、
塩
、
醤
油

①
コ
ー
ヤ
ド
ー
フ
は
湯
で
も
ど
し
、
両
手
で

そ
っ
と
水
気
を
き
る
。
人
参
は
５
ミ
リ
く
ら

い
の
厚
み
に
切
る
。

②
コ
！
ヤ
ド
ー
フ
、
人
参
を
鍋
に
入
れ
、
材

料
ひ
た
ひ
た
に
出
し
汁
を
入
れ
て
煮
る
。
塩

少
々
、
醤
油
少
々
で
う
す
味
を
つ
け
、
よ
く

煮
じ
め
る
。
人
参
は
串
が
通
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
、
す
ぐ
ひ
き
上
げ
る
。

③
コ
ー
ヤ
ド
ー
フ
２
枚
を
重
ね
て
、
た
て
２

つ
に
切
る
。
人
参
は
コ
ー
ヤ
ド
ー
フ
の
大
き

さ
に
合
わ
せ
て
切
り
、青
じ
そ
の
葉
で
巻
く
。

コ
ー
ヤ
ド
ー
フ
で
人
参
を
は
さ
む
。

①
の
り
を
コ
ー
ヤ
ド
ー
フ
の
長
辺
に
合
わ
せ

て
切
り
、
③
を
ぐ
る
ぐ
る
と
巻
き
、
地
粉
の

水
ど
き
を
つ
け
て
と

め
る
。

③
熱
し
た
油
に
④
を
入
れ
て
、さ
っ
と
揚
げ
、

斜
め
に
２
つ
に
切
る
。

※
以
上
３
品
を
盛
り
合
わ
せ
、
グ
リ
ン
ピ
ー

ス
の
青
ゆ
で
、
銀
杏
の
塩
ゆ
で
な
ど
を
串
に

さ
し
て
飾
り
、
花
型
人
参
を
色
取
り
に
添
え

スυ
。■

厚
揚
げ
は
さ
み
揚
げ

●
材
料
＝
厚
揚
げ

（２
枚
Ｘ
グ
リ
ン
ピ
ー
ス

（少
々
）
、
コ
ー
ン

（ゆ
で
た
も
の
、
大
さ
じ

３
）
、
コ
ー
フ
！

（
５０
グ
ラ
ム
ヽ
人
参

（
み
じ

ん
切
り

（少
々
）
、塩
、
油
、
地
粉

①
厚
揚
げ
は
熱
湯
を
か
け
て
油
抜
き
を
し
、

横
２
つ
に
切
る
。
切
り
回
か
ら
ス
プ
！
ン
で

中
身
を
く
り
ぬ
く
。
コ
ー
フ
ー
は
み
じ
ん
切

り
に
す
る
。

②
く
り
ぬ
い
た
厚
揚
げ
の
中
身
を
油
大
さ
じ

１
で
炒
め
、
コ
ー
フ
ー
、
コ
！
ン
を
入
れ
て

ま
ぜ
る
。
地
粉
大
さ
じ
１
を
入
れ
て
、
さ
ら

に
よ
く
ま
ぜ
、
塩
小
さ
じ
１
で
味
を
つ
け
、

グ
リ
ン
ピ
ー
ス
を
加
え
、
火
か
ら
お
ろ
す
。

③
厚
揚
げ
に
②
を
つ
め
、
地
粉
の
水
ど
き
を

ま
ぶ
す
。
中
温
の
油
で
カ
ラ
リ
と
揚
げ
て
、

２
つ
に
切
る
。

÷
ひ
り
ょ
う
ず

●
材
料
＝
ト
ー
フ

（１
‐７
丁
ヽ
人
参

（み
じ

ん
切
り
、
大
さ
じ
３
Ｘ
椎
茸

（３
個
）
、
コ
！

フ
ー

（３０
グ
ラ
ム
Ｘ
銀
杏

（８
個
ヽ
大
和
芋

⌒
５０
グ
ラ
ム
ヽ
大
根
お
ろ
し
、
塩
、
醤
油
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‐
１１ゥ
ト
ー
フ
は
水
を
切

っ
て
お
く
。
椎
茸
、
コ

ー
フ
ー
は
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。
大
和
芋
は

お
ろ
す
。

０
ト
ー
フ
を
よ
く
す
り
、
大
和
芋
、
人
参
、

椎
茸
、
コ
ー
フ
ー
を
入
れ
て
よ
く
ま
ぜ
、
塩

と
醤
油
で
う
す
味
を
つ
け
る
。

Ｃ
②
を
８
個
に
分
け
、
真
ん
中
に
銀
杏
１
個

を
入
れ
て
丸
め
て
揚
げ
る
。

※
以
上
２
品
を
盛
り
合
わ
せ
、
大
根
お
ろ
し

に
醤
油
を
入
れ
て
添
え
る
。

÷
赤
出
し

●
材

料

＝
赤

み

そ

（
６０
グ

ラ

ム

）
、
冬

瓜

（
ふ

ろ

ふ

き

の
時

、

小

さ

く

切

っ
た

も

の

）
、
ワ

カ

メ

（
３

グ

ラ

ム

）
、
ト

ー

フ

（
÷

丁

）
、
出

し

汁

（カ
ッ
プ
４
）

Ｃ
ワ
カ
メ
は
水
で
さ

っ
と
洗

い
、

る
。
ト
ー
フ
は
少
し
水
を
き
り
、

の
賽
の
目
切
り
に
す
る
。

②
出
し
汁
を
煮
立
て
、
ワ
カ
メ
を
入
れ
て
ひ

と
煮
立
ち
さ
せ
る
。
ト
ー
フ
を
入
れ
、
す
ぐ

み
そ
を
鍋
の
汁
で
と
い
て
流
し
入
れ
、
ひ
と

煮
立
ち
し
た
ら
、
椀
に
盛

っ
て
供
す
。

÷
箸
洗
い

出
し
汁
を
塩
少

々
で
う
す
味
を

つ
け
る
。

梅
干
し

（１
セ
ン
チ
く
ら

い
の
も
の
を
２
切

れ
）
と

コ
ー
ン
３
、
４
粒
を
器
に
入
れ
、
出

し
汁
を
は
り
、
し
そ
の
葉
の
み
じ
ん
切
り
を

う
か
す
。

※
こ
れ
を
頂
く
と
口
の
中
が
さ

っ
ぱ
り
し
ま

す
。÷

香
の
も
の

①
き
ゅ
う
り
を
板
ず
り
し
、
さ
っ
と
水
洗
い

し
て
、
ま
た
塩
少
々
を
ふ
り
、
重
し
を
の
せ

て
１
時
間
く
ら
い
お
い
て
か
ら
、
適
宜
に
切

ス一
。
②
か
す
漬
け
＝
前
日
、
き
ゅ
う
り
を
う
す
塩

で
つ
け
、酒
粕
の
水
ど
き
に

一
夜
漬
け
込
む
。

０
人
参
を
ぬ
か
み
そ
に
つ
け
る
。

※
以
上
３
品
を
盛
り
合
わ
せ
る
。

（
こ
の
献
立
は
７
月
中
頃
に
作
り
ま
し
た
の

で
、
カ
プ
が
無
く
、
か
わ
り
に
き
ゅ
う
り
を

細
か
く
切
　
　
用
い
ま
し
た
が
、
大
根
か
カ
プ
を
塩
漬
け
に

１
セ
ン
チ
　
　
し
て
使

っ
て
下
さ
い
Ｊ
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115

晰●道

〒76144 香川県ノ1ヽ豆島内海町 ●08798・ 2・ 2101

●ヨガ研修生募集中 ′

本部 〒 188東京都府中市分梅1-30-1 8(0423)68-1932……総合間い合せ

ヨガスクール●ひばリケ丘(西武池袋線)● 三鷹(井の頭線)● 鳥山(京王線)● 新宿 ●府中

し
い
世
界
ヘ

食
の
よ
る
こ
び
）

を
お
い
し
く

釜

特長
● いつまで も使 え る

南部鉄製 です● アル

ファー化 を持続 して

おい しく炊けます●

アル ミ製とちがって

健康安全です●昔 な

がらの本のフタで炊

きあがりの味わいは

格別です●鉄分補給

のはたらきで貧血子

防に役だちます●単

純構造で故障があ り

ません●煮 もの、炊

きもの、蒸 しもの、

メ少めもの一―なんに

でも使えます●ガス

火で使 えます。火 ま

わりはムラな くム ダ

なく経済的です●新

工夫した落としブタ式

でふきこぼれしません。

定価
(4ヽ )一-13,OIXl円

l合から3合炊 (541kc)

巾26卸 高さ16Cm

重さ約2 7kg

(大 )-15,0∞ 円

1合 から7合炊 (1,260cr)

巾2鰤高さ19 5Cm
重さ約4 3kg

天 あ炊 玄正新
味げき米

続 元 天 味 釜 本 舗

〒150東京都渋谷区桜丘町4番24号

●(03)4632986・ 461-37∞

棗送 科は全国無お}豪 3-5F●lの 分割払 も可

豪お店 にない ときは現 金書留 で直接 お申 し込 み 下 さ tヽ
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種   別 年 会 費 徴特

A 正 会 員 12,000F月
月刊機関誌 (年間11回発行)1部送呈。
農薬玄米配布のカムカムクラブ人会可。
ブ5%引 き (図書券で)

会員証、会員バ ンジ。各種行事害1引。料理教室、無
各種相談を受けられる。日本CI発行の図書・テー

B 賛助会員
12,000Fl

を2回以上
機関誌毎号 2部送呈。その他は正会員に同じ。日本CI発行の図書・テープ10%引 き (口 1書
券で)

C 誌   友 4,000FЧ 月刊機関誌 l部送呈。料理教室、無農薬玄米配布のカムカムクラブ入会可。

D 法  人
(店舗 )

30,000F月

(2分割可)
④に同じ、本誌巻末に毎号、店名・住所・電話・営業時間・申し込み回数。その他を広告。
「新しき世界へ」 5吉6配布 日本CI友の店シール配布

●下記の用紙または振替用紙に記入し、会費を添えて、〒151東京都渋谷区大山町115 日本CI協会会員係 にご送付下さい。

爾
　
‐
―

日付

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

昭和

日
本

Ｃ
Ｉ
協
会

は
、
桜
沢
如

一
が
創
立

し
た
、

マ

ク

ロ
ビ
オ

テ
ィ

ッ
ク
運
動

の
国
際

セ

ン
タ
ー
で
、
研

究

・
教
育

・
普
及
活
動
を
展
開
し
て
い
る
非
営
利
団

体

で
す

。
会

長
、
桜

沢
里
真
。

活
動
内
容

は
、

①
実
用
弁
証
法

（無
双
原
理
）
と
正
食
法
の
研
究

。

実
践

・
普
及
。

②

桜
沢
如

一
ほ
か
、
右
の
内
容
に
関
連
し
た
図
書

。

出
版
物

の
刊
行
。

（月
刊
誌
通
算

５２７
号
を
刊
行
）

③
講
演
会

。
講
習
会

・
研
究
会

・
正
食
料
理
教
室

・

正
食
医
学
研
修
講
座

・
海
山
ス
キ
ー
な
ど

の
健
康
学

園
、
特
訓
セ
ミ
ナ
ー

・
海
外
研
修
旅
行
の
開
催
。

④

正
食
医
学
に
よ
る
食
事
健
康
相
談
会
の
開
催
。

⑤
出
張
講
習

。
講
演
会
な
ど
の
斡
旋
。

⑥

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

の
事
業
部
と
し
て
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ

パ
ン
株
式
会
社
が
あ
り
、
純
正
食
品

・
無
農
薬
農
産

物

・
料
理
器
具

。
自
然
化
粧
品
な
ど
の
普
及
販
売
。

⑦

関
連
活
動
団
体
、
各
地
セ
ン
タ
ー
、
事
業
組
織
な

ど
が
多
数
活
躍
中
。

③
欧
米
は
じ
め
全
世
界
に
関
連
団
体
多
数
活
動
中
。

月刊『新しき世界へ』購読案内 ←部変更)

:羅 輯

=∃

 財 団 日 本 CI協 会 入 会 申 込 書 階書で書いて下さいわ

私は日本CI協会の会員になりたく、次の通り申し込みます。(会員別の符号を○でかこんで下さい。)

EII]年 [三三コ月号からE年間分
A.正 会 員  B.賛 助会員   C.誌   友  D.法 人(店舗)
(12,000円 )   (12,000円 を 回)(4,000円 )    (30,000円 を 口。 2分割可)

■いったん納入された会費、誌代は、返却できません。

フリガナ

氏  名
職 業 (

男・女
明

生年月日ぬ 年 月

)

日生

住  (〒     )(° °号室)(○○様方)と 詳しく。

所 TEL

ご家族 ① 独身 ② 既婚 (家族名・構成内容 )

玄米歴 備考
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室、書籍販売、純正食品、リマ化粧品卸 。小売

味園 0900■∫覇市泉崎1911琉球新報社向 8098866・ 5366
*9～19 *①祝  *自 然食混1、 玄米レストラン、陽報・泉崎
店

沖縄陰陽研究会 8902郡覇市松山223-4 80988・ 68・ 6578 *
勉強会 (第 4土

'裡

)、  座談会 (第 2金 1星 )
正食の店 万然 こ902‖

`覇

市寄宮156 8098854・ 0296 *ll
～20 *① 食養相談、書籍販売、純正食品、リマ化

"L品

く新入会・再入会〉
岸和田自然食品センター ●596大 阪府岸和性1市南町121 807
24332666 *914～ 18半  *①祝 *配達あり
蔵風 ご659兵庫県声昼市船戸田J5番街 ●0797・ 31・ 4141 *10
～18 *①  *食 と生活研究会 (毎ナ1)
田辺自然食センター =646和歌山県田辺市ド屋敷田J9o-848
0739227731 *10～ 18 *①  *配達あり
須藤酒店 ●376桐 生市東久方町2-6-21 80277・ 44・ 5733 *7
半～20半  *①
健康自然食品店ミナ 薔165中野区新井520-21 803・ 385・ 6058
*8～22 *①  *「健康は正しい食生活から」、無農薬野菜、
書籍、配達。リマ化粧品

根津の谷 (ネ ズノヤ)*H3文京区根津1114 803・ 8230031
*H～21 *2①  *健康食品、自然食品、野菜
清正陣 0862熊本市国府3-2197 ●0963・ 66・ 2121内 364
石嶺純正食品センター 0902那覇市首里石嶺町1312180988
・86・ 6849、 87・ 3434  *9半～20 *①・祝 *食養相談、
PU勉強会、正食料理研究会、オーサワジャバン純正食品、C
I本
実穂自然食品 0027岩 手県宮古市新町428 801963・ 3・ 6310
*9～19 *1・ 3① *定 191学習会、料理教室
天籠健康食品センター 0467名 古屋市瑞穂区瑞穂通り245 8
052・ 841・ 0146 *9～ 19 *①  *自 然食品、健康食品、化粧
ポ:。 近隣配達可

自然健康食品三好屋 0336浦和市北浦和11)4 ●0488・ 86・ 72
34 *9～20 *④  *食品、書籍、器具販売、美容、健康相談 o
酉己達・西己送承ります。

漢方専門あまのがは 0816福岡県大野城市栄町2-3)1 8092
・581・ 4916 *9～ 19 *①
グルッベ 0167杉並区荻窪527-15 ●03・ 398・ 7427 *10～ 19
*① *無農薬・有機農産物、自然食糧品、化粧品他
サニー健康食品 0813福 岡市東LX千与15-1)58092・ 681・ 0883
*10～ 19 *①  *食品、洗剤、書籍、器具

鋼 味穂臨胸"(雑穀普及会)

☆無農薬野菜、農産物、海産物、雑穀、加工

品、食養相談、健康相談、美容相談、料理講習

江古田店 0176東京都練馬区栄町20 江古田栄町本通商
店街 803・ 948・ 5701 *10～ 20 *①
八王子店 019203 八王子市堀ノ内450 8042676・ 12
58  *10～ 20 *無
事務局 こ192八王子市天神町18 扶桑マン
■
'0426・

26・ 6295

☆隣接区域配達、地方発送承ります。

※宮古営業所、立川営業所は、今後、独自に活動いたしま

すので、よろしくおねがいいたします。

大 森 英 桜 先 生

PU正食医学食養療法講習会
PU・食養・料理教室

いつでも個人指導が受けられる

◎疾患別食養療法講座

◎体質と疾患を見分けるPU体型学

◎病気の原因とコンペーセーションの法則

◎体質、疾患別主食、副食摂取法

◎体質、疾患別食養料理法

(実習を含む )

◎無形の食物の意義とその摂取法

◎手当法の実習

◎身心強化 PU生活法

毎月中旬の土曜と日曜の二日間定期開講

詳細は電話でお問合せください。

大森英桜 先生 特 別個 人 指 導

別室で大森先生から1対 1で懇切な指導が受けら

れます。日時は上記講習会当日の午前11時までと

午後6時から。申込は毎月10日 まで電話で受付。

玄 米 食 養 実 修 道 場
◎いつでも入所できる。◎期間は1泊 2日 。また

は2泊 3日 。このわずかな日時で却病造健、心身

強化、開運自在のPU食養法の要訣秘儀と、合気
甦体の秘法、瞬間活法を会得せしめる。

詳細は電話で問合せください。 詳細は電話で問合せ下さい。案内書進呈。

輝く将来…指導者育成

男女内弟子募集
研心館本部 PU正食学園
大阪市阿倍野区西田辺町2-2-29(〒 545)電 話06・ 691・ 1590
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く大 阪〉
ヘルスマー トムソー ●540大阪市東区大「 通25-1lЮ 6・ 945・ 0
5H *9～ 19 *①
世界正食協会 0540大阪市東LX大 手通25-1 806・ 941,7506
*9～ 18 *①  *料理教室 (毎火 。本曜日)定例会 (第 lH
E蓼 )

ムソー食品谷町店 0543大阪市天王寺FX谷田19-28 806・ 771・ 7
545 *10～ 18半  *①
ナチュラルl■1 0547大 阪市平野区喜連東1-210 ●06・ 709・ H
63、 1183 *9～ 17 *①半休① *純正食品、製造、卸、小
売

研心館本部食養道場 3545大 阪市阿倍野区西IU辺町2-2-29 8
06・ 691・ 1590 *9～21 *無  *無 双原理研修、食養道場、
気の研究会、心身統一合気道

堀江自然食品店 0550人阪市西区南堀江2-5(九新ビルA102
号)● 06・ 538・ 2225 *10～ 18 *①  *食品、リマ化粧品、
書籍、器具

ヤマト自然 tr 559大阪市住之江区粉浜1-215 806・ 673・ 6473
*10～ 19 *①祝 (第 1、 2日 は営業)*自 然食品販売、食養指導、
玄米試食会

自然食福園 0530大 阪市北区梅田1615 8“・341・ 7798
*売店 9～ 20、 食堂H～ 19半  *①祝 *自 然食レス トラン、
自然食品販売

吉川商店 0561豊中市小曽根 18-23 806・ 334・ 0088 *7半
～19 *2・ 4① *料理、健康講習会 (月 2回)松岡四郎先
生ほか

いはらはら刀根山薬局 0560豊中市刀根山4351 806・ 854・ 2
541 *8～ 22 *元 旦を除き年中無休 *代 表取締役 上西義
直

自然食品の店 “とんま"0583羽 曳野市古市1-4-20(ス ーハート
リオト前)●0729・ 56・ 0166 10半 ～20 *①  *健康lit座 月 1
回ヨーガ指導 (毎水 。木1鷲 )、  お好み焼
堺自然食品センター「康園」0590堺市竜神橋町1-2-6(南海本線
駅前)● 0722・ 32・ 3357 *8～ 20 *①  *料理教室、健康相
談、漢方薬局、振替 大阪304407

山本祥園 (ソ フィー)0573枚方市高田222PU学 園 80720
・53・ 2200 *福 園、水・金曜。健康相談、マクロビオティンク

料理教室、PU勉強会、出張講師、食品、GO書籍販売
ABC関西地区正食品愛好協会 0572寝 屋川市三井ケ丘4-13
80720・ 22・ 4555 *9～19 *関 西一円に宅配 (無料)整体指
1王 と正食料理教室

く兵 庫〉
神戸ヘルスフーズ 0658神戸市東灘区住吉町室の内237井上ピ
ル (国鉄住吉駅北100m)● 078・ 822・ 2600 *10～ 19 *⑥
*食養相談、毎月第2土曜美容相談

く山 陽〉
山陽自然食品センター 弓之町店 0700岡山市弓之町1320 8
0862・ 25・ 8722 三門店 岡山市二門西田ll-880862・ 53・ 7710
*9～ 19半  *①
求道会道場 070937岡 山県久米郡中央町大1丼和西1499(繁田
湾徳)●08686・ 8・ 0730 *9～ 21 *無 *七号食実修道場、求
道―
ミ
永遠の幸福を求めて、自然農法、陰陽 li行、PU村建設

ヒバ健康ハウス本部 5733広島市模町2-23 80822・ 93・ 832111t
*9～ 19 *東洋医学研究会 (毎月第 3日 曜  ヽ 自然食料理教
室 (毎月第 3木曜)、  毎年夏休みに入って最初の金・土・日曜
(2,白 3日 )健康合宿
皆実C1 0734広 島市皆実町4-112 ●0822・ 55・ 2846 *平 賀
佐和子、毎月第4土曜、例会 (料理講習、PU勉強会 )
明治製翻旬 0726広島県府中市中町536 *小川清 *め /L類
製造

人間医学社府中支局枷健康医学社広島総特約店 0726府中市 ド
辻町 80847・ 41・ 7668 *特に定めず *食品、ライスピネガ
ー、リマ化粧品、書籍、真空浄血治療器、正食浄血指導
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西日本自然食品センター ●722広島県尾道市新浜1621国道 2
号線沿 80848・ 22・ 5577 *9～ 18 *①祝 *自 然食品販売
普及活動、PU研究会 f自然食品会館」(純正食占::マ ルシマ)
岩国自然食品センター こ740山「1県ギ1国市今津町1-5-9 808
27・ 21・ 5975 *9～18 *①祝 *正食研究会 (月 1回 )

鶴島食品 こ747山 口県防府市南松崎田15-480835・ 22・ 0347 *
例年 1月 と8月 中は休業 *「鶴島通信」(無料西ピ4i)に て催し
ものを予告します。

山口健康生活センター 0753山口市大市田12-2808392・ 3・ 1842
*10～18 *①  *健康教室、料理教室 (出張に応ず)西 日本
健康自然食品協会

く四 国〉
アズマヤ 0760香川県高松市紺屋田r36 ●0878・ 21・ 7665 *
9^-21

愛媛純正食品センター 0790愛媛県松山市湯渡田J10-2280899
・43・ 6464(松 山東高東300m)*8～ 20 *4①  *菅本フジ
子、健康相談、料理講習 (毎火曜)東洋医学会 (第 3日 1雀 )

く福岡 。大分・長崎〉
八幡自然食品センター 0805福岡県北九州市八幡西区八千代町
622 ●093・ 621・ 4184 *9半 ～18 *1・ 3① *料理講習
(月 1回)健康相談 (月 1～ 2回)勉強会 (月 1● 1)
上原商店 0837福岡県大牟田市字平野山180卜45Cl(平野山病院
前)● 09445・ 5・ 8721 *9半 ～18半 *① *健康指導
未来を考える会・販売部 387902大分県宇佐市南敷田250 本
多公子方 809783・ 2・ 0808 *特 に定めず *正食料理教室、
自然農法研究会、健康・美容相談

侑騰陽書店 0870-11大 分市田尻453-5 80975・ 42・ 1215 *10
～20 *①祝 *書籍販売、健康食品販売、松山医院長による
健康相談及び正食指導

般若日本自然療能研究所 0857長崎県佐世保市京坪町7-6●09
56・ 25・ 0369

く熊本・鹿児島〉
***十粧 (じ っしょう)ナ チュラル下通店 3860有ヒ本市下通
1-4-8 80963・ 54・ 9161 *10～19 *第 1第 3①  *福山敬
救、体質別食養相談、オリーフ自然美容法相談 *1・ 3①
十粧ナチュラル子飼店 0860賞資本市東子飼町 3-5 80963・ 43
・4043 *無  *福山聖乃、体;t別食養相談、オリーブ自然美
容法

自然食品の店ととろき 086105 熊本県山鹿市鍋田134809684
・3・ 6021 *①祝 *配達可、体質別食養相談、料理講習会、
毎月 l LnJ熊本健康友の会主催運動手技講座 (講師 森孝先生)
自然食センター松本 0861-11 賞資本県菊池郡西合志町大学御代
志2049 809624・ 2・ 1719 *9～ 18 *無
黒田栄子 3867熊本県水俣市古賀町1-2-1 809666・ 3・ 0108
*9半～17半  *純正食品販売、食事・健康村1談、美容村1談
あさひ健康自然食品センター 0895-18 鹿りこ島県薩摩郡宮之城
田I舟木4456(屋地駅前)*健康自然食品III売、

「
jiK機久郎 (白 )

3・ 0704

天然村山県農園 089143 鹿児島県屋久田J船行1057-20 8
09974・ 6・ 2360 *山 県信之 *図書室建設中。古本、古レコー
ド、テーフ、楽器など寄付求む

く沖 縄〉
自然食品センター陽報 (よ う|よ う)0900那蜀i市久茂地3-H-5
80988・ 61・ 7195 *9半～19 *① *食養村1談、正食料理教



*9～ 19 *無  *料理講習・美容相談、マルチレーターによ
る健康相談 (無料)
自然食品の店 ふる里や 0135江東区白河4-37803・ 643・
5247 *9～19 *①  *食養相談、整体指圧治療 (予約需1)
・料理講習
いそうけん健康食品センター 0121足立区東伊興町33-22803
・853・ 1724 *9～ 19半  *①  *月一回料理教室、食養相談
友永ヨガ健康教室 0167杉並区荻窪5-251山 岸ビル ●03・ 393
・5481 *9～20 *①祝 *友永淳子、ヨガ教室、健康教室
講習会など
かいがらや 0165中野区若宮卜2410803337・ 2241 *10半
～18半  *① *自 然食品・無農薬野菜・リマ化粧品販売、
配達、地方発送

く東京都下〉
自然食品センター・みずほ 0182調布市国領町7117 ●0424
・88・ 8540

輸むさしの自然食品 0180武蔵野市中町1-23-17● 0422・ 51・ 29
58 *10～19 *①  *代 表取締役高岡散行、正食品、本、野
菜、料理教室 (第 2・ 4土曜、13～ 16)
はじめ健康食品店 0180武蔵野市中町1-29-5 80422・ 54・ 7716
*8半～20 *無  *食品全般、化粧品・洗斉」、書籍
東京シード0支店 01844ヽ 金井市本町6-5シ ャトー小金井 1階
80423・ 84・ 4600 *10～18 *① *食品 。書籍・器具販売、
美容・健康相談

自然食品の店 和康 01844ヽ 金井市本町3-1併 13 ●0423・ 85・
5261 *10～ 18 *① ① *自然食品・書籍販売、健康相談、
料理教室、玄米試食会

健康サロン 019011 東京都西多摩郡羽村町富士見平2-1-3羽
村ハイツ 80425・ 55・ 2278 *9～ 15 *①  *食品、洗剤、
書籍、化粧品、器具販売、健康相談、配達承 ります。

いなば酒店 0100-01 東京都大島元町21-10 804992・ 2・ 1221
*8～20*④

く神 奈 ′!!〉

自然食品センター弘明寺店 0233横浜市南区中島町4-81 804
5・ 712・ 3339 *9半～19 *渋谷自然食品センター姉妹店
菊屋百貨店・健康自然食品センター 0244横浜市戸塚区戸塚町
44 al145・ 881・ 7636 *9半 ～19 *田中久夫、毎月1回料理
教室・健康相談会、 リマ、オリーブマノン化粧品取扱
サンエイ相模自然食品 0228相 模原市旭町9-16 80427・ 46・ 63
14、 45'7401 *9～ 20 *①  *毎月 1回食品研究会

加藤大季 (ひろき)022)01 神奈川県津久井町三井73580427
・84・ 3163 グリーンクラブ主宰、自給農法の石千究、自給農園あ
り。玄米人生の悩み、よろこび、共に語りあおう。(来訪の際要

TEL)
陰陽洞 0249神奈川県逗子市逗子53-28 80468・ 73・ 7137 *
10～ 19 *①  *無農薬野菜、無添加豆腐、自然食品、リマ化
粧品、食養相談、配達あり。

楽々堂 0250神奈川県小田原市堀ノ内 ●0465・ 36・ 6258 *10
～18 *①祝 *針、灸、指圧、自然食品の販売
ヘルスロード自然食センター (旧ヤマト自然食センター)0242

大和市中央6-322大和警察署ウラ 80462・ 62・ 0020 *9～ 19

*① (第 4日曜営業)*自然食品、健康食品、リマ化粧品、オ
ーサワジャパン食品、日本 CI協会図書、グループ配達

く長 野〉
酒井須三子 0380長野市上松1-5-35 80262・ 34・ 3824 *リ マ
化粧品取扱、正食品販売、長野無農薬野菜の会

長野正食センター付属ポリオ研究会 (‖ 児ヽマヒ研究所)0380
長野市三輪6-9-17 80262・ 34・5349 *7～ 19 *無休を原則
*年刊「ポリオ」発行、小児マヒの方募集
南佐久CIく らぶ 0384-14 長野県南佐久郡川上村大深山673
802679・ 7・ 2709 *正食研究会
もりいずみ 0385長野県佐久市岩村田本町762●02676・ 7・ 3730
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*9半～19 *①

く新潟・富山・福井〉

*自 然食品、野菜小売 。近隣市町村配達可

新津自然食品センター 0956新潟県新津市本町2-17-5 802502
・4・ 5810 *10～ 19 *第 2・ 3・ 4①祝 *食養料理教室 毎
月第 3① 9～14時  *小川みち講師、食養相談、食品、日本 C
I図書・テープ

正食の店・和や 0930富山市中川原17 ●0764・ 25・ 1448 *8
～20 *無
丸の内薬局 0930富山市丸の内2-1-1 80764・ 24・ 0891 *9
～19 *①  *漢方相談、健康相談
福井健康学口 0910福井市照手1112■Ю776・ 21・ 3811 *ヨ
ガ体操と正食料理で手軽に宿便を出す道場 (予定)。 自然農園、

植林。自然食品センター (市内)

く静岡・愛知〉
ニホンケンコー社 0438静岡県磐田市中央町122-15 磐田商工
会館前 805383・ 2・ 3016 *9半 ～20 *①  *自然食品・健
康食品・純正化粧品・書籍・治療器・勉強会 (第 3日曜日)
自然食品の店 ―福 0448愛知県刈谷市中山町24880566・
23・ 2719 Q小 島一夫 *Ю卜19 *00 *ヨ ガ教室、薬草
化粧品、革工芸教室、料理pt習、健康相談

東海健康文化センター 0453名古屋市中村区則武1-19-3 8
052・ 451・ 4195 *8～20 *無  *正食普及、料理教室、合気
ヨガ、書道、茶道、幸道など文化活動

愛知陰陽会 (長生堂)0485愛 知県小牧市大字寺浦2943 80568
・76・ 2731 *9～ 19 *①祝 *講演会 (2カ 月に1度位)無
料食養健康相談、 CI書籍、テープ、自然食品、リマ化粧品販
売
春日井自然食品センター 0486愛知県春日井市瑞穂通7-1-11
80568・ 82・ 7661 9～20 *③  *食養料理教室 (月 2回 )
安城自然食品センター 0446安城市今池町3-6-29 80566・ 98
・3136、 97・ 9432 *10～18 *③  *純正食品、健康食品、自
然化粧品、ヨガ教室、無料健康相談
豊橋自然食品センター 0440豊橋市松葉町365市民病院前 ●
0532・ 54・ 5876 *9～ 18半  *①  *食品全般、化粧品、健康
オロ言炎
日本健康センター (ケンコー社)0442愛知県豊川市市田町大道
下17市田ロバス停前 ●05338・ 65679 *10～18 *①  *各
種治療器、健康食品、自然食品、書籍、健康サロン無料開放

く岐 早〉
岐阜健康自然食品センター 0502岐阜市長良崇福寺町2丁目
80582・ 32・0631 *9～20 *①  *健康食品、書籍、化粧品
正食講座、料理教室

岐阜自然食普及会 05011岐阜市神田町9名鉄新岐阜百貨店lF
●0582・ 65。 7111内線319 *10～ 18半  *③
柳屋自然食品店 0500岐阜市織田塚町1-2●

“

82・ 45・ 9355*
10～20 *①

く京 都〉
京都マクロビオテイックセンター 0606京都市左京区高野蓼原
町77 8075。 711・ 4551、 721・ 7191 *正食品、料理器具、書籍
料理講習、折詰弁当 (予約制)英語版書籍販売
京都自然食品センター 0604京都市中京区河原町通夷川角 a
075・ 221・ 7890、 231・ 0348 *平 日夏季 9～18半、冬季 9～ 18
*◎祝13～ 18
榊エンチーム三丹 0620福 知山市堀内田町 19532 80773・ 22・
9508 *8半～20 *不定期の① *食品、厨房器具、酵素化
粧品、天塩、マクロビオティック書籍、その他

天粒 (てんりゅう)マクロビオティックセンター 0624舞鶴市
北田辺126-16本田Iバ ス停前 ●0773・ 76・ 7126 *9～ 19 *無
*食養相談、自然化粧品、食品書籍取扱い



く北海道〉
自然・健康食品のデパートサンケン 0064札幌市中央区南18条
西7-3(第 5コ ーボ)8011・ 512・ 4636 *9～ 19 *①祝 *玄
米試食会、健康相談、指l■ 、卸小売配達、料理講習会
北海道健康学苑 007802 旭川市永山町H52-6● 0166・ 48・ 41
07 *8～20 *①  *食 養相談、足心道指導、食品 。書籍小
売

道南Clく らぶ 0040函館市若松町20-9 80138・ 22・ 8714 *
代表・山崎寿生

0ウ リ薬局 0073-01 砂川市西1条北1丁 目9 801255・ 2・ 4386
*漢法調斉」

く東北地方〉

ラッキーフー ド 0020-01岩 手県岩手郡滝沢村穴口436-4● 01
968・ 4・ 3420 *特 に定めず 海の学校、山の学校、食品雑穀、
農産物通信販売、予約販売、料理研究会
北上正食センター 0024岩手県1ヒ上市新穀町1-3-5801976・
4・ 7048 *無  *堀込幸雄、食品、図書販売、出張講演に応ず
試食会 (無料)
みちのく自然食品センター 0980仙台市中央3-10-7 80222・ 6
2・ 7677 *9～ 19 *1～ 3① 料理講習 (講師小川みち他)
食養相談 (第 1・ 3⑥、第2・ 4 ①X 玄米弁当 (予約)
東北文化協会 0020-01 岩手県盛岡市上堂11932 ●0196・ 46
・1937 *特 に定めず *自 然食品、雑穀販売、健康相談、自
然農法研究、郷土研究、季刊雑誌 rェ ミシ』発行

く群 馬〉
群馬マクロビオティックセンター 0370高 崎市和田町7-13 ●
027322・ 5484,25・ 5560 *9～19 *無  *図書、食品販売
月例無双原理と正食の勉強会・健康相談

高崎自然食品センター 0370高崎市新町10180273・ 25・ 2605
*9～19 *無  *食品販売、正食、空手、ヨガ講習会、健康
オ旨導

鈴木述子 (のぶこ)o37012 高崎市山名町乙61180273・ 46・ 49
21 *自 然農法の玄米・野菜、農産物加工、料理教室、群馬県
安全農法研究会、群馬食養友の会
七庸会 0370高崎市小塙町樋越35-1 80273・ 43・ 8181 *田 中
ふじ枝、第 2・ 4① l～ 3時=料理教室、第3① l～ 4時 =①
勉強会 (テ キスト、桜沢・大森)②研究発表会、毎◎10～ 4時
一健康相談会、食品・書籍
里味 (さ とみ)0370高崎市京目町1218 80273・ 53・ 0710*10
～19 *③祝 *マ クロビオティンク・フ~ズ販売、玄米パン・
各種黒焼・参泉製造、自然農園あり
井上自然食品センター 0371前 橋市本町1121380272・ 24・ 18
181t *8～ 19半  *①  *自然食講習、美容講習、食事相談
人生十日談

く茨城・埼玉〉
内田繁商店自然食品部 030012 茨城県牛久町牛久3475 *02
987・ 2・ 0135 *9～ 19 *④ *食品、書籍、器具
茨城・大宮はりきゅう療院 031922 茨城県那珂郡大宮田丁中富
1087 ●02955・ 3・ 0264 *8半～19 *① ,① *健康相談、
催眠講習会 (常陸大富駅歩5分 )
小り|!自 然食品店 0362上尾市上町2-725 80487・ 74・ 8504 *
9半～18半  *無 (臨時休業)*純正食品オーサワジャパン取扱
い、有機農産物、健康相談、毎月料理講習会 (CIよ り講師派
遣Xリ マ化粧品美容講習会、健康医学社指導講習(浄血指導)

-47-

■この欄に掲載を希望の方は、別ベージの入会申込書 (法人会員)に記入して、お申し込みください。 4行以上になる場合は、 1行につ
き7,000円増しになります。★ (*)印 の数は法人会員申込回数です。
■内容は、太字が名称、次が郵便番号、住所、電話、営業時間 (8～ 18は、午前8時から午後6時のこと。19半は7時30分のこと、次は
休日 (①は毎日曜休日、3④は第3水 1在 日、祝は祝日休み、無は年中無休)、 その次は代表者及び備考です。

桜井商店 (埼玉東部ブロック)0343越谷市大沢410-5 80489
・62・ 3479 *8～ 21 *無  *オ ーサワジャハン食品、書籍
太田屋本店自然食品部 0346久喜市南1818 80480・ 21・ 0102
*9～19 *① *食 養相談、健康指導、食品、図書販売、リ
マ化粧品、玄米試食会、CI定期講習会
けいらく操法普及会 0336浦 和市常盤932-21 8048831・ 78
19 *千 田米子、正食とけいらく健康法、於熱海長寿会館 (随
時)予約制
大智グループ本部 0332り 11国市並木4-20-1480482559641
*8～20 *①  *オ オトモ自然食品無双長寿庵、大智教育セ
ンター、ロケット灸、アクセサリー

大橋自然食品センター 0350り |1越市霞ケ関北5-12-88o492・ 3
1・ 1897 *10～ 19 *⑥  *無農薬野菜、食品、化粧品、健康
相談

霞正食会 0350り |1越市的場2153-28 80492・ 31・ 0153 *8～
19 *⑥  *本 間健滋、毎月第 3土曜日、正食、無双原理勉強
会、健康相談

〈千 葉〉
自然・健康食品の店 玄米の宿 0277柏市南増尾2229-61 8
0471・ 73・ 1468 *7～ 8 *①  *健康食品、無農薬野菜、食
養相談、書籍、ヨガ教室、鍼灸、配達・出張治療いたします。
習志野健康食品おおくぼ京愛堂 0275習志野市本大久保5-3-24
80474・ 73・ 2957 *10半～19平 日、13～ 19①・祝 *④  *食
品販売、食事相談

平和堂高砂自然食品支店 0272市川市真間3-11-1280473・ 22
・0810 *10～19 *①  *料理講習 (バ ン作・豆腐作他λマ
ルチレーターによる健康、美容相談 (無料)
清口普油 0299-22 千葉県君津郡袖ケ浦横田989 80438'75・
2003 *天 然醸造醤油「金明」製造、オーサワジャバン取扱
自然食品センター千葉駅前店 0280千葉市弁天田r580フ ラザ 1
F 80472・ 56・ 0888 *10～ 19 *無休 *健康・美容相談、
小川みち先生料理教室 (第 1・ 3水 1を、11～ 14時、会費 1'1
1500FJ)

自然食品センター船橋駅前店 0273船橋市本町5-1880474・
25・ 0350 *10～ 19 *無休 *健康・美容相談 (特にヨガ、
催眠の臨床、経験豊富)

く東京23区 〉

オーサワジャバン 0151渋谷区大山町115イ ンターマンク1階
803・ 465・ 5021 *10～ 18 *① *都内配達、国内発送 (小
田急線東北沢1分半)
い自然食品センター本店 0150渋谷区桜ケ丘町4-3803・ 463
4441 *10～ 19平 日、10～ 18①祝 *3⑥  *レ ストラン「天
味」併設、食品、23具、化粧品、図書、小売、卸、料理教室
〔営業所〕横浜市緑区美しが丘5-13-188045・ 901・ 5111*①祝
不二自然食品 0106港区麻布十番221-4 803・ 451・ 8966 *
9半～19 *① *食 養相談、料理講習、隣接区内配達 (一の
橋交差点バス停前)
蜘ゲダツ商事 0160新宿区荒木町4 803・ 357・ 1161 *代表
取締役 岡野武徳、一般食品、健康食品、正食法の図書販売
サンライト自然食品センター尾山台店 0158世 田谷区等々力2-
5-1 803・ 704・ 8324 *9～ 18 *①祝 *玄米弁当、お惣菜
調理バンの専門店
富士見台自然食品の店 0176練馬区貫井3-14-16 ●03・ 990・ 6
773 *9～ 19 *代表酒井三恵子、自然農法食品、化粧品、
鍼灸治療院併設
高砂自然食品センター 0125葛飾区高砂8-13-5 803・ 600・ 1412



『新しき世界へ』年賀広告申込書

種   類 申 込 口 数 料 金 原 稿

口 円
A.同封 します。
B. 月  日までに必着にします。

上記のとおり料金を添えて申し込みます。(料金は、A.現金、B.切手)

名                                      電  言舌

住所 (〒    )

日召和  年    月     日

日本 CI協 会 御 中

原 稿 用 紙   A～ Fに お申 し込みの方は、 この用紙をお使いください。

A.5,000円   B.10,000円   C.14,000円  D.18,000円   E.18,Ol10tt  F。 35,000円

日 日 □ 尚 剛

-48-
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マクロビオティックの雑誌『新しき世界へ』に

年 賀 広 告をどうぞ〃
新 しい年が近づ きました。躍進のマ

『新 しき世界へ』に新年の あいさつ を

上段 に「謹賀新年」の文字が入 りま

クロビォ

掲載 しま

す。(全ペー

テ ィック国際雑誌

せんか。各ページ

ジの場合は自由)

種 寸法 (タ テ×ヨコ)料  金 掲 載 内 容

A(1 枠 ) 50× 35mm 5,000円 肩書き、氏名、住所、電話のみ

B(2 枠 ) 50× 70mm 10,000円 Aのほかに多少の文が入 ります

C(3 枠 ) 50× 105mm 14,000円

D(横 1段 ) 50× 140mm 18,000円

E(4 枠 ) 100× 70mm 18,000Fl
スペースに応 じて、宣伝文、イラス ト、

写真、地図なども入 ります。
F(% 頁) 100)〈 140mm 35,000円

G(全  頁) 220× 140mm 50,000円  (「謹賀新年」などは、そちらで入れて下さい)

*原稿は、原寸の枠どりをして、その中に楷書で正確にご記入下さい。 (郵便番号を

お忘れなく)

*製版上、複雑な工程を必要とするものは、実費を頂戴することがあります。

申 込 方 法 /申込用紙に記入の上、原稿および料金を添えて下記に郵送 してください。
料金は切手代用でも結構です。

申 込 み 先 /日 本 CI協 会 年 賀 広 告 係

〒151東京都渋谷区大山町11の 5 TEL 03-469-7631(代 )

申込締切/11月 15日 必着

④             ③

ヽ
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再
々
、
断
固
た
る
ご
注
意

当
協
会
が
、
数
度
に
わ
た
り
厳
重
な
警
告
を
発
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
最
近
、
ま
た
ま
た
、
本
誌
の
内
容
や
当
協
会

の
出
版
物
、
桜
沢
如

一
先
生
の
著
作
、
テ
ー
プ
な
ど
を
、
当
協

会
に
無
断
で
転
載
し
た
り
、
複
製
し
て
配
布
し
た
り
す
る
事
例

が
起
こ
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
著
作
権
法
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
と
い
う
以

上
に
、
人
倫
の
基
本
、
正
義
を
唱
え
る
Ｐ
Ｕ
界
の
当
然
の
原
則

上
の
問
題
で
あ
り
ま
す
。

当
協
会
は
、
良
心
的
な
個
人

・
団
体
が
、
正
規
の
手
続
き
を

へ
て
、
当
協
会
の
保
有
す
る
著
作
物
の
転
載
を
お
申
し
込
み
下

さ
る
場
合
に
は
、
喜
ん
で
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

し
か
し
、
か
か
る
盗
賊
的
行
為
に
関
し
て
は
、
当
協
会
の
名

誉
を
か
け
て
、
断
々
固
た
る
処
置
を
講
じ
る
こ
と
を
警
告
し
ま

す
。

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

昭
和
五
十
五
年
九
月
二
十
日

■

編

集

後

記

■

●
５
月
ご
ろ
の

『ジ
ャ
パ
ン

・
タ
イ
ム
ズ
』

紙
に
、
東
京
で
タ
ク
シ
ー
の
中

へ
五
百
万
円

ほ
ど
の
現
金
を
忘
れ
た
外
人
の
人
が
、
次
の

日
、
そ
の
お
金
が
無
事
に
も
ど

っ
た
の
で
、

「信
じ
ら
れ
な
い
。
私
は
ず

っ
と
日
本
に
住

み
た
い
」
と
投
書
し
て
い
た
。

●
そ
う
か
と
思
う
と
、
別
の
新
聞
に
、
東
京

の
浜
田
山
で
脱
サ
ラ

（
リ
ー
マ
ン
）
の
本
屋

を
始
め
た
人
が
、
万
引
き
と
の
追

っ
か
け

っ

こ
に
、
ほ
と
ほ
と
疲
れ
た
、
と
い
う
話
を
書

い
て
い
る
。
タ
チ
の
悪

い
の
は
、
ア
ダ
ル
ト

・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

（
ヌ
ー
ド
写
真
の
本
）
を

三
冊
持

っ
て
、
二
冊
は
自
分
の
本
ら
し
く
見

せ
、　
一
冊
だ
け
代
金
を
払
う
と
い
う
。
こ
の

ご
主
人
は
、
そ
の
対
策
に
、　
一
冊

一
冊
、
す

べ
て
、
あ
る
箇
所
に
店
の
印
を
入
れ
て
い
る
。

売
れ
る
の
は
、

マ
ン
ガ
に
週
刊
誌
ば
か
り

で
、
ま
と
も
な
本
は
、
さ

っ
ぱ
り
売
れ
な

い

の
だ
そ
う
だ
。

●
杉
並
の
浜
田
山
と
い
え
ば
、
上
品
な
住
宅

地
だ

っ
た
は
ず
な
の
に
、
ど
う
し
た
こ
と
か
。

い
っ
た
い
、
日
本
の
人
気
は
、

い
い
の
か
悪

い
の
か
。

●
香
港
の
銀
行
の
前
で
は
、
武
装
兵
士
が
二

人
、
銃
を
空
に
向
け
て
構
え
て
い
る
。
そ
こ

に
現
送
車
が
現
わ
れ
る
と
い
う
わ
け
。
バ
ス

ジ
ャ
ッ
ク
や
ホ
テ
ル
室
内

へ
の
強
盗
侵
入
な

ど
あ

っ
て
、
最
近
は
、
日
本
人
の
観
光
客
の

足
も
遠
の
き
気
味
だ
と
い
う
。

●
泥
棒
と
い
え
ば
、
ロ
ー
マ
が
有
名
だ

っ
た

が
、
こ
の
ご
ろ
、
パ
リ
も
ロ
ン
ド
ン
も
、
盛

ん
ら
し
い
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
前
か
ら
名
一尚

い
。
日
本
は
凶
悪
犯
罪
の
発
生
率
が
、
ア
メ

リ
カ
に
比
べ
て

一
ケ
タ
少
な

い
と
い
う
。
ア

メ
リ
カ
の
各
人
種
中
、
日
系
人
と
中
国
系
人

の
犯
罪
は
、
他
人
種
よ
り
ず

っ
と
少
な
い
と

い
う
数
字
が
出
て
い
る
。

●
そ
の
日
本
で
も
、
警
官
や
自
衛
隊
員
、
裁

判
官
が
、
万
引
き
し
た
り
、
乱
暴
し
た
り
、

に
ぎ
や
か
だ
が
、
新
聞
種
に
な
る
ほ
ど
少
な

い
と
い
う
べ
き
か
、
多

い
と
い
う
べ
き
か
。

●

「何
を
や

っ
て
も
オ
レ
の
勝
手
で
し
ょ
」

と
い
う
よ
う
な
手
合

い
が
、
ど
う
も
多

い
。

敷
島
の
大
和
心
を
人
間
は
ば

朝
日
に
に
は
ふ
山
桜
花

（本
居
宣
長
）

こ
ん
な
心
持
ち
を
少
し
で
も
持
て
た
ら
、

物
は
な
く
て
も
、
食
は
貧
し
く
て
も
、
ど
ん

な
に
幸
せ
か
と
思
う
。

●

『超
先
進
国
日
本
』

（中
川
八
洋
著
、
講

談
社
）
と
、
い
い
気
に
な

っ
て
は
い
ら
れ
な

い
。・　
　
　
　
　
　
　
　
　
（橋
本
政
憲
）

新
し
き
世
界

へ
　

五
一
毛

号

◎
　
一
九
八
〇
年
　
卜
月
号

発
行
日
　
昭
和
五
十
五
年
十
月
一
日

編
集
素
発
行
人
　
　
橋
　
本
　
政
　
憲

発
行
所

　

日
本

Ｃ
Ｉ
協
会

〒

一
五

一

東
京
都
渋
谷
区
大
山
町

一
一
―
五

振 電
替 話

笙墨
界
０

１
１

９

４
１

２
５
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日時/昭和55年 11月 22日 0～‖月23日 lB) 1泊 2日   (%12時 半受付開始、%16時00分
閉会)

主催・会場/日 本C:協 会 (イ ンターマック)本部 〒151東京都渋谷区大山町11-5● (03)469イ 631
白菜あんかけ、ソバがきスープ、鉄火みそ、
ふろふき大根、ソバクッキース、五日御飯、

大根と揚げ煮付、鯉こく、玉葱油炒め、糸切

り団子…など、大切な食養基本料理の実習が

●講師/桜沢里真、浮津宏子
●特典/四回分 を合わせて修了された方
にリマ・ クッキングアカデ ミーの初級

免状 を授与 します。

●受講料 /12,000円 (材料費 を含む)
寝袋持参者13,000円 、寝袋借用者13,5

00円 )

●申込み/申込書に記入 し、受講料 を添
えて日本 CI協会へ。
●締切 り/11月 19日 的 必着。ただし、
定員 になり次第、締切 ります。

●取消 し/11月 19日 までは、手数料 2,0
00円 を引いて返還。11月 20 El以降は会

の運営上、半額返還 とな ります。

●持参品/筆記用具、ねまき、エプロン、
スカーフ (頭 にかぶるもの )、 雑巾。

あります。今回は試作会 (料理提出)にかえ
て発表検討会「郷上料理、私の料理」があり

ます。材料、料理法等発表の用意をしておい

て下さい。

申込書 κ

‖月22日 (土 ) 11月 23日 (日 )

6:00 起床・掃除

7:00 実習 (浮津宏子)

'  
食養基本料理 I

10:00

10:30 (桜 沢里真)

1」:00質 疑応答12:30 受付開始

13:15 開 会
12:30 実習 (桜沢里真)

`  
食養基本料理 Ⅲ

15:30

13:30 桜沢里真

1」:∞  食養講義
３０

　

　

３０

駐

―

＆

実習 (桜沢里真)

食養基本料理 I

免状投与

16:00 閉 会

19:00 発表検討会 試作会にか

,   えて (桜沢里真)
21:00郷土料理、私の料理

1.寝袋借ります=13,500円  2.寝袋持参します-13,000円  3.外 泊します=12,000円  4.部分参加
りがな

男

。
女

( )歳

日

生

月年

月

尺

昭

未 婚 ・ 既 婚

イ。会員 (の家族)です
会員番号 (   )
口.会員ではありません

氏名

よりがな

一Ｔ )

住所 道
県
都
府
一

自宅 市外局番
電話 (   )  一

職 業
勤務先

勤務先 市外局番
電 話 (   )   ―

円を添えて申込みます。

日本 CI協会御中 1980年   月  日

※遅れて参加したり、早く帰る人は記入し
てください。
① (  )日 (  )時より参加します。
② ( )日 ( )時に帰ります。



新 し い 時 代 の 常 識 を つ く る

礎講座》を受講し、まだ全コ

ースを修了していない方は、

今回の 《正食医学講座》のう

ち、前回受講していないコー

スに対応する各コースを修了

した時点で、『正食医学講座

修了証』を発行いたします。)

受付開始 / ●正食の基礎から、各種病気

の正食による治療法、病気診

断法まで、 6コ ースに分かれ、

それぞれ 1泊 2日 の講習。 1

講義 2時間です。昭和55年10

月より毎月 1回ずつ開講 し、

56年 3月 で修了 します。

●研修費は、1コ ースにつ き、

15,000円 (食事込みヽ

●全コースを修 了された方に

は、『正食医学講座修了証』

を発行いたします。(昭和54年

までに行われた 《正食医学基

●健康は人にとって最上、最

高の宝です。健康 なにと身体

で人生を思 うさま生 きたいの

は、万人の願 うところ。 しか

し、健康 といっても、それは

ただ “病気でないこと"では

ないと私たちは考 えます。

●何が人 を健康 に し、病気に

するのか。そのモ トのメカニ

ズムを 《食》 に見出 し、実践

するのが工食 です。食なくし

て人は生 まれることも、存在

することもで きません し、食

の選択、摂 り方いかんで、人

は健康にも病気にも、自由に

も不自由にもなります。

●現イミ医学が “生命のはたら

き"を 知 らず、真 に人を救い

得 なヽヽ今、 真 に人 を救 う道 と

して 《工食》の重要性はます

ます深 まっています。誰 もが

健康で、幸福 で、自由な人生

を送れるカギを、工食医学講

座で共に学び ましょう。

講義をしてくだ さるのは、正

食医学 と字宙の秩序研究の現

代第一人者である大森英桜先

生。豊富な治病・健康指導の

体験にもとづ く実証的な講義

には定評があります。

1.人間の成 りたち

2.食物の陰陽

3.体質の判定法と体質別正食法

4.病気を治す術、病人を治す法

1.泌尿器と食養

2.耳鼻咽喉と歯、日腔と食養

3.骨、関節、外傷と食養

4.皮膚、血液と食養

1.自律神経の陰陽

2.こ ころの病気 (精神病 )

3. 脳、ネ申経、 日

4.ガ ン(器官別ガンの治療法 )

1。 人体発生学と望診法入門

2.食養手当法 (内用品)

3.食養手当法 (外用品)

4.病気の七段階

1、 自然と人間の生命の正し

い考え方について。

2、 正しい食物とは何か。ま

たその正しい摂り方は ?

3、 体の不調や病気を正しい

食事で治すにはどうするか ?

1.子供と老人の病気

2.伝染病

3.健康法の検言寸

4.正食の失敗例とその原因

1.五行説と臓腑の陰陽

2.呼吸器と食養

3.循環器と食養

4.消化器と食養

*講義の内容が変更になることがあります。



●日at/口召和 55年 11月 8日 (L)
11時30分受付 開始、11月 9日
(日 ) 4時解散。 1,自 2日
●主催 お よび会場/日 本 CI協
会本部  〒151東京都渋 谷区大
山田丁11-5  803-469-7631(Fυ

●講師/大 森英桜
●研修 n/15,000円  (タトン白の場
合ヽ寝 袋持 参の宿シ白は1000円 1曽 c

寝袋イ昔用宿ン白は1500FJ増。

●持参品/食 器 (茶わん、汁 わ
ん、中皿 、 は し、布巾 2枚 )、 学
習用具、洗 面用具、雑 巾、寝 袋

(な い方 は お貸 しします )

●申込方法/申 込書 に記入 し、
研修費 を添 えて 日本 CI協 会 あ
て現金書 留 で送 るか直接持 参す

る。 日本 CI協 会の会員で ない
方はご入会 くだ さ tヽ。

(年会費 4,000円 より)
●締切 |り //11月 4日 。
●邸じ肖し//11月 4 EJま での取 シ肖

しは手数料 2000円 をひいて返還

します。 それ以後の場合 は会の

運営上、半額返還 とな ります。

*食事 は 日本 CI協 会の料理部
が調理 す る玄米正食料理 です。

*人数 に余ネ谷があるときは、 部
分参カロも受 け付 けますので、 お

問い合せ くだ さい。

噺

越鬱
屹 痣

髯

人体発生学と望診法入門

食養手当法 (内用品)

食養手当法 (外用品)

病気の七段階

2.

4.

*講義の録音はご遠慮 くだ さい

11:30 受 付 開始
12:15 講 習 会 の説 明
12:30^-14:30  言毒与美 1
15:00～ 17:00 講義 2
-― 食事― ―
19:00--21 :00  ネ甫「薄(うに7‐・)

7 :00～ 9 :00  
“

構義 3

-一 食事――
11 :00-13 :00  "緯義 4
13 : 30--14 : 30  ザ[美廷几87争

14:30～ 15:00言 d念写真、開会
15:00～ 16:00 受講生交流会

正 食 医 学 講 座 I   (%～ %) 申込書
κ

1.寝袋借 ります=16,500円  2.寝袋持参します =16,000円  3.外泊します=15,000円  4.部分参加

男

女

)歳(

日
生

月年
明
大

昭

1.会員 (の家族)です

会員番号 (   )
2.会員ではありません

※部分参加の方は、講義番

号を記入して下さい。

氏名

(〒

住 所
)

都 道

府 県

自 宅 市外局番
電 話(  )

職 業
勤務先

勤務先 市外局番

電 話(  )

円を添えて申込みます。

日本 CI協 会 御 中  年  月  日

※正食医学基礎pll座 を受:‖ された方は、受けたコースを記

入してください。



■毎木曜日は休館です。 (オーサワジヤバンは営業)

●会員でなくても参加歓迎です

●録音はご遠慮ください

日 本 CI協 会
〒151東京都渋谷区大山町11-5
803・ 469・ 7631(働

小田急線 。東北沢駅下車 2分

10月 5日 (日)11時～2時 正食医学による健康相談
講習会 (公開)講師/大森英桜先生

正しい食べ物、食べ方、生活法による健康確立、体

質改善、性格改造、病気指導の公開講習会です。

性格、病気など、心と体の悩み、問題に大森先生が

食養の面からアドバイスします。

会員制度改定にともない、9月 から、正会員のみ、

相談を受けることができます。聴講はどなたでも結

構です。

会費/相談を受ける人=10,000円

正会員聴講者=2,000円 (一般=2,300円 )

●相談希望の人は必ず予約して下さい。あらかじめ

所定の用紙をお送りいたします。当日は10時までに

2階へ来て 下さい。

3時～ 5時半 講演会「光線と生体」一一光線療
法について一一講師/大森英桜 会費/1800円 (正
会員1500円 )

10月 10日 0 体育の日 3～ 5時 自然農法講座
(3秋と冬の農作物栽培について。講師/今村金一

(自然農法技術指導員)会費/500円

10月 ‖日l■l～ 12日 (Hl 正食医学講座 I 講師/大森
英桜 詳糸田、申し込みは8・ 9月 号参照。
10月 14日ω  2時半～4時半 食養女性教室 大森
一慈先生を囲んでの座談会。男性も出席可。育児、

学校給食、予防接種、食事の問題、食養上の疑間、

普及活動などについて。会費/1000円

10月 17日働 石塚左玄先生 (食養の開祖)命日墓参
午後 2時 に光明寺 (台東区元浅草 4-7)へ集合。
地下鉄銀座線稲荷町駅下車、徒歩 5分。

10月 18日 0 4～ 6時 '80陽友会 無双原理の勉強
会、会員交流の場。だれでも参加可。参加費 100円

10月 19日 (日)桜沢如一先生生誕記念祭 第 1部 11時
映画「生きる一バングラデシュの食と農」 1～ 3時

講演吉田東州「桜沢の思想を語る」

会費/1500円 (軽食付)申込み要。

第 2部 懇談会 3時半～5時半 マクロビオテイ
ック運動の今後と世界平和  (会費無料)
*当 日は、日本CI協会出版物とオーサワジャパン

全商品は 1割引きです。

10月 20日 (月)長針和裁教室 昼 2～ 5時、夕5～ 8
時、月1在 日%、 %、 %、 %、 %の 6回。

指導/鈴木朝子、講習費/5000円 (6回分)要予約。
10月 24日 le1 6時半～8時半 PU研究会  『PU
経済原論』を最初から検討します。会費/300円

10月 25日 l■1 1～ 4時 手づくリパン講習会
講師/横田和敏 申し込みはオーサワジャパンヘ。
●0}46卜 5021 受講料1000円 (天然酵母 1袋付)

10月 26日 (日)リ マクッキング研究会 料理師範対象
の講師養成勉強会ですが、初級免状以上の方、料理

教室受講している方も出席できます。{111～ 2時

発表会 基本・応用・創作料理、その他研究発表
(2)2時半～ 4時 講義 桜沢里真「食物と人生」
いのちの養い、陰陽と運命、自由と平和、愛、幸福。

会費、出品発表者/500円、それ以外の方/2500円

要予約。発表する方は、事前に係までご

連絡ください。

10月 28日凶  2時半～4時半 食養女性教室 10月
14日 の項参照。会費/1000円

11月 3日 帽)文化の日 11～ 2時 正食医学による
健康相談講習会 (公開) 講師/大森英桜先生 10
月5日 の項参照。

3時～ 5時半 講演会「食べ物の違いと脳生理の
違い」一食と思考、文化、心理、感情。会費/1890

円 (正会員1500円 )

11月 8日 l■ l～ 9日 (日)正食医学講座I 講師/大森
英桜 詳細、申し込みは別頁をご覧下さい。
11月 11日ω  2時半～4時半 食養女性教室 10月
14日 の項参照。会費/1000円

11月 15日 l■1 1～ 4時 手づくリパン講習会 講師
/横田和敏 申し込みはオーサワジャパンヘ。a
O}465-5021 受講料/1000円 (天然酵母 1袋付)

4～ 6時 80陽友会 10月 18日 の項参照。

‖月16日 (日)3～ 5時 平和研究会

ォーサワジャバン全商品特売日 10月 5、 19、

26日 。 11月 3、 28日 。3000円以上お買い上げの

時、1000円 ごとに 100円 の商品券がつきます。



OJ特選品好評発売中.ノ

100%使用。一切の化学工程を

さつばりした金ゴマの風味が

1.8で   4000F]

360mι    980「]

手づくりしょう油 (辛口)
ft f-7.\- z I. 450g

国内産無農薬の大豆、小麦使用。天塩と良ワ:

の井戸水で醸造 した無添加の古式 しょう油で

す。

1.8′  950円

たまりつゆ 600本限定

無農薬の大豆と天塩だけで作った本格的なた

まりしょう油です。お料理に、 メン類のつゆ
をつくるのに:賠の味です。 しょう油番茶に

も最適。

720nly 720円 (1111薄のため、卸しはできません)

∃巳      ク

ゴマ ヒュー レ rl

//     飼E

し そ 1責 本毎 干

根  昆  布
日 高 昆 布

LI高 とろろこんぶ(板状)

梅 「 黒 焼

1と 4j 黒 焼
参泉(じ んせん )

大型 ほ うろ く

名称変更

互年番茶―→ i年 番茶 (黄袋)130g 600円

価格言丁正

デラノクスカ′ヽカム鍋の価格表にミスフリン

トがありましたので、下記の通 り訂正します。

デラノクスカムカム鍋 (中 )

定価 4500円

平和 P C 3800  20,700円

″ P C 4500  24,000円

ク P C4500W 22,000円

良質の金ゴマ

経ない製法で、

特徴です。

〔缶 入〕
〔びん入〕

かんびょつ

無農薬 (自 然農法 )、

509 300円 (品薄のノ

500袋限定

無漂白の優秀品です。

め、卸しはできません)

値上げのお知らせ(lo月 1日より,
米青  ひ  え   4009    300円

4509

2509

2509

3609

100g

2009

1509

159

109

1009

7寸

800円

8 0 0HI

500ド |

500円

700111

380111

750円

450円

750ド l

750円

3500円

2800「 1

カムカム鍋

玄米がおいしく炊けない方に是非おすすめし

ます。こげないで、しかも簡単に、おいしく

炊けます。冷 えた御飯やバンでもカムカム鍋

を使うと元通 り?.4/(本 誌 7月 号参照 )

セット価格
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生命は自
リマ化粧品は

自然農法の

きゅうり・へちま

椿油・紅花などが

主原料です。

自然のいのちが

生き生きしている

植物1生化粧品…

それが

リマの生命。

皮脂の少ない

女1生の肌には

やさし<なじむ

植物1生化粧品こそ

最適です。

※リマネオ・メーキャップシリーズ (全 27種)も発売しております。各自然食′jヽ売店、

有名デパートでどうぞ″

:Iリマコールドクリーム

●リマバニシングクリーム

仁|リマ栄養クリーム

●リマネオクレンジング

||リマ洗顔クリーム

|■ リマフエイトスキンローション弱酸性

■リマフェイトスキンローションH

●リマフエイトスキンローションQ

=リ
マパール乳疫

■リマヘアークリーム

=|リ
マシヤンフー

■:リマグルーリンス

41リマリップスティック123号

||リマねり紅123号

=|リ
マサボンフランシュ

■リマビユーテイソープ

発 売 元
リマ 化 粧 品 株 式 会社
〒 223 横浜市港北区日吉本町 1862

F‐
～～～へ́ ´́

′ リマ自然美容講習会およ
び販売取扱 (サイドビジ

ネスも可)ご希望の方は、

下記の販売会社まで、お

問い合せ下さい。

西日本販売担当 (富山 。岐阜・愛知以西 )

リマ化粧品西 日本販売株式会社
〒 540 大阪市東区大手通2-5-1
電 話 (06)9438101(代表 )

東日本販売担当 (新潟 。長野・静岡以東 )

リマ化 粧 品 販 売 株 式 会 社
〒 175 東京都板橋区成増2-35-14
電 話(031976-2525C代表 )


